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県
文
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総
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調
査
報
告
書
第
四
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群

馬
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教

育

委

員

会

編

西

毛

地

方

の

文

化

財



群
馬
県
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
第
四
集

群

馬

県

教

育

委

員

会

編

西

毛

地

方

の

文

化

財



序

榛

名
•

妙
義
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
と
碓
氷•

鏑
•

神
流
の
三
河
川
と
の
織
り
な
す
自
然
環
境
は
、
西
毛
地
方
の
人
々
に
強
い
影
響
を 

与
え
つV

け
て
き
ま
し
た
。

碓
氷
川
に
沿
う
て
拓
か
れ
た
道
は
、
東

山

道.

中
山
道
の
歴
史
を
ふ
ま
え
、
東
国
と
西
国
を
結
び
つ
け
る
主
要
道
路
と
し
て
、
高

崎. 

安
中
や
碓
氷
地
方
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
鏑
川
に
沿
っ
て
も
、
吉

井
.

富

岡.

下
仁•
田
な
ど
甘
楽
地
方
を
拓
い
た
姫
街
道
が
深
く
入
り
こ 

み
、
ま
た
、
神
流
川
を
た
ど
る
十
国
街
道
は
、
藤

岡
.

鬼

石•

万
場
と
つ
づ
く
多
野
地
方
の
人
々
が
頼
り
と
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
れ
ら 

の
街
道
は
い
ず
れ
も
、
碓

氷

峠•

内

山

峠•

十
国
峠
等
の
峠
道
を
越
え
て
信
州
へ
つ
\r
く
も
の
で
し
た
。

こ
の
他
国
へ
ひ
ら
か
れ
た
各
街 

道
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
西
毛
の
文
化
は
、
高
崎
に
象
徴
さ
れ
る
経
済
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

高
崎
は
碓
氷
地
方
を
経
て
信
州
と
結
ば
れ
る
だ
け
で
な
く
、
利
根
川
に
よ
り
江
戸
と
越
後
を
結
び
つ
け
、
越
後
の
米
は
こ\

か
ら
江
戸 

へ
、
東
海
の
塩
は
信
濃
へ
と
い
う
よ
う
に
、
米
と
塩
と
生
糸
の
集
散
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
国
道
一
七
号
が
通
過
し
、
 

I

八
号
が
北
へ
延
び
、
ま
た
、
信

越

線•

上

越

線.

八
高
線
等
の
鉄
道
網
の
ヵ
ナ
メ
を
な
し
、
交
通
の
要
地
と
い
う
性
格
が
そ
の
経
済
活 

動
を
支
え
て
い
ま
す
〇

こ
の
ょ
う
に
、
西

毛

地

方

は

「
み
ち
」
に
育
て
ら
れ
て
き
た
土
地
柄
だ
け
に
、
保
存
し
て
き
た
文
化
財
も
、
本
県
で
は
最
も
多
様
で
質 

の
高
い
も
の
と
い
え
ま
す
。
国
指
定
の
も
の
だ
け
で
も
、
社

寺

建

築•

民

家•

絵

画
-

工

芸

品•

考
古
資
料
等
の
重
要
文
化
財
、
重
要
無 

形
民
俗
文
化
財
の
糸
操
燈
籠
人
形
、
上
野
三
碑
や
多
く
の
古
墳
な
ど
の
史
跡
、
名
勝
や
天
然
記
念
物
と
し
て
三
波
石
峡•

樹

木•

鍾
乳
洞• 

亀
甲
石
産
地
等
々
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
年
度
に
は
、
五
力
年
計
画
の
文
化
財
総
合
調
査
地
と
し
て
西
毛
地
方
を
と
り
あ
げ
、
調

査
(

第
四
年
次)

を
実
施
し
、
こ
の 

度
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
刊
し
ま
す
。

本
書
が
み
な
さ
ま
に
有
意
義
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
調
査
お
よ
び
報
告
書
作
成
に
ご
協
力•

ご
尽
力
い.,
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
十
二
月

群

馬

県

教

育

委

員

会

教
育
長 

山 

川 

武 

正
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調

査

の

経

過

I

、

文
化
財
総
合
調
査
実
施
要
綱

1

趣 

旨

諸
開
発
事
業
の
進
展
、
生
活
様
式•

意
識
の
激
変
に
ょ
り
、
文
化
財
は
急
速 

に
散
逸•

消
滅
し
つ
つ
ぁ
り
、
現
段
階
で
文
化
財
を
掌
握
す
る
必
要
に
迫
ら
れ 

て
い
る
。
文
化
財
全
般
に
つ
い
て
総
合
的
に
所
在A

ょ
び
現
状
を
調
査
し
、
記 

録
保
存
の
ぅ
え
今
後
の
保
存
計
画
の
資
料
と
す
る
。

ぁ
わ
せ
て
市
町
村
の
文
化
財
調
査
委
員
等
の
現
地
研
修
の
場
と
し
、
文
化
財 

保
護
体
制
の
拡
充
を
は
か
ろ
ぅ
と
す
る
。

2
 

対
象
地
域

西
部
教
育
事
務
所
管
内 

四

市|
|

町
四
村

高
崎
市•

藤
岡
市•

富
岡
市•

安
中
市
、
榛
名
町.
倉
渕
村•

箕
郷
町• 

群

馬

町(

群
馬
郡)

、

新

町•

鬼
石
町•

吉
井
町•
万
場
町•

中
里
村
・
 

上

野

村(

多
野
郡
；
}
、

妙
義
町•

下
仁
田
町•

南
牧
村•
甘

楽

町(

甘
楽 

郡)

、
松
井
田
町(

碓
氷
郡)

3

期 

間

昭
和
五
十
年
四
月|

日
〜
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十|

日

4
 

調
査
主
体
者

群
馬
県
教
育
委
員
会

5
 

調
査
協
力
機
関

高
崎
市
教
育
委
員
会•

藤
岡
市
教
育
委
員
会•

富
岡
市
教
育
委
員
会•

安
中 

市
教
育
委
員
会•

榛
名
町
教
育
委
員
会•

倉
渕
村
教
育
委
員
会•

箕
郷
町
教 

育
委
員
会•

群
馬
町
教
育
委
員
会•

新
町
教
育
委
員
会•

鬼
石
町
教
育
委
員 

会•

吉
井
町
教
育
委
員
会•

万
場
町
教
育
委
員
会.

中
里
村
教
育
委
員
会

•  

上
野
村
教
育
委
員
会•

妙
義
町
教
育
委
員
会•

下
仁
田
町
教
育
委
員
会.

南

牧
村
教
育
委
員
会.

甘
楽
町
教
育
委
員
会.

松
井
田
町
教
育
委
員
会

6
 

対
象
文
化
財

絵

画

彫

刻

建

造

物
(

民
家
は
除
く) 

石
造
美
術
品
有
形
民
俗
資
料 

民

俗

芸

能

古

文

書

記

念

物
(

動
物
、
植
物
、
地
質
鉱
物)

以
上
、
国 

扣
よ
び
県
指
定
文
化
財
を
除
く
。

7

調
査
組
織

(1)
総
務
班

調
査
の
円
滑
な
運
営
と
総
括
を
行
な
ぅ

県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
長
お
よ
び
担
当
職
員

各
調
査
班
主
任
調
査
員

西
部
教
育
事
務
所
長
お
よ
び
担
当
職
員

各
市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
お
よ
び
担
当
職
員

⑵

調
査
班

絵
画
彫
刻
班 

(
2

名)

建
造
物
班 

(
3

名)

石
造
美
術
品
班 

(
3

名)

有
形
民
俗
資
料
班(
4

名)

民
俗
芸
能
班 

(
3

名)

古
文
書
班 

(

10
名)

記
念
物
班 

(

13
名) 

合
計
38
名

県
文
化
財
専
門
委
員
、
そ
の
他
か
ら
調
査
員
を
委
嘱
す
る
。

⑶

地
区
調
査
員

調
査
の
円
滑
な
運
営
、
所
在
調
査(

第

I

次
調
査)

A

よ
び
第
二
次
調
査 

時
の
調
査
員
の
補
助
を
す
る
た
め
、
次
の
ぅ
ち
か
ら
各
市
町
村
内
よ
り
委®
 

す
る
。当

該
市
町
村
文
化
財
調
査
員

小
•

中
•

高
校
教
諭

そ
の
他 

合
計
116
名

8
 

調
査
方
法



山

田

武

麿
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

古
文
書 

中

島
 

明 

前
橋
工
業
高
等
学
校
教
諭 

古
文
書 

淡

路

博

和
 

新
島
学
園
高
等
学
校
教
諭 

古
文
書 

井

上

定

幸
 

県
史
編
さ
ん
室
参
事 

古
文
書 

小

山
 

友

孝
 

前
橋
女
子
高
等
学
校
講
師 

古
文
書 

上

原

富

次
 

松
井
田
町
東
中
学
校
教
諭 

. 

古
文
書 

秋

元

正

範
 

東
京
農
大
第
二
高
等
学
校
教
諭 

古
文
書 

角

倉

敏

夫
 

吉
井
町
多
胡
中
学
校
教
諭 

古
文
書 

唐

沢
 

定

市
 

県
史
編
さ
ん
室
調
査
員 

古
文
書 

丑

木

幸

男
 

県
史
編
さ
ん
室
主
任 

古
文
書 

五

味

礼

夫
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

動

物
 

宮

原
 

義

夫
 

渋
川
女
子
高
等
学
校
教
諭 

動 

物 

金

井

賢

I

郎 

伊
勢
崎
商
業
高
等
学
校
教
諭 

動 

物 

飯

塚
 

正

幸
 

藤
岡
高
等
学
校
教
諭 

動 

物 

片

山

満

秋
 

藤
岡
女
子
高
等
学
校
教
諭 

動

物
 

布

施
 

英 

明 

藤
岡
市
南
中
学
校
教
諭 

動 

物 

卯

木

達

朗
 

野
鳥
の
会
副
会
長 

動

物
 

宮

前

俊

男
 

中
之
条
高
等
学
校
教
諭 

植

物
 

橋

本
 

達

夫
 

伊
勢
崎
東
高
等
学
校
教
諭 

植 

物 

天

田
 

稔 

安
中
高
等
学
校
教
諭 

植

物
 

木 

崎 

喜 

雄 

県
文
化
財
専
門
委
員 

地
質
鉱
物 

久

保

誠

二
 

高
崎
高
等
学
校
教
諭 

地
質
鉱
物 

中

島

孝

守
 

前
橋
第
二
高
等
学
校
教
諭 

地
質
鉱
物

三
、

地
区
調
査
員

高
崎
市 

土

屋

喜

英

金

井

恒

好

吉

永

哲

郎

峯

岸

勘

次

角

田

吟

代 

浦
辺
章

第I

次
調
査

各
市
町
村
段
階
で
、
地
区
調
査
員
に
よ
り
各
文
化
財
の
所
在
調
査
を
行
な
い
、
 

調
査
ヵ
ー
ド
に
記
入
す
る
。

絵

画•

彫

刻•

建
造
物•

石
造
美
術
品•

記
念
物
お
よ
び
有
形
民
俗
資
料
に 

つ
い
て
は
、
写
真
撮
影
を
行
な
う
。

第
二
次
調
査

重
要
性•

緊
急
性
に
よ
り
記
録
作
成
を
要
す
る
も
の
を
選
定
の
う
え
、
調
査 

員
に
よ
る
調
査
を
行
う
。

ま
と
め 

.

群
馬
県
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書]V

「
西
毛
地
方
の
文
化
財
」
を
刊
行
す
る
。

二
、

調

査

員

永

井

信
 

I  

県
文
化
財
専
門
委
員 

彫

刻
 

植

村

栄

生
 

前
橋
市
青
少
年
室
社
会
教
育
主
事 

彫

刻
 

持

田

照

夫
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

建
造
物 

茂

木

嘉

夫
 

高
崎
工
業
高
等
学
校
教
諭 

建
造
物 

村

田
 

敬

一 

藤
岡
工
業
高
等
学
校
教
諭 

建
造
物 

金

子

規

矩

雄
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

石
造
美
術 

丸

山

知

良
 

県
議
会
図
書
室
長 

石
造
美
術 

近

藤

昭
 

I  

成
城
大
学
大
学
院
生 

石
造
美
術 

都

丸

十

九

一
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

有
形
民
俗
資
料 

関

口
 

正

己
 

藤
岡
市
日
野
中
央
小
学
校
長 

有
形
民
俗
資
料 

井

田
 

安

雄
 

県
史
編
さ
ん
室
調
査
員 

有
形
民
俗
資
料 

阪

本
 

英

一 

県
立
博
物
館
学
芸
課
長 

.

有
形
民
俗
資
料 

萩

原
 

進 

県
文
化
財
専
門
委
員 

民
俗
芸
能 

酒

井

正

保
 

二
葉
養
護
学
校
教
諭 

民
俗
芸
能 

福

田
 

稔 

エ
仁
田
町
東
中
学
校
教
諭 

民
俗
芸
能



藤
岡
市 

富

田

薰

関

口

正

己

岸

鎮

塚

越

甲

子

郎

永

野

朝

栄

浦

部

正 

視 

永
岡
慶
之
助 

小
林
小
五
郎 

布
施
英
明

富
岡
市 

池

田

秀

夫

町

田

寿

男

徳

江

紀

磯

貝

み

ほ

子

田

中

昭

今

牛 

幹
夫
今
井
邦
夫

安
中
市 

木
暮
勝
弥 

中
沢
多
計
治 

仁
井
雅
敏 

萩
原
健

I  

宮
田
力 

淡 

路
博
和

榛
名
町 

樋
口
秀
次
郎 

三
宅
国
雄 

須
田
八
郎 

中
島
智
幅 

町

田

I  

倉
渕
村,

池
田
左
善 

小
板
橋
良
平 

塚
越
真

I  

戸
塚
俊

I  

市

川

光

I  

市
川
八
十
夫

箕
郷
町 

上
原
確
司 

川
浦
徳
重 

村
上
正
治 

石
川
庫
三
郎 

渡
辺
保
治
郎 

松
本
美
智
男

群
馬
町 

松

田

直

弘

磯

部

淳

I  

宮

沢

良

太

郎

志

村

弘

之

住

谷

修

大 

山I

夫

新
町 

三
俣
三
美
佐
藤
隆 

千
木
良
英

I  

入

沢

健

治

野

口

久

吉

原

祥 

彦
鬼
石
町 

飯
塚
輝
光 

西
本
三
郎 

柳
沢
善
行 

堀
越
六
生 

緑
野
智
夫 

山 

田
功

吉
井
町 

大

沢

末

男

長

谷

川

寛

見

堀

越I

二

三

竹

原

観

秀

横

田

公

雄 

万
場
町 

黒

沢

益

雄

高

橋

貞

義

岡

宮

敏

治

丸

岡

時

男

星

時

雄

斎

藤 

茂
三
郎

中
里
村 

黒

沢

重

雄

高

橋

登

美

治

神

原

茂

雄

高

橋

武

I  

黒
沢
武
也 

黒
沢
明

上
野
村 

堀

川

千

代

松,
松
島
光
洋
浅
香
治
男
相
馬
重
次
郎
黒
沢
清
一 

今
井
政
次
小
須
田
邦
次

妙
義
町 

徳

江

康

宮

田

力,

田

村

啓

次

今

井

幹

夫

陣

内

圭

I

下
仁
田
町 

斎

藤

要

里

見

倫

夫

大

塚

政

義

神

戸I

雄

神

戸

朝

男

佐
 

藤
次
男

南
牧
村 

市
川
仁
太
郎 

掛
川
治
雄 

市
川
太
平 

茂
木
嘉
四
郎 

田
村
勝
四 

郎

井

部

弘

甘
楽
町 

吉

田

文

作

茂

原

喜

之

助

野□

文

五

郎

田

村

作

蔵

巌

良

勝 

篠
原
三
郎

松
井
田
町 

佐

藤

勲

上

原

富

次

町

田I

義

関

光

保

佐

藤

義

一 

茂
木 

寿
男
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建 

造 

物

I

、
は

じ

め

に

調
査
は• I

次
と
二
次
に
分
け
て
実
施
し
た
が
、

二
次
は
一
次
で
調
査
ヵ
ー
ド
が 

提
出
さ
れ
た
建
造
物
に
限
定
し
た
。
そ
の
な
か
で

①
 

江
戸
時
代
中
期
以
前
に
建
築
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
質
の
よ
い
も
の

②
 

幕
末
の
も
の
で
も
質
が
よ
く
、
建
築
年
代
の
明
ら
か
な
も
の

③ 

そ
の
ほ
か
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の

以
上
の
よ
ぅ
な
遺
構
を
と
り
あ
げ
報
告
す
る
。

新
羽
神
社
本
殿

所
在
地 

多
野
郡
上
野
村
新
羽
五
四
〇

管
理
者
宮
沢
年
彦

I

間
社
流
造
で
向
拝
部
は
唐
破
風
と
な
っ
て
知
り
、
正
面
に
千
鳥
破
風
が
つ
い
て

い
る
。
屋
根
は
板
葺
で
あ
る
。
繋
虹
梁•

水
引
虹
梁•

手

挾•

木

鼻•

蟇

股•

脇 

障

子•

彫
刻
等
に
は
彩
色
が
施
こ
さ
れ
て
い
る
。
本
神
社
は
明
治
四
十
二
年
に

I  

九
柱
神
を
合
汜
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
部
に
は
享
保
七(

一
七
ニ
ニ)
•

年
の
祈
願 

札
(

写
真③
④
)

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
繋
虹
梁
が
彫
刻
で
あ
る
、
手
挾
が
透
し 

彫
り
で
あ
る
、
蟇
股
の
彫
刻
が
は
み
出
し
て
い
る
、
虹
梁
の
唐
模
様
、
彩
色
等
か

〔写真①〕新羽神社本殿

〔写真②〕新羽神社本殿正面〔写真③〕祈願札表



ら
当
本
殿
建
設
時
の
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
上
野
村
の
地
理
的
な
位
置
等 

を
加
味
す
る
と
当
本
殿
は
幕
末
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
福
寺
本
堂

所
在
地 

多
野
郡
中
里
村
祌
ヶ
原
二
九
二

管
理
者
新
津
行
信 

正
面
七
間
、
側
面
七
間 

の
入
母
屋
造
で
鉄
版
葺 

で
あ
る
。
当
本
堂
が
宝 

永

元
(

I

七
〇
四)

年 

に
建
立
さ
れ
た
こ
と
は 

棟

札
(

写
真⑦
)

ょ
り 

明
ら
か
で
あ
る
。
元
和 

二
(

I

六I

六)

年
に 

焼
失
し
た
の
を
再
建
し 

た
も
の
で
あ
る
。
天
井 

(

写
真®
)
 
の
造
作
は 

享

保

五(

I

七
二
〇) 

年
に
完
成
し
た
も
の
で 

あ
る
と
棟
札
の
表
に
記 

さ
れ
て
い
る
。
室
中
の 

欄
間
は
両
面
透
し
彫
り

〔写真④〕祈願札裏〔写真®〕東福寺正面

〔写真⑥〕広縁より室中を見る

〔写真⑦〕棟札裏



で
あ
り
、
寺
伝
に
ょ
れ
ば
天
保I

五
(

I

八
四
四)

年
に
彫
刻
師
賢
蔵
に
ょ
り
作 

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

中
山
神
社
本
殿

所
在
地 

多
野
郡
中
里
村
魚
尾
七I

九

管

理

者

宮

崎

崇
 

当
神
社
は
も
と
魚
尾
神 

社
と
称
さ
れ
て
い
た
が 

明
治
四
五
年
に
村
内
の 

各
社
を
合
汜
し
て
、
中 

山
郷
に
ち
な
み
中
山
神 

社
と
称
す
る
こ
と
に
な 

っ
た
。

二
間
社
流
造
で 

向
拝
部
は
唐
破
風
と
な 

っ
て
於
り
千
鳥
破
風
が 

つ
い
て
い
る
。
屋
根
は 

板
葺
で
あ
る
。

正
面
向 

っ
て
右
側
は
中
山
神
社
、
 

左
側
は
抜
鲜
神
社
と
な 

っ
て
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ 

七
枚
、

I

枚

の

棟

札( 

写
真⑫
⑫
)

が
残
さ
れ 

て
い
る
。

七
枚
の
内
訳 

は
、
住
吉

大

明
神.

三

輪
大
明
神
の
承
応
三 
(

I

六
五
四)

年
の
も
の
、
同
じ
祭
神
で
天
明
五(

I

七
八 

五)

年
の
も
の
、
山

神

の

文

化

三(

一

八
〇
六)

年
の
も
の
、
住
吉
大
明
神.

三 

嶋
大
明
神
の
嘉
永
二(

一
八
四
九)

年
の
も
の
で
あ
る
。
抜
蛑
神
社
の
一
枚
は
諏 

訪
大
明
神
の
天
保 

ニ
ニ 
(

I

八
四
二)

年
の
も
の
で
あ
る
。

天

明

二(

一
七
八
二) 

年
の
大
雨
で
社
地
が
崩
れ
現
在
の
地
に
移〇
て
建
て
た
楝
札
が
天
明
五
年
の
も
の 

で
あ
り
、
そ
の
時
の
祭
神
か
ら
嘉
永
の
も
の(

写
真®
)
 

が
当
本
殿
の
建
設
時
の 

も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
工
は
弁
蔵
で
あ
る
。
木

鼻•

蟇

股•

手

挾•

虹

梁•

壁
面 

知
ょ
び
支
輪
等
の
彫
刻•

彩
色
等
は
幕
末
の
様
式
を
ょ
く
示
し
て
い
る
。

〔写真⑧〕室中の天井〔写真⑨〕中山神社本殿

〔写真®〕向拝上部



丹
生
神
社
本
殿

所
在
地
多
野
郡
万
場
町
相
原
九
五

管

理

者

茂

木

善

太

郎

二
間
社
流
造
で
屋
根
は
板
葺
で
あ
る
。

正
面
向
っ
て
右
側
は
丹
生
太
明
神
、
左
側 

は
妙
見
菩
薩
がS

ら
れ
て
い
る
。
右
側
に
は
宝
暦
三 

(
I

七
五
三)

年
の
御
輿
の 

棟

札
(

写
真©
)

、

知

ょ

び
宝
暦
八(

I

七
五
八)

年
の
丹
生
太
明
神
御
宝
箱 
( 

写
真⑱
)

が
残
さ
れ
て
い
る
。
左
側
に
は
慶
応
二 
(

I

八
六
六)

年

の

祈

願

札( 

写
真©
)
 

が
残
さ
れ
て
い
る
。
飾
気
の
な
い
手
挾
、
建
物
の
大
き
さ
に
比
べ
て
大 

き
い
斗
拱
、
絵
の
描
か
れ
て
い
る
脇
障
子
、

か
ざ
り
け
の
な
い
木
鼻
等
、
落
ち
着 

い
た
質
素
な
重
量
感
の
あ
る
手
法
は
江
戸
前
期
の
特
色
を
示
し
て
知
り
、
当
本
殿 

は
御
輿
の
棟
札
、
宝
箱
の
墨
書
か
ら
宝
暦
年
間
以
前
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 

と
思
わ
れ
る
。

〔写真@〕中山神社の7枚の棟札

〔写真⑱〕臺永2 (I849)年 
の棟札の裏

〔写真⑲〕抜鋅神社の1枚の棟札



〔写真⑭〕丹生神社本殿

〔写真⑮〕向拝上部

〔写真⑰〕御輿の棟札 〔写真⑱〕脇障子



士
生
神
社
本
殿

所
在
地 

多
野
郡
万
場
町
小
平
四
六
〇

管

理

者

新

井

正

司

当
神
社
は
明
治
四
三
年
に
浅
間•

雷

電.

熊

野
•

諏

訪
.

神
明
の
各
社
を
合
汜
し 

て
い
る
。

I

間
社
流
造
で
向
拝
部
は
唐
破
風
と
な
っ
て
お
り
、
正
面
に
は
千
鳥
破

〔写真⑱〕丹生太明神御宝箱 
の墨書

〔写真®〕祈願札

〔写真⑳〕土生神社本殿〔写真㉘〕妻部



風
が
つ
い
て
い
る
。
屋
根
は
板
葺
で
ぁ
る
。
内
部
に
は
慶
長I

五 
(

I

六I

〇) 

年
、
寛

政

四
(

I

七
九
二)

年

の

棟

札(

写
真®
®
)

が
ぁ
る
が
、
彫

刻

過

多

・
 

彩

色
•

篝
彫
り
の
手
挾•

平
た
い
蟇
股
等
か
ら
、
後
者
の
も
の
が
現
本
殿
の
建
設 

当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
知
拝
殿
の
格
天
井
画
は
地
元
の
画
家
で̂

る
峨
岳
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

天 

井
板
が
ず
れ
隙
間
が
生
じ
て*

り
屋
根
裏
の
見
え
る
部
分
も
あ
り
、
早
急
な
保
存 

対
策
が
望
ま
れ
る
。

秋
葉
神
社

所
在
地 

藤
岡
市
東
平
井 I

I

〇
八

管

理

者

久

米

胎I

郎

①

拝
殿

正
面
三
間
、
側
面
四
間
の
入
母
屋
造
で
あ
る
。
木
鼻
、
欄
間
、
手
挾
、
水
引
虹
梁 

等
の
彫
刻
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
屋
根
は
当
初
草
葺
で
あ
つ
た
の
を
昭
和 

二
八
年
に
現
在
の
瓦
葺
に
葺
替
え
し
た
が
、
そ
の
際
、
安

永

九(
一

七
八
〇)

年 

の

棟

札(

写
真®
)
 

が
で
て
き
た
。
装
飾
過
多
ぎ
み
で
あ
る
が
、
虹
梁
の
反
り
具 

合
、
唐
草
模
様
、
向

拝

柱

の

礎

盤(

写
真⑧
)

か
ら
棟
札
は
、
当
拝
殿
の
建
設
時 

の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
棟
梁
は
黒
熊
村
の
斎
藤
新
蔵
寿
任
で
、
彫
物
師
は
勢
多
郡 

上
田
沢
村
の
福
田
源
治
郎
祺
訓
で
あ
る
。

〔写真㉒〕楝札の表 
(右端のもの)

〔写真㉘〕棟札の裏 
(右端のもの)

〔写真®〕秋葉神社拝殿



〔写真©〕側面上部〔写真㉖〕向拝側面上部

〔写真㉗〕棟札〔写真㉘〕礎盤の銘



〔写真®〕秋葉神社本殿

〔写真㉚〕向拝側面上部

〔写真㉛〕妻上部

〔写真®〕勾欄



②

本
殿

一
間
社
流
造
で
屋
根
は
板
葺
で
あ
る
。
棟
札
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
秋
葉
大
権
現 

の̂

帛
箱
に
宝
暦
三 

(
I

七
五
三)

の

墨

書(

写
真㉝

)

が
あ
り
、
本
殿
の
前
の 

両
脇
に
は
宝
暦
六 (

I

七
五
六)

年
に
奉
納
し
た
と
刻
ま
れ
た
石
燈
籠(

写
真㉞
)

が
あ
る
。
落
ち
つ
い
た
脇
障
子
、
繋
虹
梁
、
象
鼻
、
腰
の
高
い
蟇
股
、
擬
宝
珠 
( 

写
真®
)

等
に
江
戸
前
期
の
手
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
当
本
殿
の
建
設
は
宝
暦 

年
間
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

竜

源

寺

勢

至

堂(

三
夜
堂)

所

在

地

藤

岡

市

藤

岡

甲

三I

七

管

理

者

勝

正

道

正
面
三
間
、
側
面
四
間
、
背
面
五
間
の
入
母
屋
造
で
屋
根
は
瓦
葺
、
向
拝
部
は
唐 

破
風
で
銅
板
葺
で
あ
る
。
内
部
は
前
方
二
間
が
外
陣
で
、
後
方
二
間
が
内
陣
と
な 

り
、
内
陣
に
は
開
基
芦
田
康
国
の
弟
で
あ
る
康
貞
の
持
仏
で
あ
る
勢
至
菩
薩
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
外
陣 

天
井
は
格
天
井
で
彩
色 

画
が
描
か
れ
て
い
る
。
 

欄
間
の
彫
刻
は
す
ば
ら 

し
い
も
の
で
あ
る
。
毎 

月
二
三
日
が
縁
日
で
三 

夜
様
と
い
わ
れ
現
在
で 

も
賑
わ
っ
て
い
る
。
当 

堂
と
同
じ
様
な
形
式
の 

勢
至
堂
が
水
戸
と
京
都 

に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ 

る
。
当
堂
は
過
去
帳
ょ 

り
、
享
保
、
明
和
の
二 

回
焼
失
し
た
が
、
そ
の 

後
規
模
を
拡
大
し
て
文 

化I

二
(

一
八I

五) 

年
に
再
建
し
た
も
の
で 

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で 

あ
る
。

〔写真®〕幣帛箱〔写真㉞〕石燈籠

〔写真®〕勢至堂



I

行
寺
観
音
堂

所

在

地

藤

岡

市

藤

岡

二

三

管

理

者

水

上

泰

理

正
面
三
間
、
側
面
二
間
の
寄
棟
造
で
瓦
葺
、
向
拝
部
は
瓦
葺
と
な
っ
て
い
る
。
前 

I

間
が
外
陣
で
後
二
間
が
内
陣
で
ぁ
り
、
鏡
天
井
に
は
上
野
探
雲(

甘
楽
郡
野
上 

村
生
れ
、

I
八 

ニ
ー
年
没)

の
竜
、
神
沢
胎
の
天
女
の
彩
色
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
 

内
陣
に
は
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
動
堂
観
世
音
像(

通
称
、

I

行
寺
身 

代
り
観
音
菩
薩
像)

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
当
寺
は
明
和
八 
(

I

七
七
一)

年
の 

大
火
で
堂
宇
の
す
べ
て
は
焼
失
し
た
が
、
本
尊
及
び
身
代
り
観
音
は
難
を
ま
ぬ
が 

れ
た
。

当
堂
の
建
設
に
関
す
る
棟
札
、
文
献
等
は
な
い
。
虹
梁
の
反
り
、
唐
草
模 

様
か
ら
、
江
戸
前
期
の
落
ち
つ
い
た
、

が
っ
ち
り
と
し
た
様
式
ょ
り
む
し
ろ
幕
末

〔写真®〕向拝正面上部

〔写真®〕向拝側面上部

〔写真®)〕外陣の格天井



の
様
式
を
感
じ
ら
れ
る
が
、
天
井
画
ょ
り
、
文

化

年

間

以

前(

明
和
八
年
以
後) 

の
建
設
と
推
察
す
る
。

大
聖

峰

寺

大

聖

堂(

板
倉
山
不
動
堂)

所
在
地 

藤
岡
市
緑
埜
五
三
四

管

理

者

松

本

交

正

正
面
三
間
、
側
面
四
間
の
入
母
屋
造
で
屋
根
は
瓦
葺
で
あ
る
。
寺
伝
に
ょ
れ
ば
元 

禄
ニ
ニ 
(

I

七
〇
〇)

年
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ぅ
。

天
井
は
格
天
井 
( 

中
央
折
上)

で
彩
色
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
(

写
真®
)

。

須
弥
壇
の
前
に
は
護 

摩
壇
が
あ
る
。

須
弥
壇
に
は
行
基
が
一
本
ノ
ミ
で
彫
•〇
た
と
い
わ
れ
て
い
る
、
神 

奈
川
の
大
山
、
千
葉
県
の
不
動
岡
の
と
同
じ
不
動
明
王
の
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い

〔写真®〕観音堂

〔写真®)〕向拝正面上部

〔写真®〕向拝側面上部



〔写真㉓〕大聖堂

〔写真⑱〕向拝側面上部

〔写真®〕内部

〔写真⑭〕柱上部の知さまり



る
。
建
立
に
関
す
る
棟
札
、
文
献
等
は
無
い
が
、
当
堂
の
右
側
の
石
塔(

写
真®
)

、
 

石
階
段
の
手
前
の
両
脇
の
石
造
の
常
夜
燈
に
元
禄
年
間
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
 

反
り
の
な
い
虹
梁
、
隅
部
の
質
素
な
お
さ
ま
り
、
く
り
抜
き
の
な
い
腰
高
の
蟇
股 

等
に
江
戸
初
期
の
特
色
が
ょ
く
で
て
い
る
こ
と
や
、
石
塔
の
年
号
か
ら
判
断
し
て
、
 

元
禄
一
三
年
の
建
立
と
み
て
ょ
い
と
思
ぅ
。
な
扣
現
在
で
もI

月
二
八
日
と
三
月 

二
八
日
に
は
「
不
動
さ
ま
」
と
し
て
祭
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

成
道
寺
本
堂

所
在
地
藤
岡
市
藤
岡
甲
三
九
六

管

理

者

石

垣

正̂

正
面
七
間
、
側
面
七
間
の
寄
棟
造
で
屋
根
は
瓦
葺
で
あ
る
。
広
縁
部
分
の
柱
に
は 

取
替
え
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
棹
縁
天
井
も
あ
と
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
内 

扉
の
柱
の
上
部
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
欄
間
彫
刻
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で 

あ
り
、
そ
の
裏
面
に
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る(

写
真©
)

。
当
寺
二
三
世
後
中
興
の 

放
誉
の
代
、
宝

暦

八(

一
七
五
八)

年
に
東
上
州
勢
多
郡
田
面
村
の
彫
刻
師
深
沢 

軍
八
規
武
が
彫
っ
た
と
あ
る
。
他
に
建
立
を
裏
付
け
る
棟
札
や
文
献
は
な
い
。
中 

備
、
虹
梁
等
の
様
式
か
ら
建
設
時
は
江
戸
初
期
ま
で
は
溯
れ
な
い
。
彫
刻
の
銘
ょ

り
宝
暦
年
間
以
前
の
江 

戸
中
期
の
建
立
と
思
わ 

れ
る
。

〔写真⑱〕大聖堂の右側の 
元禄7年の石塔

〔写真®〕成道寺本堂

〔写真®)〕向拝側面上部



御
霊
神
社
本
殿

"

所
在
地
藤
岡
市
高

山
一
六
一
六

管

理

者

吉

田

晋
 

I

間
社
流
造
で
屋
根
は 

板
葺
、
向
拝
正
面
は
唐 

破
風
で
あ
る
。
本
殿
は 

た
び
た
び
戦
火
で
焼
失 

し
、
現
在
の
も
の
は
寛 

政

四
(

一

七
九
二)

年 

の
再
建
と
さ
れ
て
い
る 

が
、
斗
の
せ
い
、
脇
障 

子
、
蟇
股
、
木
鼻
等
に 

幕
末
の
特
色
が
で
て
お 

り
、
寛
政
の
再
建
は
疑 

わ
し
い
。
本
殿
内
に
は

〔写真©〕内部

〔写真®〕欄間彫刻裏面の銘

〔写真(g)〕御霊神社本殿向拝正面上部

〔写真©〕妻部上部



五
枚
の
棟
札•

祈
禱
札
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
城
社
、
八
幡
社
は
明
治I

〇
年 

に
合/E

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
嘉

永

四(
|

八

五|
)

の
祈
禱
札(

写
真®
®
)
 

が 

建
設
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
源
寺
本
堂

所
在
地
藤
岡
市
東 

平

井I

〇 

九
〇

管
理
者
大
倉
正
己 

正
面
七
間
、
側
面
七
間 

の
入
母
屋
造
で
、
屋
根 

は
瓦
葺
で
あ
る
。
当
初
、
 

草
葺
で
あ
っ
た
も
の
を 

昭
和
三
〇
年
に
葺
替
え 

た
も
の
で
あ
る
。
建
設 

に
関
す
る
文
献
、
棟
札 

は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
 

寺
伝
で
は
文
化
四( 

I

八
〇
七)

年
に
焼 

失
し
、
文

化I

三
(

〔写真®〕祈禱札の表
(左端のもの)

〔写真⑭〕祈禱札の裏 
(左端のもの)

〔写真@)〕室中•仏間境界の上部



I

八I

六)

年
に
再
建 

し
た
と
い
ぅ
。
天
井
は 

格
天
井
で
絵
が
描
か
れ 

て
い
る
が
、
そ
れ
は
墨 

書
(

写
真®
®
)

ょ
り 

弘

化

二(

一

八
四
五) 

年
に
完
成
し
た
も
の
で 

あ
る
の
が
わ
か
る
。
欄 

間
彫
刻
に
は
銘
は
な
い
。
 

全
体
様
式
か
ら
み
て
文 

化
年
間
の
建
立
は
妥
当 

と
思
わ
れ
る
。

況
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
 

当
社
は
も
と
も
と
平
井 

城
の
鬼
門
除
け
で
あ
り 

白
山
比
咩
神
社
を
勧
請 

し
白
山
神
社
と
称
し
て 

い
た
が
、
明
治
四
三
年 

に
飯
玉
神
社
と
合
SB
し 

て
美
国
神
社
と
な
っ
た
。
 

本
殿
内
に
は
享
保|

二

(
I

七
二
七)

年
の
飯 

玉
神
社
が
正I
位
で
あ 

る
こ
と
を
証
明
す
る
文 

書
は
あ
る
が
、
白
山
祌 

社
に
関
す
る
、
建
設
の

美
国
神
社
本
殿

所
在
地
藤
岡
市
緑

埜1
1

六
四

管
理
者
平
野
尚
次

斎
藤
秀
夫 

正
面I

間
、
側

面I

間 

の
春
日
造
で
屋
根
中
央 

部
の
両
側
に
千
鳥
破
風 

を
つ
け
た
め
ず
ら
し
い 

形
態
を
と
-O
て
い
る
。
 

脇
障
子
が
な
く
な
っ
て 

い
た
り
、
正
面
の
扉
が 

ベ
ニ
ヤ
板
で
あ
っ
た
り 

し
て
、
今
迄
の
保
存
状

〔写真®〕天井画の墨書

〔写真@〕天井画の墨書

〔写真㉚〕美国神社本殿向拝側面上部

〔写真®)〕向拝正面蟇股



文

献•

棟
札
は
な
い
。
社
伝
で
は
、
天

保I

四
(

I

八
四
三)

に
緑
埜
出
身
の
画 

家
斎
藤
香
玉
の
母
、
幸
が
寄
進
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ぅ
。
反
り
の
な
い
虹 

梁
、
す
っ
き
り
と
し
た
蟇
股
、
棰
木
の
間
隔
、
彫
刻
な
し
の
柱
等
に
誇
長
の
な
い
、
 

落
ち
着
い
た
江
前
前
期
の
様
式
が
み
ら
れ
天
保
の
建
設
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
 

鷺
宮
神
社
本
殿

所
在
地
安
中
市
鷺
宮
三
三
〇
八

管

理

者

和

田

実

正
面
三
間
、
側
面
二
間
の
流
造
、
屋
根
は
金
属
板
葺
で
あ
る
。
拝
殿
と
は
相
の
間 

で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
内
部
は
内•

外
陣
に
分
か
れ
て
知
り
、
境
界
は
三
間
で
各 

々
に
観
音
開
き
の
扉
が
つ
い
て
い
る
。
建
設
に
関
す
る
文
献
、
棟
札
は
な
い
が
、
 

元

文

二(

I

七
三
七)

と
万
延
元(

I
八
六
〇)

年
の
鷺
宮
大
明
神
の
幣
帛
箱( 

写
真®
®
)

、
享

保

I  

I  

(
I

七
二
六)

年
の
稲
荷
大
明
神
幣
帛
箱(

写
真®
)

、
 

万
延
二 
(

I

八
六
一)

年
の
鷺
宮
大
明
神
の
額(

写
真®
)

、
文
久
三 
(

I

八
六 

三)

年
の
稲
荷
大
明
神
に
関
す
る
文
書(

写
真㉝
)

が
残
さ
れ
て
い
る
。
彫
刻
化 

さ
れ
た
繋
虹
梁
、
木
鼻
、
中
備
、
脇
障
子
の
様
式
か
ら
幕
末
の
建
設
で
あ
り
、
延 

延
の
幣
帛
が
当
本
殿
建
設
時
の
も
の
と
推
察
す
る
。

〔写真@〕鷺宮神社本殿

〔写真輕)〕繋虹梁

〔写真®〕内部(内外陣境界上部)



〔写真®〕稲荷大明神幣帛箱の墨書 〔写真㉞〕鷺宮大明神幣帛箱の墨書

〔写真㉚〕鷺宮大明神幣帛箱の墨書

〔写真®〕鷺宮大明神の
額の晏の銘



五
五
九)

年
に
建
て
ら
れ 

た
も
の
で
あ
り
、
建
設
に 

関
す
る
文
献
、
棟
札
は
残 

さ
れ
て
い
な
い
。
元
文
四

(

I

七
三
九)

年
の
当
神 

社
の
祭
り
の
絵
巻
物(

写 

真®
)

が
残
さ
れ
て
い
る 

が
、
彫
刻
過
多
で
幕
末
の 

様
式
を
示
し
て
い
る
こ
と 

か
ら
、
そ
れ
が
当
拝
殿
の 

建
設
と
関
係
し
て
い
る
と 

は
思
わ
れ
な
い
。
拝
殿
の 

基
壇
の
石(

写
真®
)

に 

嘉

永

四(

I

八

五I

)

年

熊
野
神
社

所
在
地
安
中
市
安 

中
六
八
九 

管

理

者

和

田

実
 

①

拝
殿

正
面
五
間
、
側
面
四
間 

の
入
母
屋
造
、
向
拝
部 

は
唐
破
風
で
、
屋
根
は 

銅
板
葺
で
正
面
中
央
に 

千
鳥
破
風
が
つ
い
て
い 

る
。
彫
刻
等
に
は
彩
色 

が
施
さ
れ
て
い
る
。
当 

神
社
は
安
中
城
の
鬼
門 

除
け
と
し
永
禄
二(一

彩
色
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
 

拝
殿
同
様
、
彫
刻
と
建
築 

がI

体
化
さ
れ
て
知
り
、
 

や
は
り
幕
末
の
様
式
を
示 

し
て
い
る
。
拝
殿
と
同
時 

代
の
建
設
と
思
わ
れ
る
。
 

彫
刻
の
す
ば
ら
し
さ
に
は 

安
中
で
はI

、
二
を
争
ぅ 

も
の
で
あ
る
。

の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い 

る
が
、
建
築
の
全
体
様 

式
か
ら
み
て
、
当
拝
殿 

建
設
時
の
も
の
と
思
わ 

れ
る
。

③

本
殿

正
面
三
間
、
側
面
二
間 

の
流
れ
造
り
で
相
の
間 

を
通
じ
て
拝
殿
と
つ
な 

が
っ
て
い
る
。
屋
根
は 

当
初
草
葺
で
ぁ
っ
た
が 

現
在
は
銅
板
葺
で
ぁ
る
。
 

拝
殿
同
様
、
建
設
時
を 

証
明
す
る
も
の
は
な
い
。

〔写真®〕本箱「副翰」の中の文書

〔写真㉚〕熊野神社拝殿

〔写真®〕向拝正面上部

〔写真@〕向拝上部



〔写真®〕拝壇の銘

〔写真㉘〕熊野神社祭りの絵巻物

〔写真®〕熊野神社本殿側面

〔写真®〕向拝側面上部



最
後
に
、I

次
調
査
の
カ
ー
ド
は
提
出
さ
れ
二
次
調
査
は
し
た
が
、
は
じ
め
に
述 

ベ
た
基
準
に
ょ
り
報
告
し
な
か
っ
た
建
物
を
記
す
。

〇

多
野
郡
中
里
村

'

松
源
寺
本
堂
、
徳
昌
寺
本
堂

〇

藤
岡
市

御
巡
部
神
社
、
天
陽
寺

〇

安
中
市

飽
馬
神
社

(

村
田
敬I

)

〔写真㉖〕相の間より本殿正面をみる



建

造

物

一

覧

腐 

名 

称 

所 

在 

地 

所

有

者
(

管
理
者) 

構

•

造 

棟
札
文
献 

特 

色

, 

伝 

承 

高

崎

市

1
 

倉
賀
野
神
社 

高
崎
市
倉
賀
野
町 

高
木 

明 

木
造
瓦
葺

藤

岡

市

2
 

秋
葉
神
社 

拝
殿 

藤

岡

市

東

平

井

|  

一
〇
八 

総
代 

久

米

胎|

郎 

グ 

棟
札 

延

宝

二

年
(

I

六
七
四)

二
月
の
創
建
、

製
作

_
_
_
_

 
1
 (

宮
司

広

瀬

貞

良)

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

年
代
は
安
永
九
年
—(一

七
八
〇)

_
_
_
_
_
_
_

3
 

竜

源

寺

勢

至

堂(

三
夜
裳 

"

藤
岡
平
三
一
七 

住
職 

勝

正

道
 

" 

過
去
帳 

霊
簿 

釋

年

代

、
文

化
士 

一
年
十
月
二
三
日(

I

八I
s

4
 

1

行

寺

観

音

堂 

"

"

二
三
一 

" 

水
上
泰
理 

" 

偏
額 

創
建
、
仁
治
元
年 (

I

二
四
〇)

四
月
。
製
作

年

代

文

化

十

二

年(
I

八
ー
ニ)

前I

八I

二

I

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

—
〜

一

七

七

一

の

間_
_
_
_
_
_
_
 

5
 

大
聖
峰
寺 

大
聖
堂 

"

緑
至
五
三
四 

" 

松

本

交

正

//
な
し 

元

祿

十

三

年(

一
七
〇
〇)

建
立 

 

(

板
倉
山
不
動
堂)
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

石
塔
に
建
立
年
月
が
刻
れ
て
い
る
。

安

中

市

6
 

飽
馬
神
社 

安
中
市
西
上
秋
間 

木
造
草
葺 

製
作
年
代
応
永
年
間

一
八
五
一 

(

ト
タ
ン
上
被)

7

熊
野
神
社 

"

安
中
六
八
九 

和
田 

実 

木
造
銅
板
葺 

絵
巻 

元
文
四
年
改
築
、

現
在
の
社
殿
は
そ
の
と
き
の 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
I

も
の
か
〇 
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

箕

郷

町 

•

8
 

八
幡
宮 

箕
郷
町
西
明
屋
四 

総
代
他 

木
造 

文
明
六
年
建
立
、
寛
延
四
年
修
覆
、
寛
政
元
年 

I
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

再
造
営
、

文
化
十
三
年
再
修
覆

9

榛
名
山
祥
寿
院
龍
門
寺 

"

東
明
屋¥

ニ
ニ 

喜
美
候
部
宗
一 

木
造
瓦
葺 

天

正|

八
年
建
立
、
天
保
八
年
再
建

10
育
王
山
万
松
寺 

" 

"

ニ
ー
七 

住

職

上

原

確

司
 

木
造
鉄
板
塗
り



爪 

名 

称 

所 

在 

地 

所

有

者
(

管
理
者) 

構 

造 

棟

礼

文

献
_
_
_
_

特

—

色

丨

・
 

伝 

承'
_
_
_

 

II
布
留
山
石
上
寺 

箕

郷

町

東

明

屋

二I

七 

住
職 

飯
塚
正
雄 

木
造
ト
タ
ン
葺 

貞
観
四
年
創
建
、

現
在
は
無
住
で
、

石
仏
、
輪 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_

廻
塔
が
立
っ
て
い
る
〇 
_
_
_
_
_
_
_

 

_
_
_

12
長
中
山
妙
福
寺 

"

西
明
屋
六
三
三 

加
藤
行
秀 

木
造
瓦
葺

13
太
田
山
金
龍
寺 

"

上
芝
八
七 

_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_

"
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

14
金
富
山
長
純
寺 

"

富
岡
八
五
二 

長
野
玄
英 

棟
札 

明
応
六
年
創
立
、

弘
治
三
年
現
在
地
に
建
立
、
 

永
録
六
年
炎
上
、
享

保

二|

年
現
在
の
も
の
を 

建
立
、
棟

札

に

「
棟
梁
室
田
清
水
強
次
兵
衛
重 

里
」

と
あ
る
。

15
丹
波
神
社 

"

善

地I

六
四1
2
善®

善
地
村
氏
子

16
満
行
山
、

不
入
院
、

龍
沢 

"

白
川
一
五
八
三 

秋
月
清
胡 

木
造
瓦
葺 

寛
政
二
年
に
建
立
が
現
在
の
も
の
、

創
建
よ
り 

寺 

"ゝ 

二

I

〇
〇
年
改
宗
よ
り
五
〇
〇
年

棟

札

に

「
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏

寛
政
二
年
建
立

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

棟

梁

Ifffl
田

嘉

七|

と

あ

る_
_
_
_
_

17
今
宮
八
幡
宮 

"

今

宮
(
柏

木

沢I
C

K
)

小
林
春
石
外
数
名 

棟
札
等

18
北
野
天
満
宮 

"

生

原

|  

生
原
第
一
区 

文
献 

文
献
に
、

現
社
殿
は
文
久
年
箕
郷
町
原
山
の
名 

代
表 

堀
内
伝
四
郎 

匠

、
棟

梁

清

水

和

泉

と

彫

刻

は

熊

谷

市

の

小

林 

斉

藤

勲
 

_
_
_
_
_
_
_
_

 

源
太
郎
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。_
_
_
_
_
_
_
_

19
満
行
山
善
龍
寺 

"

生

原

甲

一

四|

八 

田
辺
宏
哉 

木
造
瓦
葺 

棟
札 

棟

札

「
棟
梁 

斉
藤
佐
市
篁
清

脇

馬

場

孫

兵

衛

明

堯

当

山

二|

世
海
満
」

と
あ
る

天
文
年
間
創
建
、

永
録
六
年
焼
失
、

天
正
三
年 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

復
興
、
天

保

十I

年
現
在
地
に
営
繕
す
る
〇_
_
_
_
 

群

馬

町

20
徳
蔵
寺 

群
馬
町
大
字
中
里
四
五 

木
造
瓦
葺 

創
建
は
天
和
二
年
以
後
と
思
わ
れ
る
。

現
在
の 

建
物
は
天
保
十
年
の
も
の
。



21lf
 

西
光
寺 

群

馬

町

保

渡

田I

八
七
二 

木
造
瓦
葺 

応
永
二
年
創
建
、

開
山
随
泉
和
尚
、

弘
化
二
年

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

現

存

の

建

物

再

建_
_
_
_
_

22
大
円
寺 

"

井

出|

七
九
七 

" 

開
山
は
正
慶
二
年
二
月
四
日
示
寂
の
恵
運
阿
闇 

梨
。

現
存

建

物

は

明

和

三

年

六

月

十

八

日

示

寂, 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

の
法
印
文
宣
の
再
建
〇 
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

23
八
坂
神
社 

"

足
門
宮
下
五
二
九 

木
造
ト
タ
ン
葺 

創
建
は
不
明
、

本
殿
の
製
作
年
代
は
不
詳
だ
が 

拝
殿
は
明
治
三
年
の
建
立
。_
_
_
_
_
_
_
_
_

24
徳
昌
寺 

"

足
門
五
五
六 

木
造
瓦
葺 

開
基
の
二
世
が
重
清
、

天
和
二
年
寂
と
あ
る
の 

で
創
建
は
天
和
二
年
以
前
で
あ
ろ
ぅ
。

現
存
建 

物
は
昭
和
三
年
の
も
の
で
あ
る
。

25
常
仙
寺 

"

金
古
一
九
一
六 

コ
ン
ク
リ
ー

ト 

創
建
は
慶
長
十
四
年
正
月
二
十
八
白
、

現
存
建 

ト
タ
ン 

物

は

昭

和

四|

年
再
建

26
諏
訪
神
社 

"

"

諏
訪 

木
造
瓦
葺 

創
建
は
不
詳
だ
が
、

御
神
体
に
享
保
十
年
五
月 

I

三

五

一  

I

日
の
銘
の
あ
る
木
像
が
あ
る
。

現
存
建
物
の

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

完

成

時

期

も

不

明_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

27" 

"

引
間 

寛
永
五
〜
六
年
こ
ろ
の
創
建
。
現
存
建
物
は
不 

明 
〇 _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

28
妙
見
寺 

"

"

 

木
造
銅
葺 

続
日
本
紀
、
上

日

本

三

妙

見

の|

つ
で
、
前
半
分
は
寺
院
、

後 

野
国
神
明
帳 

半
分
は
神
社
の
形
態
を
と
る
。

明
暦
二
年
に
法 

印
亮
舜
に
ょ
り
再
建
、

現
存
建
物
は
天
保
十
年 

の
も
の
。

ま
た
本
殿
彫
刻
は
長
谷
川
源
太
郎
作 

—
(

熊
谷
住
人)

で
天
保
十
四
の
製
作
で
あ
る
。 

29
稲
荷
神
社 

"

稲
荷
台 

木
造
瓦
葺 

由
緒
書
に
ょ
る
と
、
元
祿
十
五
年
本
殿
、

拝
殿 

共
建
立
、

文
化
十
—|

年
拝
殿
再
建
。_
_
_
_
_

30
熊

野

神

社

//
西
国
分 

製
作
年
代
不
明
。

31
神

明

神

社
• 

" 

北
原 

伝
、
創
建
は
宝
永
六
年
前
後
、
社
殿
は
慶
応
年 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

間
の
改
修
、

拝
殿
は
昭
和
四
年
に
造
立
〇 

32
小
祝
神
社 

"

冷
水
川
窪 

木
造
瓦
葺



ガ 

名 

称 

所 

在 

地 

所

有

者
(

管
理
者) 

構 

造 

棟
札
文
献 

特 

色 

•

伝 

承

g
大
乗
寺 

群

馬

町

棟

高

ニ

ニ

三

四
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

1

1

!

正
和
元
年
の
創
建
、

安
永
二
年
に
再
建

3

胸
形
ネ
社 

"

"

有
人
皤
南
萱
一 

棟
礼 

景£

天
皇
五
五
年
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。

現 

南

入

帽

崔

、J
一  

存
建
物
は
宝
暦
二
年
の
も
の
。

昭
和
三
五
年
改 

_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

修
〇

3

観
音
堂 

〃

"

観
音
寺 

木

造

瓦

葺
_
_
_
_
_
_
_
_
_

嘉
永
六
年
に
修
覆
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。

滝
の
宮
神
社 

〃

管

谷

中

-®
〃 

福
田
家
文
書 

応
仁
年
間
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。

製
作
年
代 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

一

こ

セ

セ_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

は
享
和
元
年
〇 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

3
 

八
幡
ネ
ぁ 

〃

中
泉
一 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

V 

創
建
不
明

卵

稲
荷
神
社 

〃

中

泉

五

六

六 

〃 

稲

荷

社

鎮

安

之

寛

永

二

十

年

の

建

立

と

伝

え

ら

れ

る

。
寛
政
久 

I

 

• 

ン'

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

証
書 

年
銘
の
古
文
書
あ
り
〇

3

医
光
寺 

〃

〃

|

八
四 

創

建

は

籌

二

年

二

月

十

五

日

、
現
存
建
物
ま 

_

_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

文
政
三
年
五
月
と
伝
え
ら
れ
る
〇

4

浅
間
神
社 

〃

福
島
富
士
腰 

木
造
瓦
葺 

本
殿
台
石
に
は
安
永
二
年
の
銘
が
あ
り
、

前
身

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

の
石
殿
に
は
寛
永 

二
十
年
の
銘
が
あ
る
〇

1
 

八
モ HU
 

土
.
！.  

/ 

-

——
——

——
——

—

—

4

.

丨

, 

, 

,

： 

" 

永
享
六
年
四
月
開
山
、
現
存
建
物
は
昭
和
二
十 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

七
年
の
も
の
。
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

" 

三
ッ
寺
プ
四 

貞
観
十
六
年
箕
輪
に
創
建
明
治
二
四
年
に
三
ッ 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

寺

に

移

り

現

存

建

物

は

昭

和

二

九

年

の

も

のI

 

4

諏
訪
神
社 

〃 

〃

ニ

ニ

〇
 

木
造
瓦
葺 

創
建
に
は
二
説
あ
る
。

|

説
は
慶
安
四
年
七
月 

も

ぅI

説
は
大
永
元
年
十
二
月
、
寛
文
年
中
に

再
建
と
さ
れ
る
。

現
存
建
物
は
明
治
初
年
の
も 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

の
。
 

I 

新 

町

新
町
七
区 

藤

巻

武

I  

木
造
瓦
葺 

製

作

年

代

安

政

五

年(

|

八
五
八)



45
行
在
所 

新
町
三
区 

高
橋
斉
治 

木
造
瓦
葺 

上

毛

及

上

毛

人

明

治

十I

年
明
治
天
皇
が
北
陸
御
遂
幸
の
途
次 

(

新
町
教
育 

第
209
号 

泊
ら
れ
る
た
め
新
築
し
た
も
の
。

委
員
会) 

奉
仕
者
へ
の
感
状

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

安

在

所

の

玄

札_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

46(

現)

鐘
紡
医
局 

"

I

区 

鐘
紡
新
町
工
場 

" 

明
治
二
十
年
建
立
の
洋
風
木
造
建
築 

_
_
_
_
_
_
_
_

新

町

英

学

校
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
I
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_

 

47
水

屋

水

盤
 

"

三
区 

高
橋
晴
世 

ッ 

+

文

政

六

年
(

I

八
二
三)

の
建
立
。

欄
間
彫
刻 

_
_

菸

菊

稲

荷
0

)

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

あ
り
。_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

万

場

町

48
土
圭
神
社 

万
場
町
小
平 

木
造
板
葺 

|

間
社
権
現
造D

寛
永
十
四
ffr
麻

三

月

七

日

光

時

寺

奉

造

立

面

上

野-H

楽
郡
野
栗
庄
小
平
村
鎮
守
法 

仏
大
明
補
御
寧
願
成
就
修

本
願
衆 

ロ
ロ
ロ
ロ

□
 

ロ
ロ

49
丹
生
神
社 

"

青
原 

相
原
区 

木
造
板
葺 

二
間
社
流
造
り 

江
戸
中
期
の
も
の

妙

義

町

50
妙
義
神
社 

妙
義
町
妙
義
三 

川
島
俊
雄 

木
造
銅
葺 

棟
礼 

江
戸
中
期
の
も
の
、

権
現
造
、

宝
歴
六
年
の
棟 

(

本
殿 

拝
殿 

唐
門 

札
は
改
修
時
の
も
の
。

県
重
文
に
指
定

随
神
門
他) 

_  

_ _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

51
波
己
曽
社
々
殿
、

神
楽
殿 

" 

" 

木

造

こ

け

ら

葺

額
 

I

寛

文

八

年

戌

申

十

二

月

吉

日_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

52
生
寿
寺 

+ 

" 

下
高
田
二
五
五
八 

片
桐
龍
信 

木
造
瓦
葺 

朱
印
写 
$

 

慶
長
元
年
の
創
建

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_

百

万

塔_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

53
菅
原
神
社
、

神
楽
殿 

"

菅
原
一
三
八
九 

中
沢
治
年 

木
造 

算
額
、
浄

瑠

璃

天

暦

四

年

二

月

の

創

建

寛

政

年

間

の

火

災

後 

-

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

額
受
化
八®

—

現
在
の
神
殿
を
造
営
。
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

54
旧
宮
様
御
殿 

社
務
所 

"

妙
義
六 

川
島
俊
雄 

木
造
銅
葺 

嘉
永
六
年
に
再
築
、
—
寛

永

寺

の

宮

様

の

宿

坊I

 

55
高
太
神
社
、

八
幡
社 

"

下
高
田 

古
文
書 

弘
仁
年
間
の
創
建
、

長
祿
二
年 
(

I

四
五
八)



爲

—

名
 

称

—

所 

在 

地 

所

有

者
(

管
理
者) 

構 

造 

棟
札
文
献 

特 

色 

•

伝 

承

祿Y
H
i
W

三 

戊
寅
歳
社
殿
を
修
築
す
る
。

八
幡
社
は
、

貫
前 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

1

1

_
_
_
_

神
社
改
築
前
の
本
殿
と
伝
ぇ
て
い
る
？

下
仁
田
町

56̂

0

^

2

の
上
部
及
堂 

下
仁
田
町
大
字
馬
山 

米

山

寺
• 

木
造
亜
鉛
葺 

棟
礼 

棟
礼
は
本
堂
幷
に
薬
医
門
、

建
立
の
際
の
も
の 

_

内
|1̂

～
 

_
_
_

三
七
三
九 

が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
〇 

四
年

5

IUJP
 

" 

1

1

、
_
_
_
_
_
_
_
_

_

木

造

瓦

葺
I

棟

礼
_
_
_
_

製
作
年
代
天
保
十
年

58
不
動
明
王
厨
子
及
堂
内
蛙 

" 

大
字
山
崩 

栄
命
寺 

木
造
亜
鉛
葺 

開

基

安

和

元

年

I

又

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

四
七
六
九

59
白
山
妙
理
大
痛
現
神
社 

"

//
馬
山
白
山 

組
長

と

部

落

三

軒

、、つ 

木
造
板
葺 

「
天
明
二
壬
寅
年
秋
九
月 

白
山
村
氏
子
中
」 

I

 

•  

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

つ
交
代 

_
_
_
_
_
_
_
_
 

表

面

獅

子

亀

松

の

像

龍

な

ど

の

彫

刻_
_
_
_
_

 

I
60
七

日

市

藩

邸

黒

門_
_
_
_

 

" 

"

三
九
九
九
山
田
か
つ 

木

造

瓦

葺

德) 

櫸
造
り

61
五

大

山

常

住

寺(

西
山) 

" 

下
仁
田
六
三

I  

宗

教

法

人

蘭

実

中

木

造

亜

鉛

葺
 

町

史

北

甘

楽

郡

史

、
鎌
倉
寺
代
の
仏
像
あ
り 

製

作

年

代

享

保

三

年(

|

七
一
八)

創
建
は
、

元
弘
四
年 

(
I

三
三
四)

畠
山
重
忠
の
孫
重
决

1

_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

_
_
_
_

_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

に
ょ
り
と
伝
え
ら
れ
る
〇

162
稲

含

神

社
(

里
宮)

_
_
_
_
_
" 

_
_
_

栗
山
ニ
ー
〇 

田
村
治
三
郎 

木
造
鉄
板
葺 

な
し

163
清
泉
寺 

I

" 

下
仁
田
六
二
六 

池

谷

晃

宏
_
_
_
_
_

—
木

造

瓦

葺
I

 

梵
鐘
に
こ
の
寺
の
概
略
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
 

64
諏
訪
神
社 

下
仁
田
町H
 I

九 

総
代
六
名 

木
造
鉄
板
葺 

棟
礼 

古
文
書 

調
査
寺
に
古
文
書
多
数
発
見
、
創
建
、
由
来
等 

失 

解
明
の
た
め
要
調
査
。

日

本

名

勝

図

誌(

第
八

(

戦
争
当
時)

編)

上

野

之

部

あ

り

明

治

三

四

年

発

行

彫
 

_

_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

_
_

 

亥
力
す
くn

て
い
る 

御
神
木
あ
り

65
稲
荷
神
社 

" 

大

字

下

-t
Jffl
木
造
亜
鉛
葺 

創
立
年
代
不
明
、
慶
応
年
間
社
領
を
寄
進
さ
れ 

_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

字
山
際 

て 

い
る
。

66
摺
水
山
修
学
寺 

" 

大
字
青
倉
五I

九 

石
井
智
光 

术
造
鉄
板
葺 

北
甘
楽
郡
史



07
青
倉
山
来
迎
寺 

下
仁
田
町
大
字
青
倉 

常

住

寺

蘭

実

中
 

木
造
亜
鉛
葺

五
一
九 

兼
任

(

管
理
者)

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

神

戸

義

治
_
_
_
_

2

 

北
野
神
社 

" 

大
字 

総
代 

掘
口
原
平 

" 

堂
内
に
神
殿
あ
り

風

呂

湯

の

入

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

_
_
_
_
_
_

oy
野
栗
神
社 

〃 

中
小
坂 

永
井
利
雄 

木
造
鉄
板
葺

_
_
_
_
_
_
_

 

一
六
七
五_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

7U
観

音

寺

本

堂

と

内

部

欄

間_
_
_

" 
I

東

野

牧

馬

居

沢_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_

け 

畑
の
扣 

"

T

小
坂
九
三
八 

" 

北
甘
楽
郡
史 

郡
史
に
ょ
れ
ば
、

「
延
宝
六
戊
午
年
上
州
甘
楽 

郡
高
田
庄
施
主
、
奉
造
立
太
子
三
間
四
面
堂
舎

所
願
成
就
二
世
安
楽
所 

等
記
述
あ
り
」 

飛 

弾
の
番
匠
の
作
と
い
わ
れ
る
。
_
_
_
_
_
_
_

/2
関
所
高
札®

" 

大
字
東
野
牧 

下
仁
田
町 

こ
の
高
札
板
は
旧
小
坂
村
役
場
の
掲
示
板
と
し 

字
六
畝
田 

_
_

_
_

_
_

_

 

て
使
用
し
て
い
た- 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

73
か
ぶ
ら
神
社 

" 

岩
田
喜
三
郎
他 

木
造
亜
鉛
葺 

「
宗
源 

宗

旨

正|

位
榛
名
満
行
大
権
現
」 

総
代
九
人 

「
御
神
殿
造
立
文
化
十
五
戊
寅
五
月
棟
梁
猿
射

嘉
七
重
興 

当
村
脇
大
工
神
戸
忠
八 

信
州
木 

曽

木

エ

石

岩

庄

三

郎

上

州

鼻

輪

村

彫

上

森

田 

幸
治
郎 

門
人
藩
国
五
関
村
鈴
木
栄
蔵
」

製

作

年

代

—
享
保
七
年
二
月
五
日 

神
社
合
祠

74
榛
名
神
社 

" 

西
野&
 

並
木
喜
一
郎 

木
造
ト
タ
ン
葺 

中
の
神
殿
に
彫
刻
あ
り 

神

前

御

鏡|

面
に
、
 

根P

屋 

「
享
保
十
ニ
エ
未
歳
三
月
吉
日
」

と
あ
る 

「
天

下

泰

平

嘉

永

四

年

正
一
位
榛
名
山
満
行
宮
大
権
現
太
々
御
神
楽
祓

御
中
氏
子
安
全
祈

社
頭
康
栄
辛
亥
二
月
八
日
」

_
_

I
_
_
_
_
_

明

治

中

年

鏑

神

社

に

合

併_
_
_
_

75
諏

訪

神

社

//S

牧 

藤
井
部
落 

〃 

「
社
宇
建
立
天
和
二
年

藤
井 

祭
神
建
御
名
方
命

修
複
宝
歴
十
四
年
甲
申 

」



.

名

 

称

 

所

 

在

—

地

—

所

有

者
(

管
理
者) 

構 

造 

棟

札

文

献' 

特 

色 

•

伝 

承

扁
額
裏
酉

「
天

保

八

丁

酉

年

七

月

吉

日

」 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

高
野
山
空
居
木
漏

76
長
楽
寺
本
堂 

下
仁
田
町
本
宿
三
七
八
八 

峰
岸
応
哉 

木
造
亜
鉛
葺 

中

里

村
 

-

77
お
堂 

中

里

村

神

ヶ

原

間

物. 

間
物
区
共
同 

木
造
草
葺

78
中

山

神

社

社

殿
 

宮

崎

崇

g

曹
洞
宗
慧
月
山
東
福
寺 

〃 

〃

二

九

二
 

新

津

行

信
(

墓

)

木
造
ト
タ
ン
葺 

曇

十

年

開

山

火

災

焼

失

後

宝

永

元>

中
春 

>
 

に
再
建
、

銘
文
あ
り
。

天
井
画
、

両
面
彫
り
、

鶯
張
り
等
あ
り
、

天
井

造
作
丄
孚
保
五
辛
丑
仲
秋
成
就
、

記
録 

天
保

I

-  

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

十

五

年

四

月

腎

蔵

氏

作_
_
_

g

花
嶽
山
徳
昌
寺 

ふ

魚

尾

一

〇

六

九
 

南

波

哲

龍
(

住

職)

〃 

本

堂

は

元

和

三

年

の

鑿

で

昭

和

三

年;^
7

さ
れ
る
。

「
宝
積
寺
十
二
世
大
和
尚
元
和
三
年
三
月
九
日 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 _
_

_
_

_
_

 

当
寺
開
山
慶
巖
守
才
大
和
尚
」

81
大
龍
山
松
源
寺 

〃

魚

尾-

三
八
六 

新
津
行
信 

〃 

承
応
三
年
に
開
山
、

本
堂
は
明
暦
三
年
に
創
建 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

さ
れ
た 
〇
 
_
_
_
_
_
_
_
_
_

上

野

村

82-

間
社 

上
野
村
新
羽
五
四
〇 

宮
沢
年
彦 

木
造
板
葺

松
井
田
町

183,

三

社

明

神
_
_
_
_
_
_
_

松
井
田
町
五
料 

御
所
+¥_

村
共
有 

"

.84
丨

土

蔵
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

" 

入
山
五
三
〇 

佐
藤
宮
之 

木
造
ト
タ
ン
葺

85
知
堂 

" 

北
ノ
牧
竜
馬 

共
有 

.

"

•

 

- 

_



8n
金
剛
寺 

松

井

田

町

新

堀

一

〇
八
九 

前

沢

隆

康
_
_
_
_
_
_

木

造

瓦

葺
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

87
諏
訪
神
社 

" 

新
堀
本
町 

共

有
_
_
_
_
_
_
_
_
_

"
I

板

葺
_
_
_
_
_

I

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

88
補
陀
寺
山
門 

" 

新

堀I
I

八

六

遠

藤

俊

哉
 

"

瓦
葺

89
観
音
堂 

" 

松

井

田

三

二

五

崇

徳

寺
_
_
_
_
_
_
_

"

丨
"
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

I
_
_
_
_
_

 

90
—
半

僧

房
,
_
_
_
_

_
_
_
_
_

" 
_
_

新

堀|
|

八

六

遠

藤

俊

哉
_
_
_
_
_
_
" 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
1
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

91
弘

法

堂
(

福
寿
庵) 

" 

行
田 

共
有 

土
蔵
造

ト
タ
ン
葺

92
乾
窓
寺 

" 

土

塩

二

三

三

|  

足
利
正
雄 

木
造
草
葺

93
薬
師
堂 

" 

人
見
大
王
寺 

共
有 

"

ト

タ

ン

葺_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_

 

鬼

石

町

94
浄
法
寺
山
門 

鬼

石

町

浄

法

寺

甲

四
 

浄
法
寺 

木
造
瓦
葺 

桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
と
推
定
さ
れ
る
。 

95
戒

禅

寺
(

仏
日
山) 

"

浄
法
寺
ー
ニ
ニ
六 

新
井
顕
道 

ッ 

ト
タ
ン
葺 

江
戸
時
代

96
永
源
寺 

"

浄
法
寺
一
八
七
三 

永
源
寺 

I
_
_
_
_
_
_
_
_

日
本
庭
園
が
ょ
い
。_
_
_
_
_
 
I
_
_
_
_
_

 

97
福
持
寺
山
門 

"

鬼
石
四
八
四 

福
持
寺 

嫌
倉
時
代

98
抜
鋒
神
社 

"

保
美
野
山
地
内 

抜
鋒
神
社 

木
造 

文
政
ー
ー
年
代
の
蟇
股
ぁ
り
。



 

 

 

「石造美術品一覧」  

６５−１０１頁は 

個人情報が含まれるため非公開 



民

俗

芸

能

——

特
に
人
形
芝
居
と
歌
舞
伎
に
つ
い
て
——

I  

概

説

本
地
区
の
民
俗
芸
能
は
種
類
か
ら
み
る
と
圧
倒
的
に
獅
子
舞
と
神
楽
が
多
い
。 

全
県
の
絶
対
数
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
で
比
率
は
不
明
で
あ
る
が
、
県
下
で
も 

濃
厚
な
分
布
を
示
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

民
俗
芸
能
を
支
え
る
要
因
に
つ
い 

て
は
い
ろ
い
ろ
の
ヶ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
が
、I

つ
に
は
地
域
の
連
帯
意
識
、

血 

縁
的
社
会
構
造
、

文
化
的
志
向
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

い
ま
一
つ
に
は
、

近
く 

で
実
演
さ
れ
る
と
そ
れ
を
真
似
る
連
鎖
反
応
も
あ
る
か
ら
、

そ
の
点
で
も
東
毛
地 

区
と
か
な
り
異
質
の
背
景
と
基
盤
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

今
回
の
調
査
報
告
に
つ
い
て
は
、

主
と
し
て
農
村
歌
舞
伎
、

人
形
芝
居
、

式
三 

番
に
限
定
し
た
の
は
他
の
分
野
の
悉
皆
調
査
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
と
も
し
や
る 

と
し
て
も
短
時
日
の
間
に
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

終
り
に
掲
げ 

た
一
覧
表
だ
け
と
し
今
回
は
限
定
さ
れ
た
分
野
に
つ
い
て
の
み
記
載
す
る
こ
と
と 

し
た
。

二

地

方
歌
舞
伎

調
査
区
域
の
地
方
歌
舞
伎 

群
馬
県
に
お
け
る
自
立
演
劇
と
し
て
の
村
芝
居 

(

地

方

歌

舞

伎)

は
昭
和
二
十
年
の
終
戦
直
後
の
時
点
で
は
、
赤
城
山
を
中
心
と 

し
た
中
腹
か
ら
山
麓
地
方
に
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

南
側
の
勢
多
郡
富
士
見
村
、
 

西
側
の
赤
城
村
、

裏
側
の
利
根
郡
昭
和
村
、

白
沢
村
な
ど
で
は
、

明
治
三
十
二
年 

の

第I

次

町

村

合

併

以

前

の

町

村

単

位

でI

座
を
組
織
し
て
上
演
で
き
た
。

い
わ 

ば
大
字
単
位
で
村
芝
居
が
演
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
引
き
か
え
、

利
根
川 

西
部
地
域
に
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

で
は
近
代
以
前
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い 

う
と
、

近
世
の
幕
藩
体
制
下
に*

い
て
も
村
芝
居
の
資
料
は
西
上
州
地
域
に
は
多 

く
な
い
。
 

'

地
方
歌
舞
伎
は
、

発
達
史
的
に
み
る
と
、

最
初
は
旅
廻
り
の
一
座
と
契
約
し
て 

上
演
す
る
買
芝
居
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
に
村
民
自
身
が
義
太 

夫
を
習
い
、

三
味
線
を
弾
き
、

旅

芸

人

を

頼

ん

で

楽

し
ん
で
い
る
中
に
踊
り(

当 

寺

は

演

ず

る

こ

と

を

そ

う

い

っ

た)

を
覚
え
、S

主
的
に
芝
居
を
公
演
す
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

地
方
歌
舞
伎
は㈠

舞
台
、㈡

大
道
具
、

日 

綺

羅
(

衣

裳
)

、㈣

義

太

夫

関

係(

台
本
、

見

台

等)

、®

実
演
、㈥

関
係
文
書 

と
い
っ
た
各
部
門
か
ら
調
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

今
回
は
舞
台
、

実
演 

の
面
に
つ
い
て
報
告
し
て
知
き
た
い
。

舞
台 

現
存
し
て
い
る
歌
舞
伎
舞
台
は
極
め
て
少
な
い
。

多
野
郡
上
野
村
乙
父 

の
貫
前
神
社
境
内
の
舞
台
は
本
調
査
区
域
の
舞
台
と
し
て
は
特
筆
し
て*

く
必
要 

が
あ
る
。

現
在
は
神
社
の
拝
殿
兼
社
務
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
明
ら
か
に
地
方 

の
芝
居
舞
台
で
あ
る
。
東
向
き
単
層
で
間
口
六
間
、

奥
行
三
間
で
床
も
他
の
舞
台 

の
規
準
と
同
じ
く
な
っ
て
い
る
。

楽
屋
が
そ
の
床
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

廻
り 

舞
台
で
な
く
平
舞
台
で
あ
る"
〇

屋

根

裏

の

小

屋

組

の

束

柱

に

「
天
保
十
三
年
」

の 

墨
書
銘
が
あ
り
、

県
下
の
数
多
い
舞
台
の
設
立
年
代
が
ほ
と
ん
ど
不
明
な
も
の
が 

多
い
中
で
貴
重
で
あ
る
。

し
か
も
棟
礼
ま
で
遺
さ
れ
て
い
て
次
の
よ
う
に
認
め
ら 

れ
て
い
る
。

杣
方 

田

邑

代

吉

同 

田

邑

藤

蔵

天
保
十
二
年 

田
邑
縫
之
丞 

丑

二

月

吉

祥

日
 

郷
中
安
全

大
叶

大
工 

黒

沢

倉

蔵
 

落
合
喜
四
郎

小
須
田
周
兵
衛

藤
巻
仙
太
郎

こ
の
天
保
十
二
年
と
い
う
年
は
、

徳
川
幕
府
が
水
野
忠
邦
を
登
用
し
て
有
名
な 

天
保
の
改
革
を
断
行
し
た
年
で
あ
る
。

そ
の
厳
し
い
弾
圧
の
下
で
地
方
歌
舞
伎
は 

最
も
目
の
敵
に
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、

各
村
の
舞
台
を
破
却
す
る
よ
う
命
令
し
、
 

現
に
孀
恋
村
や
六
合
村
の
文
書
に
よ
っ
て
、

こ
の
と
き
地
芝
居
舞
台
を
取
毁
し
て 

い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

そ
の
と
き
に
乙
父
村
で
は
新
築
し
た
。

し
か
も
、
 

弾
圧
の
目
を
く
ぐ
る
た
め
に
、

建
前
を
舞
台
と
せ
ず
、

抜

鋅
(

貫

前
)

神
社
の
拝 

殿
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、

ど
う 

み
て
も
こ
の
建
物
は
舞
台
で
あ
っ
て
拝
殿
で
は
な
い
。

そ
の
こ
と
は
現
在
舞
台
に 

隅

柱
(

四

隅

の

主

柱)

し
か
な
い
こ
と
、

正
面
の
軒
に
あ
る
左
右
へ
の
梁
が
一
木



で
、
虹
梁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
舞
台
の
証
拠
で̂

る
。

ま
た
平
舞
台
の
前
方
に 

花
道
を
付
設
す
る
ホ
ゾ
穴
も
あ
い
て
い
る
こ
と
も
舞
台
建
築
で
あ
る
こ
と
を
物
語 

っ
て
い
る
。

観

客

席(

露

天
)

も
適
度
の
勾
配
が
あ
り
、

向
っ
て
右
側
に
舞
台
に
直
角
に
長 

い
石
垣
が
残
っ
て
知
り
、

I

段
と
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

観
覧
席
の
棧
敷
を
つ 

く
り
つ
け
る
た
め
の
も
の
と
見
ら
れ
、

舞
台
の
構
造
を
知
る
上
に
も
貴
重
で
あ
る
。 

つ
ぎ
に
、
富
岡
市
中
高
瀬
の
桐
淵
に
あ
る
高
瀨
神
社
の
境
内
に
地
方
歌
舞
伎
舞 

台
が«

っ
て
い
る
。

現
在
は
舞
台
で
あ
る
こ
と
を
地
元
の
者
も
知
ら
な
い
。

後
で 

述
べ
る
式
三
番
の
舞
台
と
し
て
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
祭
典
の
時
の 

青
年
た
ち
の
歌
や
踊
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。
間
口
六
間
、

奥
行
四
間
ほ
ど
で
あ
る
。 

建
築
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

南
向
き
で
、

前
の
庭
が
観
覧
席
に
な
っ
て
い
る
。

こ 

う
し
た
舞
台
の
形
式
が
、
東
毛
地
方
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、

全
国
的 

に
み
て
大
体
似
た
形
式
で
あ
る
の
は
、

地
方
の
農
村
歌
舞
伎
舞
台
を
つ
く
る
前
に 

あ
ち
こ
ち
を
巡
業
す
る
職
業
の
一
座
の
話
を
も
と
に
し
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
さ 

亡
る
〇こ

の
ほ
か
、

各
地
に
農
村
歌
舞
伎
舞
台
の
常
設
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い 

が
、

西
毛
地
方
で
は
ほ
と
ん
ど
取
毁
さ
れ
て
現
存
し
て
い
な
い
。

昭
和
三
十
年
頃 

を
中
心
と
し
た
調
査
時
点
で
は
、

西
毛
で
は
次
の
地
方
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

多
野
郡
上
野
村
川
和 

六

間

三

間

甘
楽
郡
南
牧
村 

同

富
岡
市
桑
原 

同

榛

名

町

宮

沢

長

光

寺

境

内

松

崎

氏

調

査

に

拠

る

同 

本
郷
字
下
長 

同

群
馬
郡
群
馬
町
稲
荷
台 

組
立
式
舞
台

こ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
残
存
し
て
い
る
か
と
思
う
が
今
回
の
調
査
に
は
確
定
的
な 

調
査
は
及
ば
な
か
っ
た
の
で
後
日
の
再
調
査
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

-

黒
岩
歌
舞
伎 

富
岡
市
下
黒
岩
で
昔
か
ら
村
人
の
手
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
。

昭 

昭
二
十
年
の
終
戦
後
い
ち
早
く
再
興
し
、

昔
ひ
ま
ま
で
公
演
さ
れ
、

昭

和

三

十

一  

年
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

十I

月
三
日
文
化
の
日
に
前
橋
市
の
群
馬
会
館
大
ホI
 

ル

でI

般
に
公
開
さ
れ
て
絶
賛
を
博
し
た
。

し
か
し
、

そ
の
後
だ
ん
だ
ん
と
衰
微 

し
、

現
在
は
全
く
実
演
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

下
黒
岩
に
は
江
戸
時
代
に
す
で
に
芝
居
が
盛
ん
で̂

っ
た
が
、

芝
居
に
か
こ
つ 

け
て
村
に
頹
廃
的
な
悪
風
が
は
び
こ
っ
た
と
い
ぅ
。

横

山

雄

次

郎(

弘
化
三
年
十 

一
月
十
四
日
生)

が
、

健
全
な
地
芝
居
と
す
る
た
め
に
苦
心
奔
走
し
、

本
格
的
な 

歌
舞
伎
を
練
習
し
、

大
道
具
、

小
道
具
、

綺
羅
も
新
調
し
、
師
匠
を
招
い
て
立
稽 

古
を
基
本
か
ら
練
習
し
た
。

時
に
安
政
四
年
九
月
で
あ
っ
た
と
い
ぅ
。

こ
れ
が
も 

と
で
黒
岩
歌
舞
伎
は
明
治
、

大
正
の
初
め
ま
で
近
郷
近
在
に
知
ら
れ
て
い
た
。

大 

正
期
も
初
め
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
衰
微
し
中
絶
し
て
い
た
が
、

昭
和
三
年
の
御
大
典 

の
と
き
に
復
活
し
た
。

中
心
と
な
っ
た
の
は
北
村
亀
蔵
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の 

再
興
も
永
続
き
せ
ず
、

昭
和
期
は
ま
た
衰
微
し
て
し
ま
っ
た
。

終
戦
と
と
も
に
地 

方
の
古
典
芸
能
復
活
の
時
代
の
波
に
乗
り
、

関
係
者
の
間
か
ら
復
活
の
話
が
出
て 

黒
沢
才
三
郎
、

黒
沢
巖
と
い
っ
た
人
た
ち
の
世
話
で
練
習
し
、

昭
和
二
十
六
年
四 

月
七
日
に
富
岡
市
の
電
気
所
で
敬
老
会
を
兼
ね
て
披
露
し
た
。

そ
の
と
き
の
外
題 

を
み
る
と
時
代
物
ば
か
り
で
、

「
鎌
倉
三
代
記
」

「I

谷
嫩
軍
記
」

「
巡
礼
阿
波 

の
鳴
門
」

「
野

州

安

達

原«

三

段

目)

」

「
太

功

記
(

十

段

目
)

」

で
あ
っ
た
。 

こ
れ
が
契
機
と
な
り
黒
岩
村
下
黒
岩
歌
舞
伎
保
存
会
を
結
成
し
た
。
渋
川
か
ら
の 

公
演
を
頼
ま
れ
た
の
で
、

移
動
で
き
る
組
立
式
舞
台
を
三
万
円
か
け
て
造
っ
た
。
 

間
口
三
間
、

奥
行 

一
間
、

二
重
は
七
つ
の
場
に
使
用
で
き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い 

た
。

し
か
し
、

折
角
の
農
村
歌
舞
伎
も
時
代
の
変
化
で
一
座
が
結
成
で
き
な
く
な 

り
、

遂
に
姿
を
消
し
た
が
、
本

調

査

区

域

の

終

戦

後

の

歌

舞

伎

と

し

て

は

唯I

の 

も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
惜
し
ま
れ
る
。

創
始
年
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ 

と
が
で
き
な
い
。

山
中
領
の
歌
舞
伎 

多
野
郡
万
場
町
中
里
村
上
野
村
の
い
わ
ゆ
る
山
中
領
は
、
 

藤
岡
、

高
崎
方
面
の
平
坦
部
か
ら
隔
絶
さ
れ
、

中

世

ま

で

は

む

し

ろ

峠I

つ
越
え 

た
南
の
秩
父
地
方
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

同
地
方
に
意
外
に
古
い
歴
史
を 

物
語
る
文
書
、

文
化
財
な
ど
が
多
い
の
も•
秩
父
か
ら
山
中
領
を
経
過
し
て
信
濃
に 

通
ず
る
交
通
路
が
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

民
俗
芸
能
あ
る
い
は
郷
土
芸
能
と
ょ
ば
れ
る
分
野
も
秩
父
と
の
関
係
が
非
常
に 

深
い
。
秩
父
は
鎌
倉
時
代
政
権
の
中
心
で
あ
っ
た
鎌
倉
か
ら
上
野
国
を
経
て
信
濃 

越
後
に
通
ず
る
鎌
倉
街
道
が
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。

そ
の
鎌
倉
街
道
は
鎌
倉
—
多 

摩

地
方
—
寄
居
—
藤
岡
—

山
名
—
豊
岡
と
続
い
て
旧
東
山
道
に
結
ば
れ
た
と
思
え 

る
。

ま
た
寄
居
—
本
庄
—
角
淵
—

玉
村
—
島
名
—
石
倉
—
惣

社

—
渋
川
を
経
て
三



国
街
道
に
連
結
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
秩
父
地
方
は
、

こ
の
鎌
倉
街
道
か 

ら
分
岐
し
、
秩
父
—
上
.

武
国
境
—
山
中
領
—
十
国
峠
—
信
濃
へ
と
通
ず
る
道
が 

開
け
て
い
た
。
こ
の
旧
道
が
江
戸
時
代
か
ら
明
治
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
の 

秩
父
地
方
は
関
東
地
方
の
芸
能
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
地
芝
居
な
ど 

も
当
然
秩
父
地
方
の
交
渉
が
あ
っ
た
。
地
芝
居
を
指
導
し
た
一
人
に
坂
東
彦
五
郎 

(

本
名 

根
岸
勇
三
郎)

が
い
る
。
幕
末
時
代
に
上
野
村
中
里
村
地
方
に
来
て
村 

人
の
面
倒
を
見
て
い
る
。
い
ま
一
人
坂
東
竹
太
郎
と
い
う
秩
父
の
セ
ミ
プ
ロ
の
大 

和
座
の
座
頭
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
も
師
匠
と
し
て
交
渉
が
あ
っ
た
。
時
に
は

I  

座
を
買
い
、
秩
父
か
ら
秩
父
座
、
大
和
座
、
片
岡
み
ど
りI

座
が
興
行
し
て
い
る
。
 

明
治
四
十
年
頃
万
場
町
に
き
た
三
枝
増
蔵
が
万
世
座
で
興
行
し
て
い
る
。
舞
台
は 

多
く
の
村
で
そ
の
都
度
掛
け
舞
台
が
多
く
、
常
設
舞
台
は
少
な
か
っ
た
。
村
人
は 

大

体I

力
月
ぐ
ら
い
の
練
習
で
地
芝
居
を
や
っ
た
ら
し
い
と
い
う
話
も
現
地
で
聴 

い
た
。
上
野
村
勝
山
に
は
も
と
常
設
の
歌
舞
伎
舞
台
が
あ
り
、
地
芝
居
を
盛
ん
に 

や
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
中
里
村
神
が
原
も
地
芝
居
の
盛
ん
の
村
の 

一  

つ
で
あ
っ
た
。
 

上
野
村
乙
父
に
は
江
戸
時
代
名
主
で
黒
沢
勝
右
衛
門
と
い
う
者
が
あ
り
、
芝
居
道 

楽
で
自
か
ら
も
や
り
、
金
に
あ
か
し
て
自
費
で
綺
羅
な
ど
も
購
入
し
た
そ
う
で
あ 

る
。
明
治
三
十
年
代
に
こ
の
綺
羅
は
売
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
指
導
は
秩
父
か
ら 

受
け
た
と
い
う
。

そ
の
他
の
歌
舞
伎 

榛
名
山
麓
、
中
山
道
筋
に
も
地
方
歌
舞
伎
は
一
時
流
行
し 

た
こ
と
は
、
各
町
村
誌
に
ょ
っ
て
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
山
間
部
を 

除
い
て
は
む
し
ろ
買
芝
居
の
方
が
多
か
っ
た
た
め
に
地
芝
居
の
歴
史
は
き
わ
め
て 

少
な
い
。
各
町
村
誌
な
ど
を
み
て
も
、
地
芝
居
の
資
料
は
山
間
部
に
多
い
。
舞
台 

の
現
存
数
か
ら
み
て
も
、
平
坦
部
に
私
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、
買 

芝
居
を
そ
の
都
度
掛
け
舞
台
で
す
ま
し
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。
本
調
査
地
区
の
中 

で
も
平
坦
部
は
東
毛
地
方
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
可
能
で
あ
る
。
 

こ
と
に
西
毛
地
区
は
中
山
道
、
三
国
街
道
、
信
州
街
道
と
い
っ
た
街
道
筋
に
あ
た 

る
地
域
は
旅
芸
人
の
往
来
も
あ
っ
た
た
め
に
買
芝
居
が
抵
抗
な
し
に
行
わ
れ
る
条 

件
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
も
、
地
芝
居
が
早
く
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た

I  

つ
の
理
由 

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

三

人

形

芝

居

概
観 

群
馬
県
に
扣
け
る
操
浄
っ
璃
人
形
は
大
別
し
て
三
人
遣
い
、㈡

二
人 

遣
い
、㈢

一
人
遣
い
の
三
つ
と
な
る
。
年
代
的
に
み
る
と
ほ
と
ん
ど
絶
対
牟
代
を 

決
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
な
い
が
、
勢
多
郡
赤
城
村
津
久
田
の
三
人
遣
い 

の
人
形
に
古
い
記
録
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
元
祿
年
間
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
こ 

と
が
わ
か
る
。
(

三I

書

房

「
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
」
第
七
卷
所
収
萩
原
進 

校
注)

こ
れ
か
ら
み
て
地
方
の
庶
民
の
手
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

元
祿
期
前
後
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
農
村
歌
舞
伎 

と
同
じ
よ
う
に
、
最
初
は
巡
業
の
人
形
芝
居|

座
を
雇
上
げ
て
楽
し
ん
で
い
た
も 

の
が
、
自
か
ら
の
手
で
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
と
見
ら
れ 

る
〇現

存
し
て
い
る
ヵ
シ
ラ
や
伝
承
か
ら
み
る
と
、
佐
渡
の
野
呂
間
系
統
、
阿
波
系 

統
、
上
方
系
統
、
江
戸
系
統
と
さ
ま
ざ
ま
に
入
り
交
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
圧
倒 

的
に
多
い
の
が
江
戸
系
統
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
県
の
文
化
が
江
戸
に
近
い
と
い
う 

地
理
的
条
件
か
ら
当
然
そ
の
影
響
を
受
け
て
江
戸
系
統
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
理 

解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
調
査
地
区
の
操
浄
瑠
璃
人
形
の
分
布
を
見
る
と
次
の
よ 

う
で
あ
る
。

高
崎
市
小
八
木
町 

I

式
現
存

碓
氷
郡
松
井
田
町
八
城 

現
在
も
実
演

□

藤
岡
市
東
平
井 

記
録
の
み

△

富
岡
市
藤
木 

一
式
散
逸

△

甘
楽
郡
下
仁
田
町
馬
居
沢 

神
奈
川
県
へ
売
却

同

南

牧

村

星

尾
 

一
式
現
存

□

多
野
郡
上
野
村
檑
原 

I

部
残
存

□

安
中
市
下
秋
間 

I

部
残
存

□

甘
楽
郡
新
屋
村
白
倉 

I

部
残
存

不
群
馬
郡
群
馬
町
西
国
分 

I

式
散
逸

注

□

三
人
遣
い

△ 
I

人
遣
い

不

不

祥



こ
の
人
形
芝
居
の
う
ち
主
な
も
の
に
つ
い
て
細
述
し
て
知
き
た
い
と
思
う
。
詳 

細
て
つ
い
て
は
紙
数
の
制
限
上
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
を
予
め
扣
断
り
し
て
置
き 

た
い
。

松
井
田
町
八
城
の
人
形
芝
居
松
井
田
町
八
城
の
操
浄
瑠
璃
人
形
は
現
在
も
な 

お
行
わ
れ
て
い
る
県
下
で
も
数
少
な
い
一
座
で
あ
る
。
収
蔵
庫
は
松
井
田
か
ら
妙 

義
神
社
へ
ゆ
く
バ
ス
が
右
折
す
る
十
字
路
の
南
西
のI

郭
に
あ
る
集
会
的
の
敷
地 

内
に
あ
る
。
三
人
遣
い
人
形
と
し
て
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

由
来
伝
承
に
つ
い
て
は
、
元
祿
十
年
に
当
時
こ
の
地
方
を
支
配
し
て
い
た
小
幡 

領
の
苛
政
に
抗
し
て
妙
義
山
麓
十
四
力
村
の
村
民
が
、
中
山
道
の
助
郷
と
年
貢
の 

重
圧
に
耐
え
か
ね
て
減
税
運
動
を
や
っ
た
こ
と
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
十
四 

力
村
の
中
か
ら
代
表
八
名
が
選
出
さ
れ
、
幕
府
の
道
中
奉
行
に
訴
え
出
た
が
、
藩 

の
役
人
は
こ
れ
を
糾
弾
す
る
た
め
逮
捕
し
所
追
放
の
姐
罪
に
遇
っ
た
。
救
わ
れ
た 

十
四
力
村
民
は
八
人
の
霊
に
報
い
る
た
め
に
、
八
城
村
の
武
者
権
右
衛
門
が
首
唱 

者
と
な
り
、
宝
永
八
年
四
月
、
新
町(

多
野
郡)

の
田
口
半
六
と
吉
江
久
兵
衛
の 

援
助
で
江
戸
か
ら
舟
で
運
ん
で
き
た
操
人
形
一
式
を
買
い
、
八
城
村
に
運
ん
だ
の 

が
始
ま
り
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
人
形
の
遣
い
方
を
指
導
し
た
の
は
八
城
村
吉
祥
寺 

境
内
に
あ
っ
た
真
光
庵
主
泉
岩
元
清
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
後
八
城
村
の
人 

形
芝
居
は
受
け
継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
〇
し
か
し
、
江
戸
時
代
の 

中
途
で
衰
微
し
て
長
く
絶
え
て
い
た
が
、

明
治
十
八
年
に
、
祈
禱
師
の
言
葉
か
ら 

黒
田
と
い
う
家
に
預
け
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
人
形
一
式
を
取
り
出
し
、
あ
ら
た 

め
て
古
老
か
ら
遣
い
方
を
教
わ
り
、
さ
ら
に
埼
玉
県
児
玉
町
の
人
形
師
吉
田
小
才
、
 

吉H
才
治
の
二
人
に
指
導
し
て
も
ら
い
み
ご
と
に
再
興
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後 

ま
た
中
絶
し
て
い
た
が
、
終
戦
後
に
大
野
徳
次
郎
、
漆
田
九
十
郎
の
両
氏
を
中
心 

•
に
再
び
興
し
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
群
馬
会
館
で
一
般
に
公
開
し
た
。
同
時
に
地 

元
の
松
井
田
町
補
陀
寺
で
毎
年
や
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
ま
た
休
ん
で
い
た
が
、
 

昭
和
五
十
年
に
後
継
者
を
得
て
も
と
の
ょ
う
に
立
派
に
立
直
り
、
盛
大
な
公
演
が 

あ
っ
た
。

人
形
は
三
人
遣
い
の
形
式
で
あ
る
。
大
き
な
人
形
箱
が
あ
り
、
ヵ
シ
ラ
、
手
足
、
 

衣
裳
、
幕
類
、
小
道
具
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
収
納
し
て
い
る
。

H
カ
シ
ラ

総

数

五

四

個

立
役
カ
シ
ラ
、
老
け
役
カ
シ
ラ
、
女
形
カ
シ
ラ
な
ど
一
般
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど 

揃〇
て
い
る
。
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
チ
ャ
リ
、
子
役
、
景
清
、
お
岩
か
ら
動
物 

の
キ
ツ
ネ
な
ど
多
種
多
彩
で
あ
る
。
ガ
ブ
の
カ
シ
ラ
や
梨
割
り
カ
シ
ラ
もI

個 

あ
る
。
大
き
さ
は
淡
路
系
の
カ
シ
ラ
ょ
り
小
さ
い
江
戸
系
の
も
の
が
多
い
。
 

小
猿
に
ょ

c>
て
、
眉
毛
、
目
、

ロ
の
可
動
式
の
も
の
も
か
な
り
あ
り
、

カ
シ
ラ
ー 

式
が
程
度
も
高
い
。

寸
法
は
大
き
い
も
の
で
高
さ

I  

二•

八
セ
ン
チ
、
小
さ
い
も
の
で
三
セ
ン
チ
位 

で
あ
る
。

㈡

手
と
足

手

はI

五
組
、

足
は
七
組
ほ 

ど
あ
る
が
、
 

大
分
仕
掛
け 

が
損
傷
し
て 

い
る
。
手
の 

中
に
は
サ
ソ 

リ
手
、
三
味 

線
手
の
ょ
ぅ 

な
特
殊
な
も



の
も̂

る
。
足
は
袋
足
型
式
が
大
部
分
で
、
踵
の
把
手
は
鉄
製
で□

型
と
「
型 

の
二
種
が
あ
る
。
圓
の
刻
印
の
あ
る
も
の
は
明
治
時
代
の
座
長
大
野
長
八
郎 

(

芸
名
吉
田
花
蝶)

手
製
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

白
胴
輪

胴
輪
は
三
十
個
以
上
現
存
し
て
い
る
が
、
や
は
り
修
理
し
な
い
と
使
え
な
く
な 

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

⑽

可
動
式
肩
板
と
固
定
式
肩
板
‘

他
の
県
下
の
三
人
遣
い
人
形
と
似
た
も
の
が
多
く
特
殊
な
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
 

た
だ
こ
こ
で
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
カ
シ
ラ
の
串
を
肩
板
の
穴
に
装 

着
し
た
場
合
に
可
動
式
に
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
八
城
人
形
の
場 

合
は
五
体
分
だ
け
カ
シ
ラ
が
固
定
し
た
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
固
定
式
肩
板
は 

カ
シ
ラ
自
体
が
串
の
先
で
前
後
に
動
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
扣
り
、
カ
シ
ラ
と 

肩
板
と
串
が
十
文
字
に
な
っ
て
い
る
。
串
の
長
さ
も

I  

般
カ
シ
ラ
の
串
よ
り
も 

遙
か
に
長
い
。

こ
の
よ
う
な
カ
シ
ラ
は
初
期
の
人
形
に
見
ら
れ
る
古
い
型
式
と 

考
え
ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
形
に
現
在
見
ら
れ
る
と
い
う
〇 

本
調
査
区
域
の
甘
楽
郡
南
牧
村
星
尾
人
形
の
中
に
も
同
じ
型
式
の
も
の
が
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
ぅ
な
特
殊
な
肩
板
の 

人
形
が
使
用
さ
れ
た
か
で
あ
る
が
、
 

八
城
の
場
合
は
こ
の
固
定
式
は
式 

三
番
に
限
つ
て
使
わ
れ
た
こ
と
が 

確
認
さ
れ
る
。
式
三
番
が
中
世
芸 

能
と
し
て
能
の
「
翁
」
を
演
じ
た 

こ
と
は
県
下
各
地
に
扣
け
る
調
査 

で
判
明
し
て
い
る
。

こ
の
式
三
番 

が
浄
瑠
璃
操
人
形
に
採
り
入
れ
ら 

れ
て
い
る
例
は
前
橋
市
下
長
磯
、
 

勢
多
郡
粕
川
村
込
皆
戸
に
あ
る
が
、
 

こ
の
二
例
の
場
合
は
式
三
番
の
み 

で
他
の
浄
瑠
璃
に
よ
る
外
題
は
扱 

、つ
て
い
な
い
。
八
城
人
形
の
場
合 

は
義
太
夫
に
よ
る
操
浄
瑠
璃
人
形

の
中
に 

式
三
番 

が
能
型 

式
の
ま 

ま
採
り 

入
れ
ら 

れ
て
い 

る
点
が 

注
目
さ

れ
る
。
 

こ
の
固 

定
式
力 

シ
ラ
の

後
頭
部
に

紐
が
つ
け
、

ら
れ
て
い 

る
の
は
お 

そ
ら
く
也
迫 

い
手
が
こ 

の
紐
を
く

わ
え
て
力 

シ
ラ
を
動 

か
し
た
独 

特
の
使
用 

法
が
あ
っ 

た
と
推
定

さ
れ
、
星
尾
の
人
形
と
と
も
に
今
後
研
究
を
要
す
る
課
題
の一

つ
で
あ
る
と
い 

えH

ぅ
〇

㈤

衣
裳

衣
裳
は
新
旧
相
交
ぜ
て
実
に
多
い
。
固
定
式
の
も
の
は
解
体
し
な
い
で
ヵ
シ
ラ 

と
と
も
に
装
着
さ
れ
て
い
る
が
翁
、
千
載
、
三
番
が
完
全
に
見
る
こ
と
が
で
き

八城人形の式三番(翁)

八城人形の式三番(三番叟)

八城人形の式三番(千載)



る
。
金
糸
銀
糸
の
縫
取
り
の
あ
る
も
の
、
ジ
ャ
ヮ
更
沙
の
も
の
、
ビ
ロ
ー
ド
の 

も
の
な
ど
立
派
な
も
の
が
多
い
。

内
背
景

「
遠
見
」
と

「
書
割
」
に
分
け
ら
れ
る
が
、
和
紙
を
用
い
、
地
元
の
絵
心
の
あ 

る
者
の
手
に
ょ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
二
七
種
ほ
ど
あ
り
、

「
裏
庭
障 

子
御
殿
」

「
知
城
」

「
陣
屋
」

「
川
景
色
」

「
さ
く
ら
」

「
紅
葉
」

「
飛
石
障 

子
御
殿
」

「
金
襖
」

「
吉
原
」

「
袖
遠
見
」

「
長
押(

な
げ
し)

遠
見
」
な
ど 

が
あ
る
。
遠
近
図
法
を
採
用
し
て
い
る
も
の
は
幕
末
以
降
と
見
て
ょ
い
。
 

to
文
書
記
録

公
演
記
録,

式
三
番
文
書
、
記
録
、
明
治
時
代
城
岩
座
番
附
木
版
板
木
な
ど
。
 

星

尾

人

形
(

甘
楽
郡
南
牧
村
星
尾)

甘
楽
郡
南
牧
村
星
尾
字
前
庭
に
伝
え 

ら
れ
て
き
た
浄
瑠
璃
人
形I

式
が
現
在
富
岡
市一

宮
の
県
立
博
物
館
に
依
託
保
管 

さ
れ
て
い
る
。
カ
シ

ラ
が
主
で
他
に
衣
裳 

や
手
足
な
ど
が
あ
る
。
 

書
割
、
遠
見
、
弓
幕 

な
ど
は
処
分
さ
れ
て

現
存
し
て
い
な
い
。

八城人形の衣裳や手足など
手前の箱は人形一式の長持である。

八城人形の舞台(茂木久雄氏提供)

昭和5 0年4月八城の集会場にて



こ
の
星
尾
人
形
は
三
人
遣
い
で
あ
る
が
、
前
記
の
松
井
田
町
八
城
人
形
と
同
じ 

く
カ
シ
ラ
、
肩
板
、
串
が
固
定
式
に
な
っ
て
い
る
二
体
が
あ
り
、
明
ら
か
に
式 

三
番
を
や
っ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
カ
シ
ラ
か
ら
み
る
と
、
八
城
よ 

り
さ
ら
に
一
時
代
古
い
と
思
わ
れ
る
古
拙
な
も
の
が
多
い
が
そ
れ
だ
け
こ
の
人 

形I

式
は
貴
重
で
あ
る
。

(

一)

カ
シ
ラ

全
部
で
現
在
三
九
個
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
中
に
数
個
細
面
型
で
な
い
ど
ち
ら 

か
と
い
ぅ
と
大
型
で
横
巾
に
広
い
ズ
ン
グ
リ
型
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
塗
り 

か
ら
見
て
も
古
い
も
の
で
本
人
形
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。
肩
板
に
は
め
込 

む
<>
可
動
式
に
な
っ
て
お
り
、
串
も
他
の
三
人
遣
い
と
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な 

い
。
胴
輪
も
い
く
つ
か
現
存
し
て
い
る
が
大
部
分
は
失
わ
れ
て
い
る
。
三
体
だ 

け
は
八
城
人
形
の
四
体
と
同
じ
く
カ
シ
ラ
が
肩
板
に
固
定
し
て
扣
り
、
串
が
長 

い
。
右
と
左
の
衣
裳
の
袖
先
き
に
手
が
固
定
し
て
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ 

れ
は
式
三
番
専
用
の
も
の
で
、
主
遣
い
が
串
を
腰
に
さ
し
左
右
の
手
を
人
形
の 

腋
の
下
か
ら
入
れ
て
両
手
を
使
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
足
遣
い
に
い
ま

I  

人
の
遣
い
手
が
い
て
二
人
遣
い
で 

一  

体
を
動
か
し
た
と
思
わ
れ
る
。
式
三
番
に

使
ぅ
白
と
黒
の
翁
面
は
昭
和
三
十
五
年
四
月
三
十
日
の
調
査
の
折
は
あ
っ
た
が 

こ
ん
ど
の
調
査
で
は
散
逸
し
て
遺
さ
れ
て
い
な
い
で
し
か
し
、
浄
瑠
璃
操
人
形 

に
式
三
番
が
能
形
式
で
組
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
点
で
貴
重
で
あ 

る
〇

〇

衣
裳 

肩
板
固
定
の
二
体
の
人
形
に
装
着
し
た
ほ
か
は
衣
裳
は
遺
っ
て
い
な
い
。
 

そ

のI

着
の
裏
地(

麻

布)

に
享
保
十
二
年
に
権
現
の
戸
張
と
し
て
市
川
勘
兵 

衛
が
麻
布
を
寄
進
し
た
と
い
ぅ
墨
書
が
あ
る
。
知
そ
ら
く
そ
の
戸
張
の
布
を
使 

つ
て
裏
地
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
享
保
か
ら
下
る
人
形
で
あ
る
こ
と
は
た
し 

か
で
あ
る
。

星尾人形カシラ

星尾人形の肩板固定型の衣裳

式三番に便ったもので腋の下が大きくなっているの 
はここより人形遣いが右手を入れ,袖の先に手が付 
けられて扇などを持たせていたことがわかる。



黒
尾
人
形
で
注
目
さ
れ
る
の
は
式
三
番
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
二
体
の
肩
板
固 

定
.

長
串(

三
四•

五
セ
ン
チ)

、
カ
シ
ラ
固
定
型
式
で
あ
る
。
こ
の
二
個
の
力 

シ
ラ
だ
け
は
眼
に
玉(

ぎ
ょ
く)

が
入
っ
て
い
る
。
仏
像
で
は
中
世
の
も
の
に
す 

で
に
玉
が
入
っ
て
い
る
か
ら
必
ら
ず
し
も
玉
眼
が
新
ら
し
い
と
は
言
え
な
い
。
た 

だ
白
と
黒
の
翁
面
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
八
城
人
形
で
も
翁
の
面
が
な
い
。
二
つ 

と
も
無
か
っ
た
の
か
或
い
は
途
中
で
散
逸
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

も
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
定
は
、
南
牧
村
小
沢
の
人
形
に
は
現
在
白
と 

黒
の
翁
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
人
形
芝
居
に
知
け
る
翁
の
舞(

式
三
番)

に 

は
必
ら
ず
あ
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
長
く
た 

っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
翁
面
が
誰
か
に
持
ち
去
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と 

思
わ
れ
る
。

植
原
人
形(
多
野
郡
上
野
村
樁
原)

構
原
人
形
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
上
野
村
の
民
俗
」
(

県
教
委
民
俗
調
査
報
告 

書

「
み
や
ま
文
庫
」5 )
に
報
告
し
て
扣
い
た
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
こ
と
に 

し
た
い
。
こ
の
人
形
を
最
初
に
発
見
し
た
の
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
有
志
と
山 

中
領
の
共
同
調
査
を
や
っ
た
折
で
あ
っ
た
。
上
野
村
楹
原
の
中
正
寺
に
保
管
さ
れ 

て
い
て
当
時
は
活
用
こ
そ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
カ
シ
ラ
を
は
じ
め
手
、
足
な
ど 

の

一

式
が
か
な
り
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
昭
和
三
十
四
年
の
民
俗
調 

査
の
際
に
は
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
、|

式
を
納
め
た
長
櫃
の
中
に
わ
ず
か
の
カ
シ
ラ 

が
あ
り
、
し
か
も
雨
を
か
ぶ
り
、
塗
料
の
胡
粉
が
剝
げ
た
り
、
カ
シ
ラ
の
接
着
部 

が
離
れ
た
り
し
て
ほ
と
ん
ど
往
時
の
状
態
を
知
る
こ
と
さ
え
不
可
能
に
な
っ
て
い 

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
戦
時
中
学
童
疎
開
か
何
か
で
中
正
寺
が
教
室
に
充 

用
さ
れ
た
と
き
に
児
童
が
持
ち
出
し
て
玩
具
と
し
て
遊
び
道
具
に
し
た
た
め
に
散 

逸
し
た
り
損
傷
し
た
力
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
搐
原
人
形
は
三
人
遣
い
の 

人
形
で
あ
る
。
カ
シ
ラ
か
ら
み
る
と
小
振
り
で
、
星
尾
や
八
城
人
形
に
比
較
す
る 

と
別
系
統
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
人
形
長
櫃
に
墨
書
銘
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
天 

.
明
元
年
」
と
あ
り
、
そ
の
後
の
追
書
に
は
「
明
治
三
拾
七
年
四
月
九
日
現
在
分
」 

と
し
て
「
男
頭
弍
拾
五
頭
女
拾
頭
内
子
壳
頭
共
、
外
二
破
損
四
頭
」
と
書
か
れ
て 

い
て
、
本
人
形
の
由
来
を
知
る
参
考
に
な
る
。
明
三
十
七
年
に
は
カ
シ
ラ
が
総
数 

で
四
十
個
あ
っ
た
。
そ
の
外
の|

式
と
し
て

I
、

鼓
弐
個
箱
入 

一
、
ヶ
ン
台
皂
挺
箱

I

、
着

物

金

地

類

八

ッ

上

下

四

ッ

片

衣

五

ッ

振
袖
絹
類
及
新
調
木
綿
共
拾
枚 

小
タ
チ
着
物
三
ッ 

ホ
ロ
ノ
方
六
ッ 

襦
絆 

^

つ

袴

三

ッ

袖

弐

ッ

外

ボ

ロ
«

ッ 

と
認
め
ら
れ
て
知
り
、
盛
ん
の
と
き
のI

式
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
長
櫃
の
蓋
の 

箱
表
に
「
三
村
人
形
連
中
箱
」
と
あ
り
、
横
原
、
中
越
、
小
春
三
村
共
有
の
人
形 

で
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
〇

㈠

カ
シ
ラ 

桐
材
で
つ
く̂
?

れ
、
高
さ
四
寸(

I  

三
セ
ン
チ)

が
標
準
で
あ
る
。
 

カ
シ
ラ
の
中
に
群
馬
県
と
し
て
は
非
常
に
珍
ら
し
い
作
者
銘
の
あ
る
も
の
が
含 

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
時
代
の
阿
波
の
人
形
師
と
し
て
知
ら
れ
た
名
人
天 

狗
屋
久
吉
の
作
っ
た
墨
書
銘
の
女
形
カ
シ
ラ
で
あ
る
。

「
阿
州
和
田
村 

天
狗 

屋
久
義
作 

明
治
三
十
年
十
二
月
吉
日
」
と
あ
る
が
、
天
狗
屋
久
吉
が
久
義
と 

書
い
た
か
ど
ぅ
か
で
あ
る
が
扣
そ
ら
く
屋
号
と
い
い
、
在
所
の
和
田
村
と
い
い 

天
狗
久
の
作
品
と
し
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
カ
シ
ラ
の
鋭
い
妖
艶
さ
も
彼
の
作 

品
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
し
、
現
に
前
橋
市
泉
沢
に
あ
る
天
狗
久
作
銘
と
比
べ
て 

み
て
も
ょ
く
似
て
い
る
。
ど
ぅ
し
て
こ
の
カ
シ
ラ
が
上
野
村
に
流
れ
込
ん
で
き 

た
か
で
あ
る
が
、
想
像
す
る
と
こ
ろ
、
秩
父
方
面
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
 

そ
の
ほ
か
の
カ
シ
ラ
も
彫
り
が
深
く
立
派
で
あ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

小沢人形カシラ



〇
衣
裳 

昭
和
三
十
四
年
の
再
調
査
の
と
き
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
て
な
か
っ
た
。
最 

初
の
頃
の
調
査
で
は
か
な
り
豪
華
な
衣
裳
が
あ
っ
た
が
今
と
な
っ
て
は
後
の
ま 

つ
り
で
あ
る
。

小
沢
人
形{

甘
楽
郡
南
牧
村
小
沢)

小
沢
の
諏
訪
神
社
境
内
の
神
庫
に
収
納
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ 

る
。
三
人
遣
い
で
カ
シ
ラ
、
衣
裳
、
手
足
な
ど
七
十
年
余
も
使
わ
れ
な
い
人
形 

と
し
て
は
ょ
く
保
存
さ
れ
て
き
た
と
い
え
ょ
ぅ
。

カ
シ
ラ
は
二
〇
個
、
足
は
二
体
分
、
手
は
一
体
分
、
衣
裳
は
肩
板
を
つ
け
た
ま 

ま
の
も
の
が
二
着
と
他
に
二
八
着
が
あ
る
。I

ニ
セ
ン
チ
位
の
も
の
が
多
く
、
 

特
に
大
き
い
も
の
は

I  

三.

五
セ
ン
チ
あ
る
。
串
は
小
猿
を
使
ぅ
可
動
式
が
ほ 

と
ん
ど
で
あ
る
。
カ
シ
ラ
の
代
り
に
、
青
と
黒
の
岩
絵
具
を
塗
っ
た
も
の
が
あ 

る
ひ 

毛
髪
は
鉄
板
の
上
に
植
毛
し
た
も
の
を
冠
せ
る
形
式
を
と
っ
た
も
の
が
多 

い
。
足
は
袋
足
が
多
く
、
踵
の
把
手
は
タ
ケ
製
で□

型
が
見
ら
れ
る
。

胴
輪
と
胴
着
は
他
の
人
形
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
人
形
で
注
目
さ
れ
る
の
は
白 

式
尉
と
黒
式
尉
の
翁
面
で
あ
る
。
顔
の
高
さ
はI

〇
•

五
セ
ン
チ
あ
り
、
あ
ご

は

I  

文
字
切
れ
で
あ
る
。

こ
の
二
個
の
翁
面
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
沢
人
形
は
浄 

瑠
璃
人
形
の
中
に
謡
曲
で
演
ず
る
中
世
芸
能
の
「
翁
」
(

式
三
番)

の
あ
•〇
た
こ 

と
を
物
語

c>
て
い
る
。
八
城
人
形
と
星
尾
人
形
は
式
三
番
を
採
り
入
れ
た
推
定
は 

で
き
る
が
重
霎
翁
の
面
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
決
定
的
な
こ
と
が
言
え
な
い
が
、
 

こ
の
小
沢
人
形
に
ょ
っ
て
、
操
浄
瑠
璃
人
形
の
中
に
神
聖
な
式
三
番
が
行
わ
れ
て 

い
た
こ
と
を
証
す
る
決
定
的
な
例
証
と
な
っ
た
。

小
八
木
人
形(

高
崎
市
小
八
木
町)

小
八
木
人
形
は
現
在
富
岡
市

一  

宮
の
県
立
博
物
館
に
依
託
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
 

昭
和
三
十一

年
頃
の
調
査
の
と
き
に
久
し
ぶ
り
に
陽
の
目
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
人
形
の
ヵ
シ
ラ
は
い
わ
ゆ
る
分
銅
型
と
ょ
ば
れ
る
顏
を
正
面
か
ら
み
る
と
上 

と
下
が
ふ
く
ら
み
、
眼
と
耳
の
あ
た
り
が
や
や
く
び
れ
て
い
る
独
特
の
型
を
し
て 

扣
り
、
福
島
県
の
人
形
ヵ
シ
ラ
の
調
査
で
こ
の
型
式
が
発
見
さ
れ
、
し
か
も
非
常 

に
古
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
そ
れ
に
似
て
い
る
。

実
際
に
使
え
な
く
な
っ
て
久
し
い
と
言
わ
れ
る
だ
け
に
由
来
そ
の
他
に
つ
い
て
は 

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

小沢人形の式三番翁の面

小八木人形カシラ



藤
木
人
形(

富
岡
市
藤
木)

西
毛I

帯
に
、
藤
木
人
形
を
み
た
と
い
う
話
を
ょ
く
き
く
。
藤
木
だ
け
の
区
域 

で
や
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
か
な
り
各
地
に
巡
業
に
出
た
人
形
一
座
で
あ
っ
た
。
 

た
だ
現
物
を
ヤ
シ
ロ
に
売
っ
た
と
い
う
こ
と
で
何 

一  

つ
遺
っ
て
い
な
い
。
現
在
九 

十
近
い
人
が
青
年
時
代
に
遺
っ
た
と
い
う
か
ら
、
六
〇
年
前
ま
で
ぐ
ら
い
は
動
い 

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
三
人
遣
い
で
な
く
「
藤
木
の
豆
人
形
」
と
い
っ
てI

人
遣 

い
の
人
形
で
あ
っ
た
。
舞
台
は
民
家
の
大
き
な
座
敷
を
利
用
し
て
や
れ
る
の
が
特 

長
で
あ
っ
た
。

白
倉
人
形(

甘
楽
郡
甘
楽
町
白
會)

三
人
遣
い
の
人
形
で
あ
る
。
現
在
地
元
に
一
体
だ
け
衣
裳
を
つ
け
た
ま
ま
保
存 

さ
れ
て
い
る
。
他
の
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
判
っ
て
い
な
い
が
、

一
時 

(

明
治
時
代)

は
白
倉
人
形
と
し
て
近
郷
に
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

三
人
遣
い 

で
あ
る
。

馬
居
沢
人
形(

甘
楽
郡
下
仁
田
町
馬
居
沢)

二
人
遣
い
の
人
形
で
し
か
も
秩
父
の
横
瀬
人
形
や
吾
妻
郡
高
山
射
尻
高
人
形
な

小八木人形の分銅型カシラ右同(背面)

下仁田町馬居沢人形



ど
と
同
じ
さ
し
金
を
人
形
の
腕
に
つ
け
て
遣
う
独
特
の
豆
人
形
で
あ
る
。
終
戦
後 

神
奈
川
県
の
研
究
家
に
買
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

中
宿
糸
操
灯
籠
人
形
本
調
査
地
区
で
最̂
^

殊
な
人
形
は
安
中
市
中
宿
の
人
達
に 

ょ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
灯
籠
人
形
で
あ
る
。
こ
の
人
形
は
そ
の
都
度
つ
く
ら
れ
る
も 

の
で
、
木
型
に
張
紙
し
て
型
か
ら
抜
く
と
い
う
張
子
で
あ
る
。
す
べ
て
和
紙
を
用 

い
る
。
和
紙
を
籐
で
つ
く
っ
た
骨
に
張
り
、

こ
の
紙
に
蠟
を
ひ
く
。
腹
の
中
に
独 

特
の
カ
ン
テ
ラ
を
つ
け
る
の
で
灯
籠
人
形
と
い
う
。
人
形
の
手
や
足
に
紐
を
つ
け
、
 

天
井
に
上
げ
て
ま
た
奈
落
に
戾
し
て
糸
操
り
で
人
形
を
動
か
す
も
の
で
全
国
で
唯 

一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
曲
目
は
「
三
番
」

「
俵
小
僧
」

「
籠
抜
け
」

「
安
珍
清
姫
」 

で
あ
る
が
、
舞
台
も
そ
の
都
度
掛
舞
台
で
あ
る
。
無
言
劇
で
独
特
の
攤
子
に
ょ
っ
て 

進
行
す
る
。
系
統
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
人
形
の
服
装
が
長
崎
辺
の
風 

俗
画
に
見
ら
れ
る
南
蛮
人
風
の
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
と
は
海
外
か
ら
日
本
に
渡
り
、
 

こ
の
地
に
定
着
し
た
も
の
と
い
う
推
定
は
可
能
で
あ
る
。I

回
の
上
演
に
莫
大
の 

費
用
が
必
要
の
た
め
な
か
な
か
実
演
さ
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

四

式

三

番

高
瀬
の
式
三
番 

富
岡
市
高
瀬
桐
淵
の
高
瀬
神
社
で
謡
曲
の
能
形
式
で
演
じ
ら 

れ

る

「
翁
」
の
舞
で
あ
る
。
例
年
四
月I

日
に
同
神
社
境
内
に
あ
る
旧
歌
舞
伎
舞 

台
を
利
用
し
て
公
演
さ
れ
る
。

こ
の
式
三
番
は
人
形
式
三
番
と
違
ハ
、
人
が
直
妾

能
の
仕
舞
と
同
じ
に
舞
う
も
の
で
、
か
っ
て
は
中
世
芸
能
と
し
て
県
下
各
地
の
農 

村
で
五
穀
豊
穰
、
天
下
泰
平
を
祈
念
し
て
執
り
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
 

各
地
に
遣
る
式
三
番
の
翁
面
や
衣
裳
、
鈴
、
中
啓
、
鼓
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
 

江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
、
元
和
期
を
示
す
も
の
と
し
て
は
邑
楽
郡
板
倉
町.
に
見
ら 

れ
る
し
、
近
世
に
入
っ
て
の
も
の
は
各
地
に
あ
る
。
も
と
も
と
歌
舞
伎
と
は
別
個 

に
独
立
し
て
い
た
芸
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
廃
絶
し
、
 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
は
前
橋
市
ニ
ノ
宮
赤
城
神
社
の
式
三
番
と
高
瀨
の
二
つ
し 

か
な
い
。
高
瀨
の
近
边
で
は
以
前
筆
者
が
下
仁
田
町
で
発
見
し
た
白•

黒
式
尉
の 

翁
面
が
あ
る
か
ら
、
か
な
り
奥
地
で
も
式
三
番
は
や
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で 

あ
ろ
う

〇

こ
の
桐
若
の
式
三
番
は
地
元
の
氏
子
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
るI

座
に
よ
っ 

て
維
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
記
録
で
古
い
も
の
は
台
本
と
舞
い
の
要
点
を 

記
し
た
宝
暦
年
間
の
も
の
が
あ
る
だ
け
で
創
始
に
つ
い
て
は
明
確
な
資
料
を
欠
い 

て
い
る
。

現
在
二
十
人
近
く
で
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
遣
っ
て
い
る
道
具
な
ど
か
ら
み
る 

と
、
白
式
尉
黒
式
尉
の
面
と
面
箱
、
鈴
、
扇
(

中
啓
は
用
い
な
い)

、
鼓
三
、
大 

鼓
二
、
大
太
鼓I

、

柝T

笛
(

七
穴)

四
、
翁
、
千
載
、

三
番
の
衣
裳
な
ど
で 

あ
る
。
開
始
前
に
舞
殿
の
正
面
に
面
を
外
に
出
し
て
面
箱
の
上
に
扣
き
、
こ
れ
を 

御
神
体
と
し
て
、
鼓
、
大
鼓
、
笛
、
鈴
な
ど
を
横
に
並
べ
、
神
酒
と
饌
を
供
え
る 

祭
壇
が
し
つ
ら
え
ら
れ
る
。

舞
殿
は
も
と
歌
舞
伎
舞
台
を
使
用
す
る
。
前
方
の
二
本
の
柱
に
綱
と
四
手
を
結 

び
つ
け
、
天
井
に
も
四
角
に
繩
を
張
り
、
さ
ら
に
対
角
線
に
も
繩
を
張
り
渡
し
、
 

そ
れ
に
四
手
を
下
げ
て
神
聖
な
舞
殿
と
す
る
。

演
出
の
順
序
は
ほ
と
ん
ど
ニ
ノ
宮
の
式
三
番
と
同
じ
で
あ
る
が
、
翁
の
舞
、
尉 

の
舞
に̂

け
る
面
の
受
け
渡
し
が
古
い
形
ち
で
あ
る
の
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ 

う
。
も
と
も
と
素
顏
で
演
じ
て
い
た
も
の
が
面
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
格
ft 

す
る
と
い
う
芸
能
の
原
則
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
面
付
の
前
に
ゆ
き
、
面
を
年 

し
て
か
ら
装
着
し
て
も
ら
う
一
つ
の
儀
式
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

一
回
の
演 

出
は
四
十
分
位
で
こ
れ
も
他
の
式
三
番
と
共
通
し
て
い
る
。
今
後
本
格
的
に
再
練 

習
し
て
長
い
間
乱
れ
て
い
た
も
の
を
整
え
た
上
に
保
存
し
て
ゆ
く
べ
き
も
の
の
一 

つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 

(

萩
原 

進
)

下仁田町馬居沢人形



倉

渕

村

の

民

俗

芸

能

は
じ
め
に

民
俗
芸
能
の
今
次
調
査
で
困
っ
た
こ
と
は
、
各
地
区
の
調
査
員
の
方
々
か
ら
提 

出
さ
れ
た
調
査
表
が
、
ほ
と
ん
ど
芸
能
調
査
の
私
ど
も
の
手
に
来
な
か
っ
た
こ
と 

で
あ
る
。

私
ど
も
は
今
回
の
こ
う
し
た
調
査
以
外
に
、
個
人
的
に
少
々
調
査
を
深
め
て
知 

り
ま
す
の
で
、
さ
し
た
る
困
難
な
こ
と
も
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
地
域
に
永
住 

し
て
い
る
地
区
調
査
員
の
方
々
に
は
、
私
ど
も
よ
り
は
る
か
に
深
い
結
び
つ
き
を 

そ
の
地
に
持
ち
、
深
く
探
究
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
が
多
い
。
こ
う
し
た
方
 々

の
発
見
さ
れ
た
埋
も
れ
た
芸
能
等
を
知
り
、
私
ど
も
の
せ
ま
い
個
人
的
な
調
査
で 

は
な
く
、
こ
う
し
た
私
ど
も
の
せ
ま
い
領
域
の
中
に
、
地
区
調
査
員
の
方
々
の
指 

導
が
欲
し
か
っ
た
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
。

今
回
は
報
告
書
原
稿
に
枚
数
の
制
限
も
ぁ
り
、
倉
淵
村
の
芸
能
を
二
つ
書
い
た 

ら
、
制
限
枚
数
を
突
破
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
地
方
の
芸
能
関
係 

の
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
づ
れ
個
人
的
な
面
で
も
発
表
し
た
い
よ
う
に 

考
え
て
お
り
ま
す
。

I

、
水
沼
の
獅
子

⑴

名 

称 

水
沼
の
獅
子

(2)
所

在

地
 

群
馬
郡
倉
淵
村
水
沼+

⑶
 

保

存

会
 

水
沼
獅
子
舞
保
存
会

(4) 
上

演

日
 

毎
年
十
月
十
八
日

(5) 
上
演
場
所 

宿
、
神
社
、
道
中
、
別
当
の
家(

二
軒)

(6) 
演
技
者
の
組
織

古
く
、
水

沼.

中

尾.

中
郷
の
三
つ
の
部
落
で
獅
子
を
協
同
で
行
っ
て
き
た
。
 

し
か
し
、
現
在
は
水
沼
だ
け
で
行
う
。

• 

こ
の
獅
子
舞
組
に
入
る
に
は
、
こ
の
地
域
に
生
ま
れ
た
長
男
で
な
け
れ
ば
な 

ら
な
か
っ
た
。
獅
子
舞
を
行
う
も
の
は
、
少
年
で
十
ニ
オ
〜
十
五
才
く
ら
い
の 

も
の
と
、
青
年
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら
四
十
七
年
ま
で
、

こ
の
獅
子
も
中
止
と
な 

っ
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
復
活
し
、
こ
の
時
か
ら
少
年
の
舞
う
獅
子
で
は

な
く
、
こ
の
村
の
青
年
衆
に
よ
〇
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

獅
子
組
の
古
く
は
、
子
ど
も
が
獅
子
組
に
入
り
、
中
年
者
が
そ
の
指
導
に
あ 

た
っ
た
。
そ
の
際
の
獅
子
の
組
織
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

① 

古
老.
.

指
導
係
。

②
 

獅
子
世
話
役.
.

大
人
獅
子
を
ふ
る
。

③
 

子
ど
も
獅
子.
.

子
ど
も
で
獅
子
を
ふ
る
。

④ 

シ
ン
コ.
.
.
.
.

道
具
の
仕
来
役
。

⑺

練
習

古
衣
神
社
の
祭
典(

十
月
十
九
日)

に
奉
納
さ
れ
る
獅
子
で
あ
る
が
、
獅
子 

舞
は
十
八
日
の
宵
晩
か
ら
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
獅
子
を
行
う
に
は
例
年
練
習 

が
あ
り
、
十
月
二
日
に
村
の
世
話
人
が
会
議
を
も
っ
て
、
そ
の
年
い
か
に
行
う 

か
を
決
め
る
。

練
習
は
ほ
と
ん
ど
十
月
五
日
よ
り
行
う
。
練
習
す
る
場
所
を
「
宿
」
と
い
い
、
 

村
の
大
き
な
家
を
借
り
て
一
晩
扣
き
に
行
っ
た
。
現
在
は
三
区
の
公
民
館
で
夜 

間
行
う
。

古
く
は
練
習
は
夜
八
時
〜
十
二
時
頃
ま
で
で
、
思
う
よ
う
に
舞
え
な
い
と
、
 

指
導
者
か
ら
き
び
し
く
怒
ら
れ
、
更
に
、
足
で.
け
と
ば
さ
れ
る
こ
と
な
ど
よ
く 

あ
っ
た
と
い
う
。

夜
知
そ
く
ま
で
練
習
す
る
の
で
腹
も
へ
り
、
宿
で
ア
ズ
キ
の
ヵ
ユ
を
作
っ
て
は
、
 

毎
晩
出
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
村
で
出
費
す
る
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
で 

自
分
も
ち
で
あ
っ
た
。
村
の
獅
子
舞
を§

分
の
家
を
宿
と
し
、
練
習
さ
れ
る
の 

は
縁
起
が
い
い
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。

⑻

楽
器

こ
の
獅
子
は
三
匹
だ
け
の
獅
子
で
、

。
前
獅
子

。
中
獅
子

。
後
獅
子

で
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獅
子
は
腰
太
鼓
をI

つ
ず
つ
腰
に
付
け
、
そ
れ 

を
打
ち
な
ら
し
な
が
ら
舞
う
。

そ
の
他
、
サ
サ
ラ
ー
本.

笛
五
本•

鉦
(

タ
ッ
ッ
ケ)

I  

つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
 

附
帯
物
と
し
て
、



① 

オ
ン
ベ
ィ(

竹
製
二
尺
程
の
も
の)

I

本

② 

角
万
燈 

三
本

③ 

カ
サ
ボ
コ
三
本

⑼

獅
子
舞
の
次
第

当
日
は
宿
か
ら
ふ
り
始
め
る
。

こ
の
時
は
子
ど
も
に
ょ
っ
て
獅
子
を
舞
う
。
 

更
に
、
神
社
に
行
き
、
そ
こ
で
も
子
ど
も
獅
子
が
行
わ
れ
る
。
次
に
、
別
当« 

神
社
の
守
番)

の
家
で
、
こ
こ
で
は
扣
と
な
に
ょ
っ
て
舞
わ
れ
る
。

行
列
の
順
序
は
、

先
頭
に
村
役
人
、
万
燈«

角
万
燈
と
カ
サ
ボ
コ
計
六
本)

、
次
に
獅
子
三
匹
、
 

サ
サ
ラ.

オ
ン
ベ.

カ
ン
カ
チ
と
並
び
、
最
後
に
村
人
が
大
勢
つ
き
ま
と
う
。
 

行
列
が
進
行
す
る
時
は
、
途
中
獅
子
は
シ
ヤ
ギ
リ
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
進
行
す 

る
〇

W

曲
目

① 

宿 

辻
が
た
め

② 

神
社

知
宮
め
ぐ
り

辻
が
た
め

獅
子
の
子

ん
さ
さ
ぐS

つ
る
ぎ

う
た
ぎ
り

め
じ
し
が
く
し

③ 

別
当
の
家 

ぎ
ん
ぎ
や
く

以
上
の
曲
目
を
行
う
が
、
こ
れ
ら
に
は
獅
子
舞
と
獅
子
舞
唄
が
つ
い
て
い
る
。

肋
獅
子
舞
唄

①

宮
め
ぐ
り

く

こ
の
宮
は
、

こ
の
宮
は
、
ひ
だ
の
た
く
み
の

建
て
た
宮

く
さ
び

一  

つ
で
建
て
た
宮
、
く
さ
び

I  

つ
で

建
て
た
宮

く 

ひ
え
ん
柱
、
ひ
え
ん
柱
、
さ
て
も
み
ご
と
に

み
が
き
や
建
て
た

さ
て
も
み
ご
と
に
、
み
が
き
や
建
て
た

② 

辻
が
た
め

お
庭
の
よ
う
す
、

知
庭
の
よ
う
す
、
心
静
か
に
眺
む
れ
ば 

さ
て
も
み
ご
と
な
辻
が
た
め
よ
、
さ
て
も
み
ご
と
な
辻
が
た
め
よ

③ 

獅
子
の
子

ベ
て
ん
じ
く
て
ん
の
、

て
ん
じ
く
て
ん
の

あ
い
そ
め
か
わ
ら
ぬ
は
た
に
こ
そ

ち
く
し
む
す
め
の
、
か
み
の
た
た
れ
た

ち
く
し
む
す
め
の
、
か
み
の
た
た
れ
た

ZA
め
じ
し
ど
の
、
め
じ
し
ど
の
、
伊
勢
や
熊
野
の
ご
り
よ
う
も
う
て
、
 

ご
さ
ん
の
ひ
も
を
、
知
と
き
あ
れ
や

ご
さ
ん
の
ひ
も
を
、
扣
と
き
あ
れ
や

獅
子
の
子
は
、
獅
子
の
子
は

生
れ
て
落
ち
る
と
伊
勢
育
ち

腰
に
さ
し
た
は
、
伊
勢
の
扣
ん
は
ら
い

腰
に
さ
し
た
は
、
伊
勢
の
扣
ん
は
ら
い

④ 

ぎ
ん
ぎ
や
く

人
ぎ
ん
ぎ
や
く
ま
い
は
、
ぎ
ん
ぎ
や
く
ま
い
は

腰
に
さ
し
た
る
こ
わ
き
ざ
し

つ
は
も
め
ぬ
き
も
、
み
な
こ
が
ね
よ

つ
ば
も
め
ぬ
き
も
、
み
な
こ
が
ね
よ

人
こ
の
ほ
ど
は
、
こ
の
ほ
ど
は

ま
い
ぬ
ま
い
ぬ
と
思
え
ど
も

足
が
ひ
き
足
で
、
飛
ぶ
に
飛
ば
れ
ぬ

足
が
ひ
き
足
で
、
飛
ぶ
に
飛
ば
れ
ぬ

人
奥
山
で
、
奥
山
で

け
ん
け
ん
ほ
ろ
り
と
鳴
く
鳥
は

こ
れ
で
ご
け
し
の
籠
の
鳥

こ
れ
で
ご
け
し
の
籠
の
鳥



A
S

な
り
様
は
、
い
な
り
様
は

さ
ま
障
子
を
引
き
開
け
て 

舞
の
さ
さ
ら
を
、

扣
め
に
か
け
ま
す 

舞
の
さ
さ
ら
を
、

お
め
に
か
け
ま
す

⑤ 

つ
る
ぎ

く
つ
る
ぎ
の
舞
は
、

つ
る
ぎ
の
舞
は 

さ
て
も
み
ご
と
に
舞
う
た
り
よ 

あ
く
ま
し
よ
う
げ
を
、
ふ
み
や
し
ず
め
る 

あ
く
ま
し
よ
う
げ
を
、
ふ
み
や
し
ず
め
る

⑥ 

う
た
ぎ
り

A

ま
い
り
き
て
、
ま
い
り
き
て

こ
れ
の
知
庭
を
眺
む
れ
ば 

こ
が
ね
こ
く
さ
が
、
足
に
か
ら
ま
る 

こ
が
ね
こ
く
さ
が
、
足
に
か
ら
ま
る

⑦ 

さ
さ
ぶ
り

叭
た
て
た
こ
ざ
さ
の
み
ご
と
さ
よ

い
ど
む
と
こ
ろ
は
、
花
の
都
よ

⑧ 

め
じ
し
か
く
し

A

思
い
も
よ
ら
ぬ
、
思
い
も
よ
ら
ぬ 

朝
霧
が
知
り
て

そ
こ
で
め
じ
し
を
、
か
く
し
と
ら
れ
た 

そ
こ
で
め
じ
し
を
、
か
く
し
と
ら
れ
た

A

な
に
と
め
じ
し
を
か
く
し
て
も

つ
い
にI

度
は
、
め
ぐ
り
あ
わ
せ
る 

つ
い
にI

度
は
、
め
ぐ
り
あ
わ
せ
る

A

や
く
し
の
こ
の
そ
ば
命
く
れ
て 

め
じ
し
扣
じ
し
が
、
肩
を
な
ら
べ±
 

め
じ
し
扣
じ
し
が
、
肩
を
な
ら
べ
た

A

扣
く
山
の
、
扣
く
山
の

松
に
か
ら
ま
る
つ
た
の
葉
の

え
ん
が
切
れ
れ
ば
、
ほ
ろ
り
ほ
ぐ
れ
る

え
ん
が
切
れ
れ
ば
、
ほ
ろ
り
ほ
ぐ
れ
る

M

山

力

ら

力

dj
力
ら
力

山
が
う
い
と
て
里
へ
出
て

こ
れ
の
扣
庭
で
、
は
ね
を
や
す
め
た

こ
れ
の
扣
庭
で
、
は
ね
を
や
す
め
た

叭
越
後
で
は
何
が
ご
ゆ
さ
ん

茶
屋
の
小
娘
と

小
包
み
ま
く
ら
で
、
ね
た
夜
が
ゆ
さ
ん

小
包
み
ま
く
ら
で
、
ね
た
夜
が
ゆ
さ
ん

A

ふ
ど
う
の
宿
で
、
ふ
ど
う
の
宿
で

宿
の
小
娘
に
め
が
く
れ
て

た
つ
に
た
た
れ
ぬ
、
ふ
ど
う
の
宿
よ

た
つ
に
た
た
れ•
ぬ
、
ふ
ど
う
の
宿
よ

ペ
し
ら
さ
ぎ
が
、
し
ら
さ
ぎ
が

海
の
と
な
か
へ
巣
を
た
て
て

波
に
ゆ
ら
れ
て
、
ぽ
っ
と
た
ち
そ
ろ
う

波
に
ゆ
ら
れ
て
、
ぽ
っ
と
た
ち
そ
ろ
う

A

あ
ま
り
踊
れ
ば
、
花
も
散
る

い
ざ
や
若
い
衆
、
花
の
見
に
や
か
へ

い
ざ
や
若
い
衆
、
花
の
見
に
や
か
へ

以
上
が
獅
子
舞
唄
で
あ
る
が
、
こ
の
水
沼
の
獅
子
舞
の
順
序
の
記
さ
れ
た
文
書 

を
見
て
み
る
と
、
大
正
十
三
年
に
は
次
の
よ
う
な
順
序
で
行
わ
れ
て
い
る
。

① 

宮
廻
り

〇
れ
い
れ
ん
ぎ
り

〇

し
り
つ
か
し
、
お
か
ざ
き

〇
引
き
は
獅
子
し
や
ぎ
り

② 

津
じ
が
た
め

〇

よ
め
ご

〇
か
つ
ぎ̂

か
ざ
き

〇
引
き
は

〇

獅
子
し
や
ぎ
り



③ 

し
り
な
か

。
獅
子
の
子

〇

扣
ん
ベ

〇
弓
き
は

〇

»

子
し
や
ぎ
り

④ 

ぎ
ん
ぎ
や
く

〇
入
り
は

〇
ぎ/

て
ぎ
や

く

〇
し
ん
ぎ
ょ
ぅ
び
ょ
ぅ
し 

〇
引
き
は

〇

師

子

し

や

り

⑤ 

笹
ぐ
い

〇
入
り
は

〇
さ
さ
ぐ
い

。太
郎
や

〇
弓
き
は

〇

獅
子
し
や
ぎ
り

@

歌
ぎ
り

〇
入
り
は

〇

ざ
っ
こ
ぶ
み

。
歌
ぎ
り

〇
弓
き
は

〇

師
子
し
や
ぎ

⑦

つ
る
ぎ

〇
入
り
は

〇

つ
る
ぎ
の
舞

〇
つ
ん
つ
ん

〇

骨
っ
か
え
り
、
お
か
ざ
き 

〇
弓
き
は

〇

師
子
し
や 

@

女
獅
子
か
く
し

〇̂

か
ざ̂

u

〇
引
き
は"

〇S

子
し
や

ぎ

り

⑽

水
沼
獅
子
の
特
徴

こ
の
獅
子
舞
は
古
く
越
後
の
人
が
、

こ
の
地
に
伝
え
た
と
の
俚
伝
が
あ
る
。
 

こ
の
獅
子
舞
は
、
こ
の
村
に
昔
疫
病
が
流
行
し
、

こ
の
獅
子
に
よ
っ
て
除
けX
 

う
と
し
た
こ
と
か
ら
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
。

現
在
は
作
物
の
予
祝
や
家
内
安
全
な
ど
の
意
味
を
も
っ
て
、
古
衣
神
社
の
祭
典 

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
時
中
の
南
京
か
ん
落
の
時
に
も
舞
わ
れ
た
。

ま
た
、
 

長
雨
に
な
る
と
天
気
に
な
る
よ
う
に
と
、
天
気
祭
り
の
時
こ
の
獅
子
舞
を
出
す
。
 

こ
の
獅
子
を
出
す
と
天
気
が
良
く
な
る
の
だ
と
い
う
。

こ
の
獅
子
は
明
治
は
じ
め
上
郷
へ
伝
承
し
た
。
現
在
こ
の
上
郷
部
落
で
は
消
滅 

し
て
し
ま
い
、
獅
子
道
具
の
み
残
る
。
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
、
東
京
靖
国
神 

社
へ
、
三
十I

年
に
高
崎
護
国
神
社
へ
奉
納
演
奏
し
て
い
る
。

こ
の
獅
子
は
三
匹
立
ち
の
獅
子
舞
で
あ
る
が
、
各
獅
子
頭
の
後
に
付
け
て
あ 

る
紙
を
、
村
人
が
欲
し
が
る
。
家
に
こ
の
紙
を
持
ち
帰
る
と
、
子
ど
も
が
丈
夫 

に
育
つ
と
い
う
い
わ
れ
が
あ4

。
こ
の
紙
は
年
々
付
け
か
え
る
。
現
在
は
小
さ 

い
へ
ィ
ソ
ク
を
作
っ
て
知
い
て
、
村
の
衆
に
わ
け
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

ま
た
、
こ
の
獅
子
に
は
、
子
ど
も
と
青
年
が
舞
う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
県
下 

の
獅
子
舞
の
ほ
と
ん
ど
が
、
稚
児
獅
子
が
少
な
く
、
青
年
衆
の
み
で
行
う
処
が 

多
い
が
、
子
ど
も
組
と
青
年
組
と
に
よ
っ
て
獅
子
舞
を
行
う
水
沼
の
獅
子
は
於 

も
し
ろ
い
。

¢3)
直

会(

笠
ぬ
ぎ)

と
獅
子
道
具
の
管
理

獅
子
舞
が
す
む
と
笠
ぬ
ぎ
行
事
を
行
う
。
笠
ぬ
ぎ
は
、
獅
子
組
の
者
と
祭
世 

話
人
が
、
別
当
の
家
に
集
り
、

「
手
じ
め
」
を
行
い
、
ご
神
酒
を
載
く
。
古
く 

は
、
別
当
の
家
で
笠
ぬ
ぎ
行
事
の
費
用
は
す
べ
て
ま
か
な
っ
た
。
そ
の
当
時
、
 

村
で
別
当
の
家
に
「
甘
酒
た
ん
ぼ
」
と
呼
ぶ
田
を
無
料
で
分
け
与
え
、
そ
こ
で 

収
穫
で
き
た
米
で
甘
酒
を
造
り
、
笠
ぬ
ぎ
等
の
神
事
に
関
係
し
た
行
事
に
は
、
 

甘
酒
を
ふ
る
ま
っ
た
。
現
在
で
は
、
別
当
制
度
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
奉
納
が 

済
ん
だ
獅
子
道
具
は
、
別
当
が
道
具
の
清
掃
を
し
て
、
別
当
の
家
に
し
ま
い
込 

み
管
理
し
た
。



二
、
川
浦
の
獅
子

(1)
名 

称 

川
浦
の
獅
子

⑵

所

在

地
 

群
馬
郡
倉
淵
村
川
浦

(3) 

保

存

会
 

川
浦
獅
子
舞
保
存
会

(4) 

上

演

日
 

毎
年
四
月
二
十
日

⑸

上
演
場
所 

別
当
の
家•

神
社

(6)
演
技
者
の
組
織

古
く
は
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
獅
子
組
に
入
c>
た
。
川
浦
地
区
に
生 

れ
た
長
男
で
な
け
れ
ば
、
獅
子
組
に
入
れ
な
か
-s>
た
。
現
在
は
こ
の
地
区
の
青 

年
衆
に
よ
-O
て
伝
承
さ
れ
る
。

① 

シ
ン
コ(

新

人)

こ
の
獅
子
に
入
会
し
た
ば
か
り
の
者
で
、
は
じ
め
は
獅
子
の
見
学
。

② 

親
方

指
導
者
で
、
昭
和
の
初
め
頃
は
こ
の
地
区
の
友
田
米
治
郎•

反
田
定
次
郎
氏

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

③ 

古
参

青
年
衆
に
手
を
と
っ
て
獅
子
舞
を
教
え
る
役
。

こ
の
獅
子
は
三
匹
だ
ち
で

。
ほ
う
が
ん«

先
獅
子)

〇

中
じ
し

〇

あ
と
じ
し

と
呼
ば
れ
、

知
す
獅
子
二
匹
、
め
す
獅
子|

匹
で
ぁ
る
。
更
に
、
さ
さ
ら
一
人
、
 

カ
ン
カ
チ|

人
と
、
大

胴|

人
、
笛
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

⑺

練
習

昭
和
二
十
七
年
、
川
浦
で
の
別
当
制
度
は
廃
止
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は 

獅
子
の
練
習
は
別
当
の
家
で
行
っ
た
。

.  

四
月
二
十
日
が
諏
訪
神
社
の
祭
り
で
ぁ
り
、

こ
の
祭
典
に
獅
子
舞
を
奉
納
す 

る
が
、
獅
子
の
練
習
は
四
月
五
日
よ
り
行
う
。
四
月
一
日
に
祭
世
話
人
が
集
っ 

て
、
今
年
の
獅
子
を
い
か
に
行
う
か
の
会
議
を
も
ち
、
獅
子
練
習
等
に
つ
き
こ 

の
時
決
定
す
る
。
 

,

練
習
は
夜
八
時
か
ら
十
二
時
頃
ま
で
行
う
。
時
に
よ
っ
て
は
、
夜
の
更
け
る

ま
で
行
っ
た
。
練
習
の
都
度
、.
毎
日
村
か
ら
三
升
ず
つ
の
酒
が
出
さ
れ
、
親
方 

に
あ
た
る
者
は
初
め
か
ら
飲
酒
し
て
い
る
の
に
、

シ
ン
コ
な
ど
は
き
び
し
く
制 

限
さ
れ
、
飲
め
な
か
っ
た
。
親
方
の
権
限
は
た
い
し
た
も
の
で
、
祭
世
話
人
や 

神
社
総
代
ま
で
怒
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

別
当
の
家
で
は
毎
日
の
練
習
時
に
は
火
を
知
こ
し
、
知
茶
の
接
待
、
酒
の
肴 

の
用
意
な
ど
し
て
大
変
だ
っ
だ
。

練
習
は
別
当
の
庭
で
行
い
、
暗
い
ラ
ン
プ
の
下
で
や
っ
た
。
電
灯
が
つ
く
ょ
ぅ 

に
な
っ
て
か
ら
は
、
電
灯
に
か
わ
っ
た
。

ま
た
、
雨
の
夜
な
ど
別
当
の
家
の
台 

所
で
練
習
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

舞
の
練
習
は
き
び
し
く
、
舞
子
は
便
所
へ
行
っ
て
も
、
足
が
痛
く
て
し
ゃ
が
め 

な
い
程
だ
っ
た
と
い
ぅ
。

(8)
楽
器

① 

腰
太
鼓 

三
個

② 

笛 

六
〜
十
本

③ 

サ
サ
ラ 

ー
本

④ 

カ
ン
カ
チ 

|

個

⑤ 

大
太
鼓 

|

個

こ
の
ほ
か
、
附
帯
物
と
し
て
、

① 

だ
し

② 

万
燈

③ 

オ
ン
ベ

⑼

曲
目

① 

扣
宮
巡
り
舞

② 

ら
い
で
ん
ぎ
り
の
舞

③ 

入
り
は
の
舞

④ 

神
楽
舞

⑤ 

天
狗
拍
子
の
舞

⑥ 

朝
ぎ
り
の
庭
の
舞

⑦ 

笹
ぎ
り
の
舞

⑧ 

三
拍
子
の
舞

⑨ 

歌
ぎ
り
の
舞



⑩

め
じ
し
が
く
し
の
舞

⑽

獅
子
舞
の
次
第

四
月
十
九
日
の
祭
典
前
日
に
「
ぶ
っ
つ
知
れ
え
」
と
い
っ
て
、
別
当
の
庭
に 

昼
す
ぎ
集
っ
て
総
練
習(

仕
上
げ)

を
行
う
。
ぶ
っ
つ
知
れ
え
が
す
む
と
、
全 

員
に
膳
ぶ
が
つ
き
、
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。

二
十
日
の
祭
典
当
日
に
な
る
と
、
別
当
の
家
の
奥
座
敷
か
ら
舞
は
じ
め
る
。
 

座
敷
で
笛
方
が
「
道
笛
」
を
ひ
と
く
だ
り
吹
き
終
る
と
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し 

な
が
ら
、
全
員
立
っ
て
、

二
回
目
の
道
笛
に
よ
っ
て
出
掛
け
る
。

行
列
の
順
序

① 

先
頭
は
ダ
シ
ニ
つ
。
世
話
人
が
持
つ
。

② 

ォ
ン
ベ
。
親
方
が
持
つ
。

③ 

笛
方
。

五
人(

先
頭
は
笛
頭
。
次
に
笛
の
小
頭
が
続
く
。
)

④ 

サ
サ
ラ◦

一
人

⑤ 

獅
子
。

三
匹(

ホ
ー
ガ
ン
、
中
獅
子
、
後
獅
子)

⑥ 

カ
ン
カ
チ
。I

人
。

⑦ 

大
太
鼓
。

世
話
人
が
背
負
っ
て
歩
く
。

⑧ 

村

人(

多
勢)

以
上
が
順
序
で
ぁ
る
が
、
獅
子
は
別
当
の
家
か
ら
ふ
り
出
し
、
神
社
へ
と
行
く
。
 

別
当
の
家
か
ら
神
社
ま
で
百
五
十
米
程
。
沿
道
に
は
村
人
が
並
ぶ(

見
物)

。
 

獅
子
の
行
列
は
道
笛
を
吹
き
な
が
ら
、
静
か
に
歩
く
。
神
社
の
昇
旗
の
下
ま
で 

く
る
とI

休
み
。
道
笛
が
す
む
と
、
ま
た
神
社
へ
向
っ
て
歩
き
、
神
社
の
石
段 

の
処
で
又
一 

休
み
、
道
笛
の
吹
き
終
る
の
を
待
つ
。
道
笛
が
終
る
と
神
社
へ
と 

昇
り
、

神
社
の
前
で
鈴
を
振
り
鳴
ら
し
て
拝
み
終
る
と
、
獅
子
行
列
は
神 

社
を
ひ
と
め
ぐ
り
す
る
。

こ
こ
で
親
方
が
獅
子
舞
唄
を
歌
う
。

AA

前
が
か
り
を
眺
む
れ
ば

み
が
き
た
て
た
る
、
ひ
え
ん
柱

こ
の
歌
が
す
む
と
、
こ,
こ
で
新
人
に
よ
っ
て
「
扣
宮
巡
り
の
舞
」
を
舞
う
。
こ 

の
舞
を
二
回
行
う
と
、
又
頭
に
よ
っ
て
獅
子
舞
唄
「
こ
の
宮
の
う
え
」
が
歌
わ 

れ
る
。

こ

の
宮
は
、
ひ
だ
の
た
く
み
が

建
て
た
宮
よ
、
く
さ
び一

つ
で

四
方
を
か
た
め
た

次

に

「
ら
い
で
ん
ぎ
り
の
舞
」
が
新
人
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
。
(

三
回
舞
わ
れ 

る
。
)

次

に

「
入
り
は
の
舞
」
と
な
る
。
入
り
は
の
舞
は
、|

匹
一
匹
の
獅
子
が
舞
い 

な
が
ら
神
社
へ
礼
を
す
る
。
こ
こ
ま
で
が
「
知
宮
巡
り
の
舞
」
で
あ
る
。
こ
の 

知
宮
巡
り
の
舞
が
す
む
と
、
次
は
神
楽
舞
と
な
る
。
神
楽
舞
を
行
う
に
は
、
神 

社
の
境
内
に
「
踊
り
場
作
り
」
と
い
っ
て
、
神
楽
舞
を
す
る
場
所
作
り
を
す
る
。
 

踊
り
場
は
「
三
間
ま
る
み
」
の
広
さ
の
も
の
で
あ
る
。
踊
り
場
の
図
を
示
す
と 

次
の
よ
う
に
な
る
。
(

図

I  
)

次
に
笛
と
大
胴
が
加
っ
て
「
神
楽
舞
」
が
行
わ
れ
る
。
神
楽
舞
は
、
サ
サ
ラ
と 

ホ
ー
ガ
ン
獅
子
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
、
静
か
で
実
に
優
雅
な
舞
で
あ
る
〇 

神
楽
舞
は
、
古
く
か
ら
芝
居
の
「
三
番
叟
」
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
に
マ 

チ
ガ
ィ
た
り
、
足
を
踏
み
そ
こ
ね
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
「
オ
キ
テ
」
が
あ
り
、
 

実
に
厳
粛
な
舞
で
あ
る
。

以
上
、
神
楽
舞
がI

座
す
む
と
、

「
神
楽
の
御
神
酒
と
い
っ
て
酒
が
一
升
出 

さ
れ
、
こ
の
時
、
別
当
の
家
で
世
話
人
が
炊
い
た
ゴ
モ
ク
メ
シ
を
、

ス
ダ
レ
の 

か
げ
で
酒
を
ッ
ユ
に
し
て
食
べ
る
。

こ
の
時
の
昼
食
が
喰
え
る
の
は
、
獅
子
舞 

連
の
者
と
総
代
、
世
話
人
、
招
待
者
だ
け
で
あ
る
。
飯
も
大
ど
ん
ぶ
り
に
「
一咼 

盛
り
」
と
い
っ
て
、
飯
が
山
に
な
る
ほ
ど
よ
そ
っ
て
食
べ
る
。

昼
食
が
す
む
と
、

「
天
狗
拍
子
の
庭
の
舞
」
か
ら
行
わ
れ
、
こ
の
舞
は
六
回
行 

わ
れ
る
。
こ
の
舞
の
時
は
、
ホ
ー
ガ
ン
獅
子
が
幕
を
開
け
て
は
、
中
獅
子
、
後 

獅
子
を|

匹
ず
つ
む
か•
え
入
れ
て
舞
う
。



む
か
え
る
時
も
ホ
ー
ガ
ン
獅
子
は
、
後
じ
し
ゃ
り
で
む
か
え
る
の
が
礼
儀
と
さ 

れ
て
い
る
。
む
か
え
終
る
と
は
じ
め
か
ら
天
狗
拍
子
の
舞
が
行
わ
れ
る
が
、
表 

で
は
サ
サ
ラ•

カ
ン
カ
チ
が
振
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
、
歌
が
入
る
。

A

京
か
ら
く
だ
り
の
、
か
な
え
の
び
ょ
ぅ
ぶ

ひ
と
え
ん
さ
ら
り
と
、
ひ
き
な
ま
わ
っ
た

* 
'

獅
子
の
子
は
、
京
で
生
れ
て
、
伊
勢
育
ち

こ
し
に
さ
し
た
は
、
伊
勢
の
知
ん
は
ら
い

八
さ
く
ら
木
を
、
二
つ
に
ひ
き
わ
け

も
ん
に
た
て
て
も
、
花
が
咲
き
そ
ろ
ぅ

七
つ
拍
子
、
や
れ
八
つ
拍
子

九
つ
拍
子
に
、
て
ん
ぐ
拍
子

こ
の
歌
が
す
む
と
、
次

に

「
朝
ぎ
り
の
庭
の
舞
」
と
な
る
。
ホ
ー
ガ
ン
獅
子
が 

「
天
狗
拍
子
の
庭
の
舞
」
の
時
と
同
様
、
幕
を
開
け
て
各
獅
子
を
む
か
え
入
れ 

て
行
う
。
こ
の
時
も
歌
と
な
る
。

'

も
み
じ
散
り
て
、
雲
が
立
つ

こ
れ
の
と
こ
ろ
は
、'
花
の
都
ょ

次

に

「
笹
切
り
の
舞
」
と
変
る
。
他
の
獅
子
の
む
か
え
方
は
前
座
と
同
様
。

こ 

こ
で
又
歌
と
な
る
。

こ
の
時
の
歌
は
強
く
う
た
う
。

A

奥
山
に
、
た
て
た
こ
ざ
さ
の
み
ご
と
さ
は

こ
れ
の
と
こ
ろ
が
花
の
都

丨
こ
の
歌
が
終
る
と
獅
子
は
荒
れ
て
く
る
一

人
天
ご
く
の
、
天
の
河
原
の
は
た
に
こ
そ

ち
ぐ
さ
結
び
の
、
か
り
の
戸
を

た
て
た
縁
が
切
れ
れ
ば
、
ほ
ろ
り
ほ
ぐ
れ
る

次

に

「
三
拍
子
の
舞
」
と
な
り
、
各
獅
子
の
む
か
え
方
な
ど
は
前
座
と
同
じ
。
 

こ
の
舞
も
非
常
に
優
雅
な
舞
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
と
な
る
。

A

サ
サ
ラ
が
み
た
く
ば
、
い
た
ど
を
出
し
て

や
れ
板
戸
の
上
で
も
、
サ
サ
ラ
三
拍
子

次

は

「
歌
ぎ
り
の
舞
」
。
獅
子
の
む
か
え
方
は
前
座
と
同
じ
。
こ
の
舞
の
特 

徴
は
、
笛
が
少
な
く
反
対
に
歌
が
多
い
。
又
、
舞
の
ふ
り
方
が
特
に
む
つ
か 

し
い
。

(図1)川浦獅子の神楽舞•舞う場図

三間まるみの
踊り場

紅
白
の
幕
を
ひ
く

大
太
鼓
を
い
わ
い
つ
け
る

神社 笛方

スタレを
たてる

万
燈

万
燈



く

松
に
か
ら
ま
る
、

つ
た
の
葉
も

縁
が
切
れ
れ
ば
、
ぽ
つ
り
ほ
ぐ
れ
る

く

こ
れ
の
知
庭
を
、
な
が
む
れ
ば

こ
が
ね
こ
ぐ
さ
が
、
足
に
か
ら
ま
る

い
ざ
さ
ら
ば
、
わ
れ
も
ち
り
に
か
ら
ま
る

最
後
に
「
め
じ
し
か
く
し
舞
」〇

獅
子
の
む
か
え
方
は
同
じ
。
そ
し
て
歌
と
な 

る
。
静
か
な
舞
で
ぁ
る
。

-X
思
い
も
ょ
ら
ぬ
、
朝
ぎ
り
が
お
り
て

そ
れ
で
め
じ
し
を 

か
く
さ
る
と
申
す
と
な

ペ
な
ん
ぼ
め
じ
し
を
か
く
し
て
も

つ
い
に 

一  

度
は 

め
ぐ
り
逢
う
と
な

A

や
く
し
の
ご
む
し
ょ
う
が 

つ
い
し
れ
て

め
じ
し
扣
じ
し
の
肩
を
な
ら
べ
て

イ
や
ま
が
ら
が
山
が
扣
い
と
て
里
に
出
て

こ
れ
の
知
庭
に
羽
根
を
休
め
る

€

白
さ
ぎ
が
、
海
の
と
な
か
へ
巣
を
た
て
た

波
に
ゆ
ら
れ
て
、
ぱ
つ
と
立
ち
揃
う

以
上
で
神
楽
舞
は
終
る
が
、
親
方
の
ぁ
い
さ
つ
と
な
り
、
着
物
に
着
が
え
、
全 

員
で
千
秋
楽
の
謡
を
親
方
の
音
頭
で
う
た
い
、

「
手
う
ち
」
を
し
て
終
了
と
な 

る
〇

別
当
の
実
に
帰
つ
て
、
直
会
と
な
る
。
獅
子
頭
、
太
鼓
等
の
道
具
は
新
人
が
別 

当
の
家
に
持
ち
帰
り
、
別
当
の
家
の
床
ノ
間
に
美
し
く
飾
る
。
他
の
道
具
は
世 

話
人
が
持
ち
運
ぶ
。

翌
日
に
は
「
勘
定
酒
」
と
い
〇
て
、
無
事
終
了
し
た
祝
を
別
当
の
家
で
行
う
。
 

こ
の
時
の
出
席
者
は
総
代.

世
話
人
だ
け
で
あ
る
。

g

 

川
浦
獅
子
の
特
徴
と
附
帯
目
的

こ
の
獅
子
舞
の
特
徴
は
、
獅
子
舞
に
神
楽
舞
と
称
し
て
、
芝
居
の
三
番
叟 

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
舞
の
ヘ
ン'
、ハ
ィ
と
い
、
、
カ
ン
カ
チ
が
顔 

に

「
ク
マ
ド
リ
」
な
ど
し
て
い
る
の
は
、
三
番
叟
の
流
れ
を
も
つ
も
の
で
あ 

ろ
う
。
し
か
し
、
も
う
少
し
研
究
し
て
み
な
け
れ
ば
、
正
し
い
三
番
叟
か
否 

か
、•
さ
だ
か
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
県
下
の
獅
子
舞
に
こ
の
ょ
う
な
神
楽 

舞
が
結
び
つ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
は
な
は
だ
め
ず
ら
し
い
こ
と
で 

あ
る
。

な
扣
、
こ
の
獅
子
の
附
帯
目
的
は
、
古
く
こ
の
地
に
猿
や
猪
が
出
て
、
盱 

作
物
を
荒
し
、
又
人
に
被
害
を
与
え
た
。
そ
こ
で
、
獅
子
舞
を
吾
妻
郡
の
萩 

生
か
ら
習
い
覚
え
て
き
て
、
は
じ
め
た
の
だ
と
い
う
俚
伝
が
あ
る
。
そ
の
後
、
 

こ
の
村
に
疫
病
が
流
行
し
、
こ
の
獅
子
舞
で
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
 

現
在
で
も
疫
病
除
け
が
こ
の
獅
子
舞
の
附
帯
目
的
で
あ
る
と
い
う
。

(12
他
地
域
へ
の
奉
納
舞
と
保
存
会
の
現
状

こ
の
地
方
で
は
、
川
浦
の
獅
子
舞
は
格
式
が
あ
る
と
さ
れ
、
奉
納
舞
に
依 

頼
さ
れ
る
こ
と
も
過
去
に
多
か
っ
た
が
、
明
治
の
頃
の
奉
納
関
係
に
つ
い
て 

は
不
明
で
あ
る
。

昭
和
十
年
と
昭
和
三
十
五
年
に
、
川
浦
の
宮
原
浅
間
神
社
へ
奉
納
し
。
ま
た
、
 

昭
和
三
十
五
年
、
三
十
七
年
に
高
崎
の
護
国
神
社
へ
奉
納
し
て
い
る
。
 

な
扣
、

こ
の
川
浦
獅
子
保
存
会
は
、
昭
和
五
十
年
現
在
、
会

長.

宮
下
桂 

太
郎
以
下
二
十
名
に
ょ
っ
て
組
織
さ
れ
、
獅
子
の
現
役
者
は
次
の
通
り
。
 

。
頭 

中
沢
文
五

。
前
獅
子 

中

沢

潔
(

他
)

。
中
獅
子 

小
暮
幸
夫(

他
)

。
笛 

高
橋
安
雄(

他
)

。
カ
ン
カ
チ 

原
田
三
雄

〇
サ
サ
ラ 

松

井

昇

。
大
胴 

中

沢

潔
(

他
)

(

酒
井
正
保)



民 

俗 

芸 

能 

一
 

覧

名 

称 

所

在

地

 

上

演

期

日

上

演

場

所
 

1

者
人
数(
一

演

唱

者

資

格
 

1

保
存
会
代
表
者

高

崎

市
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

八
幡
宮
神
楽 

高
崎
市
八
幡
町
六
三
三 

1
月

三
日
夜 

一
四 

有

竹

文

彦
 

(

高
崎
八
幡
宮) 

四
月
一
五
日 

(

宮
司) 

山
名
八
幡&

神
楽 

〃

山
名
町
一
五一

〇 

四
月I

五
日 

有

高

井

紫

風
 

(

山
名
八
幡
宮)

葛
倚
市
上
中
居
〃
 

上
中
居
町
八
〇
ニ
ー
ニ 

三
月
二
七
日 

上
中
居
町
宇
奈
堂 

一
四 

大
人
六 

有 

吉
井 

菊
松 

歌
訪
神
社
獅
子
舞_
_
_
_
_
_
_
_

(

吉
井
政

|  
) 

—II

〇

月I

七

日
_
_
_

諏
訪
神
社 

子

供

八
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

高
崎
市
羅
漢
町
獅
子
舞 

〃

羅
漢
町
法
輪
寺 

一
月I

五
日 

ー
ー 

有

水

野
 

兼
吉 

山
車
倉
庫
二
階 

四

月

二

日 

獅
子
五
、
天
狗
一
、

_
_
_
_
_
_
_
_

大

黒

「

鬼

二
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

高
崎
市
寺
屋
町 

〃

下
寺
屋
町
公
民
館 

四
月
一
九
日
石
原
町 

六 

有

浦

野

義

一
 

石
神
社
獅
子
舞 

一
〇
月|

九
日 

小
祝
神
社_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

藤

岡

市
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

太
々
神
楽 

藤
岡
市
東
平
井
一:

〇
七 

一
月 

八
日 

秋
葉
神
社 

I

五 

有 

久
保
胎I

貞 

四
月I
八
日

/  

一

〇

月

一

七
白 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

太
々
神
楽 

〃
 

下
日
野
駒
留 

四
月 

三
日 

地
守
神
社 

I

五 

有 

黒
沢 

七
郎 

_
_
_
_

 
I

尾
根
、
黒
石
部
落_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

I

,

」 

t

清

水

義

能 

里
神
楽 

〃
上
日
野
町
鹿
島
一
、
八I

五 

四
月I

五
日
鹿
島
神
社 

一
五 

有 

(

神
官) 

神
楽
獅
子 

〃
 

上
日
野
町
田
本 

一

〇

月-
O

S

辛
科
神
社 

-

〇 

有 

新
井 

義
光



名 

称 

所 

在 

地 

上
演
期
日 

上

演

場

所
 

_

唱

者

人

数
"

演
唱
者
資
格 

餘
保
存
会
代
表
者 

神

楽
(

大
和
流) 

藤
岡
市
藤
岡
大
戸
町
乙
四
九
五 

四
月 

八
日 

詉
訪
神
社
神
楽
殿 

二

〇

•  

有 

篠
宮 

豊
司 

太
々
神
楽(

大
和
流) 

〃
 

藤
岡
宮
本
町
一
、|

五
二 

四
月 

一
日 

富
士
浅
間
神
社 

二
〇 

有 

水
沼 

竜
夫 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

神
楽
殿

太
々
神
楽 

〃

下
栗
須 

三
月|

五
日
稲
荷
神
社 

|

五 

有

小

島

季

彦
 

(

代
々
神
楽) 

神

楽

殿

舞

子|

〇
、
笛
四
、

_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

太
鼓
四' 

鐘

I

代
々
神
楽 

〃

上
戸
塚 

四

月

三

日

戸

塚

神

社 

一
五 

有

関

口 

盛 

(

春
祭) 

舞

子|

〇
、
笛
四
、

_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

太
鼓
三

里
神
楽 

〃

栗
須 

四

月

七

日

神

明

宮
(
神
楽
殿)

二
〇 

有

桑

子

多

助
 

〃
 

〃

V:
石

1

、
四
〇

|  

一
月一

〇

日

3T
石
神
社 

|

七 

有 

小
林
寅
之
助 

四

月I

〇
日 

下
方
七
、
舞
子
五

-

〇

月I

〇
日

太
々
神
楽 

〃
 

西
平
井
字
二
之
宮 

四

月I
〇
日 

三
島
神
社 

|

五 

有 

上
原
幸
二
郎 

〃
 

〃

本
郷
字
下
郷I

六
八 

二

月

九

日

土

師

神

社 

|

〇 

有

関

口
 

重
夫 

〃
 

〃

白
石 

四

月

三

日

飯

玉

神

社 

I

二 

有

荻

原
 

桂 

神
楽
獅
子 

〃
 

上
日
野
細
各
戸 

一
月
二
五
日 

菅
原
神
社 

一
〇 

高
桑 

三
次 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

|

〇

月|

〇
日 

(

辛
科
神
社)

獅
子
舞 

〃

神
田 

四
月I

五
日
浅
間
神
社 

I

五 

有

御

供

延

雄
 

〃 

〃

緑

塾 

二

月

二

日

美

国

神

社 

二
〇 

有
斉
藤
小
二
郎 

I

〇
月

一

九
日

_
_
_

 

;



祭
ば
や
し(

祗
園) 

"

藤

岡
(
大
戸
町•

宮
本
町)

七
月I

五
ヽ
六
日 

浅
間
神
社 

六 

小
太
鼓
三

七
月
一
九'

一
 9

詉
訪
神
社 

大
太
鼓
「

鐘
一
、

(

祗
園
祭) 

笛I

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

獅
子
舞 

〃

上
日
野
鹿
島I

、

八I

五 

一

〇
月|

〇
日
鹿
島
神
社 

一
五 

有 

新
井
勝
之
助 

〃
 

〃
下
日
野
印
地 

四

月

三

日

地

守3

 (
駒
留)

I

五 

有
新
井
光
三
郎 

一

〇

月

一

九

日

諏

韓

社(
印
地)

〃 

〃
下
日
野
塩
平 

四
月 

三
日 

地
守
神
社 

五

社

一

〇 

有 

塩
川 

武
一 

一

〇

月

一

九

日

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

〃 

〃 

本
郷
寺
山 

|

〇

月|

九
日 

土
師
神
社 

一
五 

有 

区 

長 

平
地
神
社_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
- 

I

〃
 

〃
下
大
塚 

一
〇
月I

九
日
平
地
神
社 

一
〇 

有

松

本

文

七
 

神
楽
獅
子 

〃 

下
日
野
高
井
戸 

四
月 

三
日 

地
守
神
社 

一
〇 

有 

中
島 

保
治 

七
月
一
五
日
一
高
井
戸
神
社

|

二
月|

五
日 

(

天
王
社) 

-

師
子
舞 

〃
 

中
栗
須 

|

〇

月|

七
日 

神
明
宮 

I

五 

有 

上
原 

寿
雄 

及

びI

〇
月

I

七

日

夜

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
I
 

〃
 

〃

山
崎 

一
〇
月|

九
日
山

崎

神

社 

I

〇 

有

瀨

下

喜

代'

二 

〃 

〃

保
美 

四
月|
五
日
浅
間
神
社 

有

清

水
'B

四
郎 

〃
 

〃
 

上
日
野
上
平 

I

〇

月I

〇
日 

詉
訪
神
社 

一
五 

有 

新
井 

武
喜 

〃 

〃
 

上
日
野
小
柏 

|

〇

月

一

〇
日 

野
々
宮
神
社 

二
〇 

有 

黒
沢
武
太
郎



名 

称 

所 

在 

地 

上

篇

日
 

上

演
 

場

所
 

 
看

人

数

SRA)
 

演
唱
者
資
格 

保
存
会
代
表
者

富

岡

市

曲
事
流
し 

富
岡
市
中
高
瀬 

霧
七
月
二
四
日 

高
瀬
神
社 

多
勢 

高
瀬
神
社
氏
子
中 

有 

高
田 

林
和

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

し

浅
ケ
入
代
々
神
楽 

〃 

浅
ケ
入 

三
月 

二
日 

浅
ケ
入
不
動
尊 

約

I

〇 

浅
ケ
入
居
住
者 

有 

斉
藤 

嘉
市 

山 

車 

〃 

富
岡
七
地
区 

秋
季
祭
り 

旧
富
岡
市
及
び 

七
地
区
内
居
住
者 

有 

岩
瀬 

友
八 

_
_

_
_

_

 

. 

(

現1
C
X

中)

_
_
_
_
_

七
日
市

〃 

〃 

〃

八
地
区 

〃 

" 

八
地
区
居
住
者 

有

市

川

久

三

郎
 

〃 

〃 

〃 

九
地
区 

〃 

〃 

九
地
区
内
居
住
者 

有 

勅
使
河
原 

_
_

_
_

 

晴
吉

—
"
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

" 

" 

I

〇
地
区 

〃 

〃 

I

〇
地
区 

〃
 

有

長

浜

秀

雄
 

" 

〃 

"

I  

I

地
区 

〃 

" 

, 

I  

I

地

区

〃
 

有

飯

塚

喜

代

治
 

〃 

〃 

〃 

I

二
地
区 

〃 

〃 

I

二

地

区

〃
 

有

茂

木

良

I  

〃 

グ 

〃

ニ

ニ

地

区 

〃 

〃
 

I

三

地

区
" 

有

新

井

文

太

郎
 

屋

台
 

〃

"

一
四
地
区 

〃 

〃
 

一

四

地

区

〃
 

有

宮

前

昇

策
 

〃 

〃
 

〃
 

I

五
地
区 

〃 

〃 
一

五

地

区

〃 

有

平

沢

正

平
 

〃
 

〃 

〃

ニ

ハ

地

区 

〃 

〃 

I

六

地

区
" 

有

斉

藤

神

芳
 

山

車
 

〃
〃

一

七
地
区 

〃 

〃 

I

七

地

区

〃 

有

霜

田

城

七
 

〃 

〃
 

〃
 

I

八
地
区 

〃 

〃 

一

八

地

区

〃 

有

横

尾

慶

蔵



蛇

宮

神

社

太

々

御

神

楽I—

〃 

七

日

市

__1
現

I

〇
月 

I

KI
宮
神
社 

一
五 

不

明
 

有

保

坂

正

武
 

I

五
日 

神
楽
殿

山

車
 

〃 

〃

I

地
区 

秋
季
祭
り 

旧
富
岡
巿
及
び 

一
地
区
内
居
住
者 

有 

茂
木 

正
一 

(

現

I

〇
月)

_
_
_
_

七

日

市_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

I
_
_
_
 

_
_
_
_

 

〃 

, 

"

二
地
区 

" 

" 

" 

二

" 

有

上
原
七
太
郎 

" 

.
.

三
地
区 

" 

" 

" 

—

三 

〃 

有

i

 
i

.
"

四
地
区 

"

I

 

- 

-  

_
_
_
_
_
_
_
_

四 

〃 

有

白

井

墨

I

〃

〃

五

地

区
 

I

I

〃 

〃
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_

五 

" 

有

佐
藤
—

士
ロ 

" 

" 

"

六
地
区 

_

 

" 

I

I

"_
_
_
_
_
_
_
_
_

六 

" 

有

佐
々
杰
吾
作 

稲
荷
流
宇
田
獅
子 

〃

宇

田
 

現

I

〇
月 

歌
訪
神
社 

-

〇
/
-
5
 

保
存
会
会
員 

有

神

宮

善

雄
 

|

五

日

貫

前

神

社
 

_
_
_
_
_
_
_
 

百
八
燈 

〃

神
農
原 

八
月
一
七
日
夜 

富
岡
市
神
農
原 

不
定 

神
農
原
の
居
住
者 

不 

明 

大
島
城
山
百
八®
 

〃 

大
島 

八

月I

六

日

夜

富

岡

市

大

島

城

山 

大
勢 

大
島
地
区
内 

有

間

正

太

郎
 

プ 

ノ 

(

地
区
二
尸
ょ
り
成 

居
住
者

人

男

子I

人)

_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

式

三

番
(

桐
若) 

〃

高

瀬

桐

淵
 

三

月

三

一

日

高

瀬

神

社 

約

I

〇 

高
瀬
神
社
氏
子 

有

囊

賀

蛋

 

現
四
月 

I

日 

_
_
_
_
_
_
_

中
高
瀬
獅
子
舞 

"

中
高
瀬
高
瀬
神
社 

四

月

1
日

高
瀬
神
社 

-

〇
/
 I

五 

中

高

瀬

氏

子

全

員

有

高

橋
 

佐
吉 

堀
柳_

流 

〃

内
匠 

一

〇

月

中

旬
 

諷
訪
神
社 

一
〇/

二
〇 

富
岡
市
内
匠
谷 

有

柳

沢

建

吉
 

(

俗
名
あ
ば
れ®

子
、 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

獅
子
舞 

"

野
上 

I
I

一
月|

五

日

宮

城

神

社
 

-

〇
/' 
- 
K
 

宮
城
神
社
氏
子 

有

大

塚

乙

松



名 

称 

所 

在 

地 

上

演

期

日

上

演

場

所
 

川
唱
者
人
数^

0

演
唱
者
資
格 

保
存
会
代
表
者 

獅

子

舞

青

花

、流

富

岡

市

下

高

尾

_
_
_
_

 

I

〇

月
-

五

日

下

高

尾

神

社

等7
〇

丄

I

〇

TI

高

尾

神

社

氏

子M

金

田
•

衛 

(

み

こ

し

の

川
"

小#

原 

日

照

り

の

永

く

小

桑

あ

き

や

さ

ん

不

定
 

小
桑
罟
住
者 

不

m
l
.
 

さ
け) 

_
_
_

 

_
_
_
_
_

続

い

た

年

の

み0
/

鏑
川
—

百g

了
！

〃 

蔵 

|

学

期

の

終

わ

富

岡

市

蔵 

〃 

蕨
村
松
山
居
住
の 

不

明
 

另

名
(

南1

阿
弥
陀 

っ

た

日(

現) 

小

中

学

着

子

仏J

獅
子
舞 

〃 

南
蛇
井
梅
沢
、
小
倉
、
千
平 

一

〇

月I

四
/

天
満
宮
西
南
神
社 

一

〇 

天
満
宮
西
南
神
社 

有 

相
川 

広
治 

_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

_
_
_
_
_
_
_
 

I  

五
日 

氏
子

" 

〃

〃

下

区
 

I

〇

月I

四
/

部
落
内
及
び 

一
〇 

有 

萩
原
百
太
郎 

_
_
_
_
_
_

 

一
 

五
日 

西
南
神
社

太
々
神
楽 

〃

神
成
新
堀
ロ 

ー

〇

月I

五

日

神

成

部

落

内

及

び 

I

〇 

新
堀
組
内
の
者 

不 

明

1
 

: 

—

宇

芸

神

社_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
(

男
子)

佐
々
良
獅
子 

〃 

上
丹
生 

I
〇

月I

五

日

上

丹

生

八

幡

様 

I

〇
/

一
五 

上
丹
生
八
幡 

有 

高
橋 

博
一

I
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_

—

_
_

_
_

_

 

(
I

 

組/

六
組)

丹
生
神
社
代
々
御
神
楽 

〃

下

丹

生
_
_
_
_
_
_
_

三

月

二

七

日

丹

生

神

社 

二
〇 

丹
生
神
社
氏
子 

有

瀬

間

又

蔵
 

稲

荷

流

高

森

東

舞

— 

"

"

 

1

五

日

" 

約
-

〇 

—

"

叫

^

安

中

市
 

.

中

安

中

市

中

宿

 

神

社

祭

礼

そ

の

諏

訪s
：

社

境

内
.

地
区
全
負 

昔
は
長
男
の
み
に 

歴
代
区
長 

(

一

名

力
%

ぅ 

他 

そ
の
他 

限

り

し

と

い

ぅ



上

磯

部

新

寺

の

子

供

の

-—J

"

上

—

 

•  

1  

—

正
！

四

日
|

±|
磯

部

、
温

泉

地

I

五

、
六 

0

年
の
親 

鳥
追
い 

二
年
生
の
男
子

讐

 '

宮

本

の

鳥

追

い

〃

鷺

宮
 

一
月I

四

日

鷺

宮

地

区
 

各

戸I

人
、
外
子
供 

無

新
J

顏

1

 

咲

前

神

社

太

々

神

楽
.

—
 

〃

—
〃
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

四

月
I

日

—
咲

前

神

社

神

楽

殿

一

五 

有

ネ

乡

ネ
g

 

野
殿
の
太
々
神
楽 

〃

野
殿 

雪

り
 

白
山
比
羊
神
社 

一
〇,: 

•

有

赤

見

未

次
 

三
月
一
五
日 

神

楽

殿

楽
 

舞

上
磯
部
師
子
舞 

〃 

磯
部
二
丁
目 

一

〇

月|

五
日 

磯
部
一
丁
目 

有 

金
田 

四
郎 

5

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

赤

城

神

社

及

広

場_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

1

1

 

中
野
谷
の
獅
子 

〃

中
野
谷 

|

〇

月|

五

日

中

野

谷

神

社
 

二
五 

有

野

口

善

四

郎
 

I

 

づ 

宵
祭 

羊
神
社

|

〇

月|

四

日

各

区

公

会

堂
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

上
間.

u

田
獅
子
舞 

〃

上
間
仁
田
公
会
堂 

I

〇

月

一

丑

日
U

会

堂

、
白

山

神

二

丄

ハ

ミ
-

笛

；1
^0

地
区
内
希
望
者 

無

佐

藤

正
- 

社 

太

彭
-

舞
五

下
間
仁
田
麦
小
峯
の 

〃

下

間

仁

田

後

小

峯 

一
〇
月I

四

日

毚

大

明

神

境

内
 

無

茂

木

久

美

雄
 

'

師

?-
及
び
祭
り
世
話
人

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
I

 

宅

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

下
秋
間
仲
組
獅
子
舞 

〃

下

秋

間
 

,

四

月
b

日

〇

- 
H

 

無

大

沢

正

一
 

|

〇

月|
五
日 

昆̂

£
2

様 

薬
師
様

詉
訪
様
、
八
幡
様 

I

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

下
秋
間
獅
子
舞 

〃

〃
 

四

月

三

日

下

秋

間

榛

名

ぱ
 

無

中

山

薫
 

|

〇
月
一
五
日 

境
内

東
上
秋
間
獅
子
舞 

〃

上

東

秋

間

東

神

社
 

m

月

一

五

日

東

神

社

境

内 

-

K

 

' 

有

磯

貝

素

雄
 

(

秋
祭
り) 

太
彭
一 

S

ハ



名 

称 

所 

在 

地 

上

演

期

日

上

演

場

所

響

人

数

(

「

演

唱

者

資

格

插
m

存
会
代
表
者

小
俣
の
獅
子 

安

中

市

小

俣

公

民

館

 

〇

月

一

〇
日 

鎮
守
熊
野
神
社 

無 

内
田 

實 

安
中
市
安
中 

(

区
長) 

_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

C
B
-

宿
、
直

險

岩
井
の
獅
子
舞 

〃 

岩
井 

1

0

月
ー
ニ
日 

白

山

比

咩

神

社

、

1

1_
_

_
_

_
_

 

と

I

四

日

夜

外

中
野
殿
の
獅
子
舞 

〃 

野
殿 

|

〇

月|

二
日 

白
石
の
観
立
畳
、
菅

夜 

原

神

社

、
庚
申
塚

白
山
比
咩
神
社
、

|

〇

月|

四

日

神

沢

周

五

郎

宅

、
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

夜 

宗
泉
寺

鷺
宮
宮
本
の
獅
子 

"

鷺
宮 

I

〇

月|

四
日 

咲
前
神
社
及
び

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

夜 

部
落
内
数
ケ
所

鳥
追
い
山*
 

町

、
"

下̂

 
(

上

町

中

町

、
横

-

月

一

四

日

原

市
-

円 

• 

金
井
隆
太
郎

群

馬

町

蚕
ぅ
た 

群
馬
町
大
字
東
国
分
を
中
心
と
し
て 

圧J

風
あ
げ 

〃

大
字
足
門

•

金
古
下
宿
の
祭
り
ば
や 

〃

大
字
金
古 

春

三

月

二

七

日

下

宿

公

会

堂 

五 

_
 

—
し
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

秋

I

〇
月
九
日

観
音
寺
の
謡
曲 

_  

〃 

大

字

棟

高

字

観

音

寺

S50

八
月
ニ
ニ
日 

二 

植
木
リ
ョ
ゥ 

無

植
木
伸
禄

俣
渡
田
の
獅
子
舞 

〃

保
渡
田
一
、
二
六
九 

四

月

ー

ニ

日

俣

渡

田

公

会

堂

及 

舞

四 

,

有 

矢
島
林
之
助



I  

-

〇

月

九

日

び

神

社
 

笛

中
里
の
火
渡
り 

〃 

大

字

中

里
(

集
会
所
庭) 

四

月I

七
日 

有 

関
根
善
十
郎 

観
音
寺
の
競
馬 

"

大
字
棟
高
字
観
音
寺 

一

月I

七
日 

観
音
堂
西
の
常
設 

無

ッ
 

1

場

わ
ら
べ
歌
と
子
共
の
遊 

〃

大
字
棟
高 

S

50
八
月
ニ
ー
日 

五 

土
屋
久
良1

び 

子
供
四
人

三
ッ
寺
の
剣
舞 

〃

大
字
三
ッ
寺

〃
 

の
地
芝
居 

" 

〃

各
地
の
山
車 

〃

各
地

菅
谷
の
相
撲 

〃

大
字
菅
谷

福
島
の
八
木
節 

〃 

大
字
福
島

〃
の
地
芝
居
と
琵
琶 

〃 

〃

棟
高
の
花
火 

〃

大
字
棟
高

箕

郷

町

民
謡 

箕

郷

町I

円

外

、
他
町
村 

•

い
ろ
い
ろ
な
場
所

八
木
節
、
町
づ
く
し
箕 

郷
の
歌 

I
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

義
太
夫
の
竹
本
左E
 

" 

大
字
西
明
屋
二
八
八
の
三 

S

49I

月
六
日 

箕
郷
町
中
央
公
民 

二 

語

り

手

一
 

無 

(

芸
名) 

館 

三

味

線

一

箕
郷
青
年
八
木
節 

〃 

西
明
屋 

昭
四
九
、
二

月 

中
央
公
民
館 

約
二
〇 

音
頭
取
り 

有 

清
水 

昭 

青
年
団
体
文
化
祭 

鼓

二

、
す

り

が

ね

一



名 

称 

所 

在 

地 

上
演
期 

上

演

場

所

 

唱
者
ノ1
(

；7
 

演
唱
者
資
格 1

«
^

会
代
表
者

横

笛

二

、
踊
り
手

東
明
屋
歌
訪
神
社
の 

箕
郷
町
大
字
東
明
屋
横
町
西 

春 

四

月I

日

詉

訪

神

社
 

境
内 

約
三
〇 

舞

子I

〇 

田 

勝
江 

獅
子
舞 

四
五
二 

秋
一
〇
月
九
日 

万

灯

三

、
笛
吹
き
八 

(

氏

子
総G

 

高
張
提
灯
三
、
そ
の

1

1
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

他
六

東
明
屋
二
十
二
夜
待
及 

〃 

大
字
東
明
屋 

〇
1

〇
、

二

、

。
宿
は
持
廻
り 

約
二
〇 

有 

土
屋 

コ
ゥ 

び
英
霊
和
讃 

-
1  

一
,—
一
 r

D—
、
こ

〇

箕
輪

城S

曲

三

四

の 

輪

各

月

ニ

ニ

日

FS
卩

〇

四

月|

〇
日
頃 

牙

確

ぎ

上
芝
の
八
木®

〃 

大
字
上
芝 

昭
四
七
、
四
月 

箕
郷
町
中
央
公
民 

約
二
七 

有

^

井 

叶 

中

央

公

民

館

落

館
 

音

頭

取I
、

鼓

二

、

成
式 

鐘

一

、
横

笛

二

、
踊

り

手

約

二

〇

八
木
節
音
頭
の
替
歌 

〃 

〃 

上
芝
の
八
木
節

_

り
の
と
き

中
善
地
の
盆
踊
り 

〃 

大
字
善
地
字
中
善
地 

八

月|
五
日 

中
善
地
公
会
堂
又 

約
二
五 

音
頭
三 

有 

生
方
蔵
之
助 

(

娘
お
け
さ
連
と
も
い 

は

箕

輪

小

学

校

庭

横

笛

二

、
太

鼓I
、

ぅ) 

踊

り

子

約

二

〇

今
宮
の
地
蔵
祭
り
の 

〃 

大
字
柏
木
沢
、
今
宮 

八

月
-
0

/

八
幡
神
社
ょ
り 

約
二
五 

有 

武
井 

昭 

和
讃 

八

月|

六
日 

部
落
へ 

か
つ
ぎ
手
四
、
鐘

I
、

灯

籠

持

四

、
そ
の
他

歌
手

本
田
の
地
蔵
祭
り
の 

〃 

大
字
柏
木
沢 

本
田
下 

八

月|

日/

本

田
公
会
堂' 

二
〇
数
人 

有 

岡
本
光
治
郎 

和
讃 

八

月|

六

日
, 

鐘

、
太

鼓

、
横

笛

二



御
こ
し
か
つ
ぎ
、
歌
手

新
屋
敷
地
蔵
祭
り
和
讃 

〃

大
字
柏
木
沢
、
新
屋
敷 

戦

前

八

月I

日

新

屋

敷

公

会

堂
 

約
二
五 

有

青

山

弥

平
 

/

八

月I

六
日

S

八
月
一'

七'

三
、I

四

一
五
、I

六

日_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

十
二
階
松
ず
く
し 

〃 

大
字
柏

木

沢

、
新
田
上 

昭
四
八
、
一
〇
月 

箕
郷
中
学
校
体
育 

約

I

〇 

歌
い
手
三

館 

扇
子

本
田
島
追
い
行
事
の
民 

〃 

大
字
柏
木
沢
字
本
田 

一
月I

四
日 

本
田
北
村
界
の
道 

約
三
〇 

太
鼓 

無 

不

明
 

»

路

ょ

り

群

馬

町

二

大

八

車

ひ

き

之
沢
村
界
ま
で 

歌
い
手

生
原
北
野
神
社
の
獅
子 

〃 

大
字
生
原 

春
三
月
二
五
日 

北
野
神
社 

境
内 

約
三
〇 

天
狗 

有 

丸
岡 

茂 

曄
 

秋
一
〇
月
九
日 

カ
ン
カ
チ
、
獅
子
舞

笛

吹

き

、
万
灯 

_
_
_
_
_
_
_

 

 

_
_
_
_
_
_
_

生

原

、
中
内
出 

〃 

大
字
生
原
字
中
内
出 

三
月
ニ
ニ
日 

順
番
制
で
そ
の
都 

約
二
〇 

小
鉦

二
十
二
夜
待
和
讃 

度
宿
が
変
る

新 

町

師
子
舞 

新
盯
乙
五
五
八 

詉
訪
神
社
秋
祭 

諏
訪
神
社 

I

〇
数
’人
、
天

狗I
、

町
内
在
住
の
長
男 

有 

大
野
仲
次
郎 

雄
獅
子
二
tf
獅
子
一
、

に

限
-5>

た
も
の
で

カ

ン

カ

チI

、
笛

数

あ

る

。

_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

人 
_
_
_
_
_
_

 

_
_
_
_
_
_
_
_

,  

"

I

区
(

宮
本
町) 

八

幡

神

社

秋

祭

八

幡

神

社 

、/

町
内
在
住
者 

無

車

崎

幸

男
 

雄$

子

二

雌

せ

子

I

カ
ン
カ
チ
ー.
、
笛

数
A

東

嘉
 

"

川

岸

町

歌

訪
S

適

宜
 

随

所
,/
 

_
,

人
笛'

』

關5;

な

し 

有

木

村

勤



名 

称 

所 

在 

地 

上
演
期
日 

上

演

場

所

 

1

唱
者
人
数(
)
 

演
唱
資
格
者 

保
存
会
代
表
者

下

仁

田

町

桑 

の
獅
子
舞 

下
仁
田
町
大
字
青
倉
、
桑
本 

I

〇

月I

五
、
六 

桑
本
神
社
に
奉
納 

六 

花
傘
二 

土
谷 

晃

I  

(

荒
熊
流) 

_
_
_
_
_
_

日
(

秋
祭
り) 

獅
子
三
、
は
や
し
方 

I

上

小

坂

中

村

石

尊

講i

"

大

字

上

小

坂_
_
_
_
_
_
_

七

月

二

八

日

中

村

地

区 

斉
藤 

昇 

悪
摩
払
い 

〃 

" 

旧

—
二

月

八

日

上

小

坂
_
_
_

六
I

_
_
_
_

 

有

斉

藤
 

昇 

野
栗
神
社
獅
子
舞 

〃

大
字
中
小
坂
二
岩 

I

〇

月I

五

日

中

小

坂

二

岩 

八 

獅
子
六 

永

井

利

雄
 

_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

さ
さ
ら
～

て

ん

ぐ

一

青
葉
百
管
下
り
葉
流 

〃

大
字
下
小
坂
二
七
〇 

四
月 

春

祭

中

之

嶽

神

社
 

九 

獅

子

四

地

域

後

継

者 

有

園

部

長

太

郎
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

-

〇

月_
秋

祭
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

笛

四

、
大
太
鼓 1

1

四
〇
才
以
上
方

芦
の
手
獅
子
舞 

〃 

大

字

南

野

牧

七|

七
六 

一

〇

月

一

四/

荒

船

神

社

、
獅
子 

--O 

獅
子
頭
三 

村
の
男
子
で
ぁ
る 

有 

青
木 

茂
雄 

一

五

日

秋

祭

り

宿 

大
太
鼓
一
、

笛

五

こ

と

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

〆
太
鼓 

I

F

総
黒
熊
流
獅
子
舞 

〃

大
字
西
野
牧
四
六
八
五 

I

〇

月I
四

日

根

小

屋

公

会

堂

か 

九 

獅

子

四 

三
〇
才/

四
〇
才 

有 

並
木
喜
一
郎 

(

秋
祭
り) 

ら
村
中
各
場
所 

太
鼓 

I
、  

笛
四 

の

男

子

、
高
校
生

楱
名
神
社 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

か

ぶ

ら

神

社I

大A

楽
_
_
_
_
_
_
_

〃
 

西
野
牧 

四

月

八

日

百

庚

申

の

舞

台
 

二

五
. 

有

巴

角

次

郎
 

フ
オ 

〃

I,
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
• 

"

"

二 

有

" 

ム
冃 

 

" 

" 

" 

二 

有

〃

甘

楽

町



白
會
神
社
太
々
神
楽 

甘
楽
町
白
倉 

四

月

二

八

日

白

倉

神

社

神

楽

殿 

二
人
立
獅
子

_
_

_
_
_
_
_
_
_
_

 

g

ホ

ダ
I

神
楽
獅
子 

〃

轟

ニ

ニ

I  

未 

定 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_

_
_
_
_
_
_
_

——
 

—

—

一
 

無

佐

藤

門

次

郎
 

口
説
節
、
踊

//
秋
畑
二
九
九
九 

な

し

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

I  

-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-—

—
—

—

 

無

斉

藤

鶴

雄
 

獅

子

舞
(

黒
熊
流) 

"

第

九

区
(

秋
畑) 

～
〇

月L

玉

日

第

九

区

公

会

堂 

I

人

V:
三
人
獅
子 

(

区
長) 

八
木
節 

〃 

善
慶
寺
一
九
九
五 

未 

定 

所
在
地
に
同
じ 

二
〇 

有 

プ

戎
念
仏 

〃

秋
畑
三
五
四
四 

旧

一

〇
月 

百

々

瀬

部

落

廻

りI

二 

無

高

橋

た

ね
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

初

戎

の

日

宿
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

和

讃
 

〃

秋

畑
 

毎 

月

秋

畑

赤

谷

部

落
 

I
I

 

無

黛
•

タ
ケ 

地
形
唄
、
木
や
り
唄 

〃 

〃

一
四
六
六 

：

‘_
_
_
_

 

一

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

無

佐

藤

十
-
p  

笹
森
神
社
太
々
神
楽 

〃

福
七
三
七 

三
月
第
二
日
曜
日
笹
森
神
社
神
楽
殿 

福

町
一
円
の
者 

無

坂

本

霊
 

屋
台
ば
や
」 

"

福

島

七

二

九I
I
 

妇

驅2

笹
森
神
社
他 

麵

島

地

区-

円

の

無

矢

島

久

猪
 

浦
安
之
舞 

〃

福
七
二
九1

1  

三
月
第
二
日
曜
日
笹
森
神
社
神
楽
殿 

無 

〃

そ
の
他 

外 

1
1
1
1
1
1
1
1
_
_
_
 

_
_
_
_

 

鬼
狂
言 

〃

秋
畑
那
須
部
落 

一
〇

月r

一

日

所

在

地

に

同

じ 

九 

部
落
民
全
員

獅
子
祭
の
日

木
挽
唄 

〃

秋
畑
五
九
〇
四
田
村
茂
方 

_
_
_

 

一
 

_
_
_

1

1

1

1

1

_
_

申

霧
-
一
貞 

石
臼
ひ
き
唄
、
麦
打
唄 

,

"

五
一
五
〇 

•

’

一
 

ま 

浅
香 

い
ま 

稲
含
太
々
神
楽 

〃

〃

K
r
a
 
- 
- 

P

朋

訊0.
部

落

仮

設

舞

台

二
--.- 

社

人-
-

ー
ー
戸
如
男 

浅

香

隆
 

五

月

三

日

稲

含

神

楽

殿



会 

- 

名 

称 

所 

在 

地 

上
演
期
日 

上

演

場

所
 

_

_

人
数(
演

唱

雲

格

保

存

会

代

表

者

獅
子
舞 

甘
楽
町
第I

二
区
下
組 

I

〇

月I

五
日
所
在
地
に
同
じ 

I

二
区
下
組
全
員
無 

秋
山 

林
三 

" 

〃

秋

響

I

二
区
上
組 

10
月1

五
日 

〃

：,

f  

ニ
ー
区
上
組
全
戸
無
佐
藤
門
次
郎

浦
安
の
舞 

〃

〃

五
三
七
三 

五
月
三
、
四

日

稲

含

神®
§

_

六 

無

田

村

作

蔵
 

稲
荷
流
宗
家
獅
子
舞 

〃

〃 

五
三
六
四 

I

〇
月I
、

二
日 

那

洛

仮
^
*

台 

三/

1

六 

部
落
民
全
員 

有 

浅
香 

春
一

妙

義

町

•

道
化
万
才 

妙
義
町
上
高
田
八
木
連 

I

〇
月
一
五
日
足
日
神
社 

二 

三
種
に
分
れ
て 

安
藤
辰
五
良 

そ
の.
他 

い
る

岩
戸
神
楽 

"

下
高
田
木
村 

一
〇
月I

五
日
高
太
神
社 

無
真
砂
輝
太
郎 

黒
熊
流
獅
子 

〃

〃
 

|

〇

月

一

五

日
" 

四

い

る 

ネ
音
弓 

|

人
神
楽 

〃
 

上
高
田
八
木
連 

|
〇

月|

五
日 

足
日
神
社 

三
、、

三
種
に
分
れ
て 

無 

三
人
獅
子 

〃 

" 

|
〇

月|

五

日

〃
 

四

い

る 

秋
畑
流
獅
子
舞 

〃

下
高
田
久
原 

一

〇

月|
五
日
伏
見
神
社 

四
、
 

〃 

無

佐

俣

辰

二
 

開
運
頭
眼
流 

獅
子
舞 

_

中

里_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

I

〇
月
一
五
日 

妙
義
神
社 

四
、

六
に
分
れ
る 

彳,

今
夕 

文 

黒
熊
流
獅
子
舞 

"

大
牛 

I

〇

月

一

五

日
" 

四
、

一
_

に
分
れ
て 

無

渡

辺

敏

次
 

高
森
開
運
流
獅
子
舞 

〃

行
沢 

一
〇
月
一
五
日
波
古
神
社 

四
、
六
種
に
分
れ
る 

無 

島
田 

清 

頭
眼
流
六
人
舞 

•

〃
 

菅
原 

-

〇
月
一
五
日
菅
原
神
社 

七' 

に
分
れ
て 

無

嘉

治

平
 

(

六
人
獅
子) 

菅
原
公
会
堂



_

申
紫 

〃

〃
 

三
月
二
五
日
菅
原
神
社 

六 

無
東
間
喜
三
郎 

岩
戸
ネ
穿 

一
〇
月I

五
日 

ー
ニ
種
に
分
れ
る 

_
_
_
_
_
_

,

少
棄 

四
月
一
五
、六

日

妙

義

神

社 

二/

五 

無 

岡
部 

石
松 

〃
 

,

 

|

〇
月,|

五
日 

二
種
に
分
れ
る_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

「ム 

〃

少
義 

仏

事

鑫
 

多
数 

無

讓

博

道

十
数
種
に
分
れ
る_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

,

渚
戸 

四
月I

五

日
.

我
妻
屋
神
社 

八

丄

二 

有

佐

藤

真
 

八
木
節 

,

誇
尸 

一
〇
月
一
五
日 

六

種

に

分

れ

て

い

る
_
_
_
_
_
_
_
_

義
太
夫 

〃

〃

三
月 

諸
戸
地
区
の
愛
好 

I

七 

無 

〃

鬼

石

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

無
露
久
保
の
雨
乞
い 

鬼
石
町
坂
原
字
露
久
保 

,

訪
ネ

峯
の
サ
サ
ラ 

〃

坂
原
字
法
久 

I

〇
月
一
五
日
八
幡
神
社 

六

人

法
久
のI

位
獅
子
舞) 

法
久
の
神
楽
獅
子 

" 

〃
 

一

〇

月

七

日

^
4
;

友I
S
W

の
座 

_
_
_
_

 

無
_
_
_
_
_
_

坂
原
の
獅
子
舞 

"

坂

原

字

高

瀬

日

菅

原

神

社

•

二
七 

区
民 

驕

豊

駄

轍

伊
祭
の
お
り 

野
口 

辰
男

獅
子_
 

ら) 

"

譲
原
下
久
保 

月-1  
一
 

愛
宕
神
社 

五 

有
山
田
光
太
郎

日
、
一
〇
月I

五
日 

_
_
_
_
_
_

下
久
保
の
雨
乞
 ゝ

〃

〃

" 

風
大
宮
神
社 

八 

大
太
鼓
、
小
太
鼓 

村
全
体
が
資
格
者 

山
田
光
太
郎

妹
ケ
谷
の
獅
子
舞 

〃

大
字
三
波
川
妹
ケ
谷 

四
月
二
八
日
妹
ケ
谷
不
動
尊 

有
小
柏
喜
久
司

小
柏
四
郎
氏
宅 

_
_
_
_
_
_
_
_

I  

I
I



名 

称 

所 

在 

地 

上

演

期

日

上

演

場

所
 

U
唱
者
人
数

^A)

演
唱
者
資
格 

保
存
会
代
表
者

产 

訳

4S

平
滑
の
獅
子
舞 

鬼
石
町
大
字
三
波
川
平
滑 

一

〇
月
九
、
 

平
氏
野
宮
神
社 

二
〇/

三
〇 

有 

新

井

貞

三 

I

〇

日
(

オ
オ
ヤ
マ
ズ
ミ 

つ
づ
み
、
横
笛

ノ

ミ

コ

ト)

獅
子
頭

大
内
平
の
神
楽 

〃
 

〃
 

大
内
平 

四
月I

〇
日
琴
平
神
社 

一

〇 

舞
子
は
神
社
近
所
有
萩
原
慶
次
郎 

横
笛
、
大
太
鼓
、
 

の
信
者

小
太
鼓
、
つ
づ
み

琴
平
神
社
の
火
渡
り 

〃
 

〃
 

〃
 

古
く
は
三
月
第I

琴
平
神
社 

有

飯

塚
 

馨 

午
の
日 

(

金
山
彦
命
、

旧
•

三
月一

〇
日 

御

嶽

教
)

現
四
月
一
〇
日

大
奈
良
の
獅
子
舞 

〃
 

" 

大
奈
良 

I

〇

月I

五

日

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

三
波
川
の
盆
扣
ど
り 

〃
 

大
字
三
波
川 

八
月 

一
四
日 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

雲
尾
の
獅
子
舞 

〃
 

〃
 

字
雲
尾 

I
〇

月

九

日

熊

野

神

社 

I

四 

有

新

井

仙

郎
 

(

天
照
大
神)

大
太
鼓I

、
小
太
鼓
三 

(

神
社
世
話 

笛

I

、
 

先
獅
子

I  

人) 

中
獅
子
一
、

子

I

祗
園
ば
や
し 

〃

仲

七

月

|

四
、

町

内
 

大
太
鼓
一
、
小
太
鼓
四

一
五
日 

す
り
鐘
マ
、•
笛

I

鬼
石
の
太
々
神
楽 

〃

大
字
鬼
石 

四
月
一
五
日
鬼
石
神
社

神
楽
殿

山
中
く
だ
り 

〃
 

" 

旧
八
月-

五
日 

盆
お
ど
り
会
場 

ょ
こ
た
る 

.

笛 

か
ね

八
塩
の
太
々
神
楽 

〃
 

浄
法
寺
八
塩 

|

〇
月
九
日 

御
倉
御
子
神
社 

二
〇 

笛

、
鼓 

有 

堀
口
三
十
郎



(

含
稲
魂
命) 

大
太
鼓
、
羯
鼓

宇
塩
獅
子
舞®

島
流)

" 

〃 

宇
塩 

四

月

九

日

日

枝

神

社 

一
四 

笛
五
以
上 

有

区

長

が

会5
 

ほ
ら
貝I

、
歌
二
、
鬼 

.

面
一
、
獅
子
面
三
、
か

ん
か
ち
五
、
扣
か
めI

、

猿
面
二
、ひ
ょCAJ

こ
一

丹
生
神
社
の
太
々
神
楽 

〃
 

浄
法
寺
平 

四

月

九

日 

丹
生
神
社
神
楽
殿 

二
五 

氏
子 

有 

插
依
喜
代
太 

浄
去
寺
の
盆
踊
り 

〃

浄
法
寺 

八
月
一
四/
 

浄
法
寺
八
四
二 

青

年

会

を

中

心

に

有

時

の

八
月
一
五
日 

鬼
石
北
小
学
校 

婦
人
会
そ
の
他
町 

青
年
会
長 

民

I

般
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

雨
降
山
の
火
渡
り 

〃

三
波
川
雨
降
山 

八
十
八
夜 

雨
降
山
山
頂 

二
〇 

有

新

尖

俊

夫
 

五
月
二
、三
日
頃 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

万

場

町
 

_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

大
綱
八 

無

天

野

信

吾
 

地
形
立 

小
綱I

一、
音
頭
ー
ー

車
ば̂

し 

万,
昜
町 

八
幡
宮 

九

月I

五
日 

万
場
町
字
町
並 

大
人
ー
ー
、
子
供
八 

八
幡
宮
氏
子 

無 

新
井 

正
司 

わ
か
ば
や
し
大
人

I  

一

え
て
こ
ば
や
し

大
六
、
子
八 

_
_
_
_
_
_

三
段
落
し 

〃

大
字
黒
田 

二
四 

無

町

田

清

七
 

音

頭I

、
た
る
四
、

笛
四
、
踊
り
一
五
、

•

太
々
神
楽 

〃

大
字
万
場 

二
〇 

 

攤
五
、
裳
が
か
り
五 

無

斉

藤

国

広

舞
五



名 

称 

所 

在 

地 

上

演

期

日

上

演

場

所
 

J

唱
者
人
数
び)

演
唱
者
資
格 

餘

 

会
代
表
者

上

野

村

塩
之
沢
獅
子
舞 

上
野
村 

九
月
二
十
日 

諏
訪
神
社 

I

五 

一
七/

五
〇 

今
井 

岩
次

_

_
_
_
_
_

後
の 

日
曜
日

川
和
獅
子
舞 

〃
 

大
字
川
和I

五
二 

昭
五
〇 

す
り
出
の
家
、
神 

I

五 

I

五/

一
六 

有 

黒
沢
茂
登
美 

九
月
二
八
日 

社
、
扣
寺
、
す
り

_
 

こ
み
の
家

乙
母
太
々
神
楽 

〃
 

大
字
乙
母
藤
沢
地
内 

旧
八
月I

五
日 

乙
母
神
社 

1

三 

乙
母
在
住
の
若
い 

有 

松
元 

旨
宏 

(

十
五
夜) 

男
子

最
近 

1  •
五
日

す
ぎ
の
日
曜

黒
川
獅
子
舞 

"

大
字
猶
原 

九
月I

八
日 

一
五 

仲
沢
今
朝
義 

須
郷
獅
子
舞 

〃
 

〃
 

九
月I

七
日 

す
り
出
し
の
家
、
 

I

五 

無 

二
階
堂
己
代 

神
社
、
す
り
こ
み• 

次

の
家

勝
山
の
火
あ
げ 

〃

大
字
勝
山 

八

月

一

日 

無

今

牛

孝
®
 

木
挽
き
唄

囉
し
の
曲 

〃
 

大
字
乙
父
森
戸
地
内 

四
月 

五
日 

乙
父
神
社

三
笠
山
の
火
渡
り
行
事 

〃
 

大
字
猶
原
、
中
越 

四

月I

七
日 

中
正
寺
裏
山
広
場

野
栗
沢
獅
子
舞 

〃
 

大
字
野
栗
沢 

I

〇
月 

二
日 

す
り
出
の
家
、
神
社 

黒
そ 

槌
次 

-
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

す
り
こ
み

の

家

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

黒
沢
喜
久
衛

新
羽
神
社
太
々
神
楽 

〃 

大
字
新
羽 

昭
五
〇 

新
羽
神
社
、
野
栗 

I
〇 

有

 

 

I

〇
月
八
日
神
社 

羊

矛

芽



乙
父
か
ん
か
ん
踊 

〃
 

大
字
乙
父
字
森
戸 

四
月
五
日 

乙
父
神
社 

I

五 

二
〇
オ
ーP

〇
才 

有 

浅
香 

充 

(

祭
典)

九
月I

五
日 

仮
設
演
芸
場

(

盆
踊) 

_
_
_
_
_
_

子
守
唄

馬
子
唄(
十

子

唄
)

乙
父
の
源
太
踊

小
(

さ)

流
し
唄

乙
父
の
地
搗
き
唄

(

石
据
之
唄) 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

地
曳
き
唄

乙
父
の
雨
乞
い
唄

お
川
降
り
神
事

中

里

村

魚
尾
神
楽 

中
里
村
大
字
魚
尾 

四
月I

五
日 

中
山
神
社
竟
内 

二
〇 

太
鼓
四 

有 

高
橋 

武

I  

_
_
_
_
_
_
_
_

笛
四
、
そ
の
他
ー
ニ_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

八
倉
獅
子
舞 

〃
 

大
字
平
原
字
八
倉 

九
月I
五
日 

I

五 

有
一

n

疆
 

応
之 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

笛
、
太
鼓' 

舞
1

1

1

1

_
_
_
_
_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

橋
倉
獅
子
舞 

,
〃
 

〃
 

字
橋
倉 

所
在
地
に
同
じ 

|

二 

有

桜

沢

間

守
 

' 

笛
、
太
鼓
、
舞

尾
附
獅
子
舞 

* 

大
字
尾
附 

元
九
月
二
七
日 

" 

舞
子
三
、
囉
手
厂 

昔
は
長
男
で
中
高 

有 

土
屋 

仁 

現
九
月
最
終
日
曜 

太
鼓
各I

、
笛
三
以
上 

校
生
を
主
と
し
た
〇



寅
唱
者
入
数
へ
人
一 

会 

名 

称 

所 

在 

地 

上
演
期
日 

上

演

場

所
 

 

演
唱
者
資
格 

保
存
会
代
表
者

松

井

田

町

八
城
人
形
芝
居 

松
井
田
町
八
城 

八
城
公
開
堂 

二 

原
ffi
恵R

J

郎 

(

城
若
座)

—

大
神
楽(

丸
太
流) 

〃
 

大
字
土
塩
大
久
保
六1

1

二 

|

〇

月|

五
日 

山
の
神(

大
久
保)

五 

大
太
鼓 

有 

田
中 

恵
乃 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

神
明
社(
土
塩) 

小
太
鼓
、
鼓
、
笛
、
鉦

碓
氷
峠
の
馬
子
唄 

〃

大
字
入
山
字
竜
馬
六
六
九
常
時 

松
井
田
町
内 

四 

、
 

保
存
会
会
員 

有
武
田
市
五
郎 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

馬
鈴
一
、
尺

二
 

(

|

二
〇)

新
井
の
獅
子 

〃
 

大
字
新
井 

|

〇

月|

五
日 

詉
訪
神
社
か
ら 

三
〇
大
太
鼓
二
、
小 

新
井
在
注
の
人 

有 

岩
井
長
太
郎 

各
当
番
の
家
庭 

太
鼓
三
ツ|

組
、笛
二
組 

神
官) 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

_
_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

上
原
重
雄 

高
梨
神
楽 

〃

高
梨
字
上
郷 

四
月
一
五
日
碓
氷
神
社 

旺
；

八
木
節 

〃
 

小
日
向 

随 

時 

小
日
向 

|

五 

鼓
、
鈕
、
笛 

小
日
向
村
民 

有 

小
板
橋 

功 

土
塩
中
組
の
獅
子
舞 

〃

大
字
土
塩I

六

六

|  

一

〇

月|
五
日 

三
〇
大
太
鼓|

、
小 

有

山

田

計

夫
 

(

応
森
慶
雲
流) 

太
鼓
三
、
«-|

組

国
衙
の
獅
子 

〃
 

国
衙
西
村
日
向
薬
師
境
内 

|

〇
月
一
五
日 

日
向
薬
師
境
内 

三
〇 

笛
、
鉦
、
大
太 

有 

萩
帛§

太
郎 

®

荷
流
天
下
角
兵 

津
零
神
社 

鼓
、
小
太
鼓
三
ツ
ー
組

衛
派)

横
川
の
獅
子
舞 

〃 

大
字
横
川
甲
六
〇
九 

一
〇
月
一
日 

敵

訪

神

社

と

村

内

a
牛 

(

黒
熊
流
下
総
派) 

(

祭
礼)

各
所

五
月
三
日 

碓
氷
関
所
跡 

_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

(

関
所
祭)

新
田
の
猫
子 

〃 

新
田
公
民
館 

一
〇
月
一
五
日 

新
田
か
ら
八
幡
宮 

六
〇 

'

笛
八
、
大
太 

新
田
町
民 

有 

中
島 

才
次 

(

稲
荷
流
下
り
派) 

鼓
、
小
太
鼓
三
ツ|

組 

、



竹
の
獅
子 

〃 

五
料
字
小
竹
三
六
三
六 

四
月
三
日 

小
竹
養
蚕
飼
育
所 

四 

獅
子 

昔
は
小
竹
村
生
れ 

有 

武
井 

竹
次 

(

黒
熊
流
下
総
派) 

小
太
鼓
三
、*

と
ぅ 

の
長
男
に
限
ら
れ

_
_
_
_
_
_
_
_
_

か

I _
_
_
_
_
_
_

て
い
た
。_
_
_
_
_
_
_

大
正
寺
の
獅
子 

〃
 

大
字
大
正
寺 

I

〇

月I

五
日 

歌
訪
神
社 

三
〇 

有 

中
山 

正
利 

(

稲
荷
流
下
り
派) 

小
太
鼓
三
ッ
組一

組

笛 

_
_
_
_
_
_

高
梨
子
の
獅
子 

〃
 

高
梨
子
碓
村
神
社 

I

〇

月I

五
日 

碓
村
神
社 

三
〇 

高
梨
子
村
人 

有 

藤
巻
高
次
郎 

(

三
拍
子
荒
態
流) 

太
太
鼓
二
、
小
太
鼓
三

. 

ッ
組
、
笛
、錫
杖
、狐

面_
_
_
_
_
_
_
_

I

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

越
泉
の
獅
子 

"

大
字
行
田
二
七
九 

I

〇
月
一
五
日 

気
佐
石
神
社 

三
〇 

笛
、
さ
ら
ニ
ッ 

有 

新
井 

政
治 

(

黒
熊
流
下
総
派) 

小4
^

三
ッ
組 

 

兰

組

土
塩
の
獅
子
舞 

〃
 

大
字
土
塩
八
六
七 

|

〇

月|

五
日 

神
明
社 

三
五 

大
太
鼓

I  

奥
土
塩
在
住
の
者 

有 

上
原
祐
一
郎 

小
太
鼓
三
ッ
組
一
つ

笛
二
五
、
中
太
鼓

一

大
和
田
の
獅
子 

〃
 

大
字
上
増
田
大
和
田 

一

〇

月|

五
日 

八
坂
神
社
、
諏
訪 

四
五 

大
太
鼓

I  

古
来
は
萩
原
一
族 

有 

上
原 

秀
雄 

C

三
国
判
官
流) 

二
七
七
〇 

神
社 

笛
一
、
錫

杖

':
の
み
で
あ
っ
た
と

小
太
鼓
三
コI

組 

い
ぅ
。

八
城
人
形 

〃
 

大
字
八
城
二|

七 

四
月
三
日
、
 

先
倉
神
社 

四
〇 

人
形
使
三 

八
城
区
民 

有 

八
城
区
民 

一

〇
月
一
日 

笛
、
大
太
鼓
、
小
太 

I

五
三
戸

鼓
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

I

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_


